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【はじめに】 

スーパーグローバル大学の一翼を担う附属学校 
 

昨年の秋、本学は「スーパーグローバル大学創成支援事業」のタイプ A に選ばれ、「世界ト

ップ１００の総合研究大学」を目指すことになったのは承知のことであろう。4 つの観点から、

数値目標を含めた具体的な取組を示している。世界から優秀な人材を惹きつける（グローバル

入試の標準化、英語による学位コースの充実など）、国際流動性の高い教育システムを構築する

（ジョイントディグリーの充実、海外サテライト・キャンパスの拡充、世界トップレベルの協

定校との交流など）、国際通用性の高い教育を提供する（教育の交際質保障、質の高い学修時間

の確保など）、学長・役員会による迅速な改革（学長の戦略的リーダーシップの強化、A-KPI
の導入、大学運営体制の国際化など）がそれにあたる。県内のある高校の校長が、これまでの

「旧帝大」に代わり「スーパーグローバル大学タイプ A」が名門大学となるのではないかと言

っておられた。本学の発展にエポックメイキングな出来事であることは間違いない。 
その一環として教育学研究科では、急速に進みつつあるグローバル化に対応できる教員を養

成するため、「グローバル教員養成プログラム」の開発に取り組んでいる。学士課程ではグロー

バルマインドを育成し、英語で授業ができる教員の養成を目指して、グローバル教育実習、米

国留学、グローバルマインドの育成、英語授業の指導と計画などの授業を、また、大学院課程

では IB 校や IS 校で勤務できる教員の養成を目指して、IS 校実習、グローバル学力と評価、IS
教師活動、IS 校ケースワークなどの授業を提供する。それぞれ海外の大学とのジョイントディ

グリープログラムとすることを目指している。用意のできる科目から 27 年 4 月から開設する

予定である。 
 附属学校もそのようなグローバルな大学の一翼を担うことになった。その状況下で何が求

められるのであろうか。一言で述べると、世界標準の学力を保証する教育の提供と、グロー

バル化に対応できる教員養成への協力である。 
 本委員会では、主に前者について検討し、実践している。本学の附属学校園が考えるグロ

ーバル人材に求められる資質・能力の見直しを行い、そこで同定された資質や能力を、学校

教育の 15 年間でいかに付けるのかを検討した。それらの資質・能力は、EU がまとめたキー

コンピテンシーやアメリカで定義されている 21 世紀スキルと通ずるものであり、世界標準の

学力に近いものと呼べるものであると言えよう。 
本年度は、各学校園がその中のいずれかの資質・能力を付けるためのカリキュラムを実際

に試行した。幼稚園から高等学校まで、それぞれの校種に応じた指導方法を開発して実践し

た内容をまとめたものがこの報告書である。先進的な取組が多いので、他の学校園での取組

をぜひとも読んで参考にしていただきたい。 
最後に、本年もまた本プロジェクトの推進に尽力されてこられた研究推進委員会の先生方、

とりわけ教育学研究科の先生方には心より感謝を申し上げたい。 
 
平成 27 年 3 月        

                     広島大学副理事（附属学校担当）松浦 伸和  
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グローバル人材に求められる資質・能力 
 

教育学研究科 岩田昌太郎 

１．はじめに 

 近年，世界的にグローバル化は刻一刻と進展している。その一方で，持続的な成長と生

産性向上を実現するための鍵を握るのが人材の育成と活用である。その人材の育成の基盤

を担っているのが，まさに学校教育であり，その進むべき方向性や具体策が現在議論され

ている渦中である。 

この 2 年間，広島大学附属学校園研究推進委員会として，「グローバル人材に求められる

資質・能力とその要素」を策定してきた（岩田，2012, 2013）。その策定の拠り所としてき

たのが，わが国におけるグローバル化における様々な提言や方策が議論であった（経済産

業省，2010；グローバル人材育成推進会議，2012）。 

例えば，経済産業省（2010）は，グローバル人材に共通して求められる能力として，①

社会人基礎力（アクション・シンキング・チームワーク），②外国語でのコミュニケーショ

ン，③異文化理解・活用力の 3 つの「力」を提言している。また，グローバル人材育成推

進会議（2011）においても，グローバル人材の定義について，要素Ⅰ：語学力・コミュニ

ケーション力，要素Ⅱ：主体性・積極性，チャレンジ精神，協調性・柔軟性，責任感・使

命感，要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー，といった 3 つ

の要素の項目を挙げている。 

しかしながら，策定した要素は，わが国の社会人として求められるグローバル人材の視

点であり，学校教育におけるグローバル人材の育成に特化したものではない。 

そこで本稿では，グローバル人材に求められる資質・能力について，昨年度の本報告書

と国立教育政策研究所（2013）「社会の変化に対応する資質や能力を育成する教育課程編成

の基本原理」を手がかりとして，グローバル人材に求められる資質・能力の再整理と各附

属・学校園における取組みを再検討することを目的とする。 

 

2．グローバル人材に求められる資質・能力 

現在，育成すべき人間像をめぐって，断片化された知識や技能ではなく，人間の全体的

な能力を「コンピテンシー（competency）」として定義し，その「コンピテンシー」に基づ

く教育改革が世界的潮流となっている（国立教育政策研究所，2013）。 

例えば，学習到達度調査（PISA）の基となったOECDのDeSeCoプロジェクト（1997～

2003）による「キー・コンピテンシー」の概念が，PISAやPIAACなどの国際調査にも取り

入れられた。他にも，北米では「21世紀型スキル」を定義し評価のあり方を検討したり，

イギリスでは「キー・スキル」，そしてオーストラリアでは「汎用的能力」などの用語で，

21世紀に求められる資質・能力を定義したり，とその定義を基盤にしたナショナルカリキ

ュラムの開発が進められている。 

わが国では，こうした世界的な教育課程改革の潮流や日本で蓄積されてきた研究開発学
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図 1 「21 世紀型能力」の概念図 

（国立教育政策研究所，2013） 
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校などの成果を踏まえ，共通性を見出すとともに，これまで求められる資質・能力の枠組

みの試案として「21世紀型能力」が提案された。「21世紀型能力」とは，「生きる力」と

しての知・徳・体を構成する様々な資質能力から，とくに教科・領域横断的に学習するこ

とが求められる能力を汎用的能力として抽出し，それらを「基礎」「思考」「実践」の観

点で再構成したものである（国立教育政策研究所，2013）。図1は，その概念図であり，資

質・能力を「基礎力」（言語スキル，情報スキルなど），「思考力」（問題解決・発見力・

創造力，論理的・批判的思考力など），

「実践力」（自律的活動力，人間関係

形成力など）という三層構造で整理し

ている。すなわち，世界レベルで共通

する学力が捉え直される中で，わが国

においても，その潮流を踏まえた教育

改革の一端として「21世紀型能力」が

提言された。 

以上より，グローバル人材に求めら

れる資質・能力として，わが国におい

ては「21 世紀型能力」を基盤にして，

その各能力をどのように学校教育で保

障していくことが喫緊の課題となって

いる。それでは，次節において，グロ

ーバル人材に求められる資質・能力の

再整理と本学の各附属・学校園におけ

る取組みについて再検討する。 

 

３．各附属・学校園におけるグローバル人材育成の取組み 

 各附属・学校園では，グローバル化における方向性や具体策への貴重な示唆を与える多

くの有益な実践事例を蓄積していることが平成 24 年度と平成 25 年度の報告書から確認で

きる。しかも，その取組みは，多種多様であり，独創的な実践事例を示すものである。し

かしながら，各附属・学校園における様々な取組みの独自性とともに，その共通性や発展

性を模索する中で，さらなる各附属・学校園の発展を検討していくことは，各附属・学校

園の将来的なグローバル人材育成をより具現化する上において重要な課題であろう。 

そこで表 1 は，H25 年度の「報告書」で検討した各附属・学校園における特色ある取組

みとグローバル人材育成の要素の対応を示したものである（岩田，2013）。この表 1 では，

グローバル人材育成推進会議（2012）の審議のまとめとして提言された「グローバル人材

育成」の要素を援用した。しかしながら，先述したようにわが国における教育課程の鍵概

念として「21 世紀型能力」が提言されているため，表 1 を表 2 のように修正した。 
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表 1 各附属・学校園における特色ある取組みと「グローバル人材育成」への対応表 

 幼稚園 附属小 附属中・高 東雲小 東雲中 三原 福山 

要素 0 

要素Ⅰ～Ⅲの基礎と

なる心情・意欲・態度 

 

 

◎ 

      

要素Ⅰ 

語学 

コミュニケーション 

 

 

○ 

 

◎ 

◎ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

◎ 

 

 

◎ 

 

○ 

○ 

要素Ⅱ 

主体性・積極性 

チャレンジ精神 

協調性・柔軟性 

責任感・使命感 

 

○ 

◎ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

◎ 

○ 

 

○ 

○ 

◎ 

 

 

◎ 

◎ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

要素Ⅲ 

異文化理解 

アイデンティティー 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

◎ 

 

 

○ 

 

その他の要素 

問題解決能力 

批判的思考 

ICT 活用能力 

 

 

 

○ 

○ 

その他○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

◎ 

 

○ 

 

◎ 

◎ 

○ 

  

表 2 各附属・学校園における特色ある取組みと「グローバル人材育成」への対応表(改訂版) 
  幼稚園 附属小 附属中・高 東雲小 東雲中 三原 福山 

基礎力 

要素 0 
要素Ⅰ～Ⅲの基礎と

なる心情・意欲・態度 

 

  ◎ 

 

      

要素Ⅰ 
語学 
コミュニケーション 

 

 

○ 

 

◎ 

◎ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

◎ 

 

 

◎ 

 

○ 

○ 

その他の要素 
ICT 活用能力 

  

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

思考力 
その他の要素 
問題解決能力 
批判的思考 

  

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

   

◎ 

 

 

◎ 

◎ 

実践力 

要素Ⅱ 
主体性・積極性 
チャレンジ精神 
協調性・柔軟性 
責任感・使命感 

 

○ 

◎ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

◎ 

○ 

 

○ 

○ 

◎ 

 

 

◎ 

◎ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

要素Ⅲ 
異文化理解 
アイデンティティー 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

◎ 

 

 

○ 
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きる。しかも，その取組みは，多種多様であり，独創的な実践事例を示すものである。し

かしながら，各附属・学校園における様々な取組みの独自性とともに，その共通性や発展

性を模索する中で，さらなる各附属・学校園の発展を検討していくことは，各附属・学校

園の将来的なグローバル人材育成をより具現化する上において重要な課題であろう。 

そこで表 1 は，H25 年度の「報告書」で検討した各附属・学校園における特色ある取組

みとグローバル人材育成の要素の対応を示したものである（岩田，2013）。この表 1 では，

グローバル人材育成推進会議（2012）の審議のまとめとして提言された「グローバル人材

育成」の要素を援用した。しかしながら，先述したようにわが国における教育課程の鍵概

念として「21 世紀型能力」が提言されているため，表 1 を表 2 のように修正した。 
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表 2 からもわかるように，左欄の「基礎力」「思考力」「実践力」に対応して，従来の要

素の位置が若干移動して整理された。しかしながら，基本的には各附属・学校園の特色あ

る取組みは少しの変更点のみであり，「21 世紀型能力」の育成に関してすべて網羅してい

ることが見受けられる。 

各附属・学校園の実践で共通する要素が多いものは，附属間で協働的に実践を共有でき

る 1 つの可能性を示唆するものである。しかも，今後の全附属・学校園の横の連携を一層

強化する可能性を示唆するものである。 

一方，共通していない要素については，各附属・学校園が独自に新たな実践を企画・運

営していくことが今後の検討課題として挙げられる。と同時に，策定した能力（要素）が

育成されているのか，3 つの「しこう」，つまり，「志向」→「試行」→「思考」のサイク

ルを繰り返しながら，その能力（要素を）身につけさせたエビデンスを提示していく必要

性があるであろう。  

 

４．おわりに 

前節より，グローバル人材の育成を目指して，各附属・学校園が特色ある多くの有益な

実践を蓄積していることが明らかとなった。本年度は，その蓄積を基盤として，附属学校

園の研究開発システムを構築するにあたり，共通的な実践あるいは独自的な実践を企画・

運営する試行的に実施した経緯がある。その試行により抽出された成果や課題を継続的に

再検討して，子どもたちの成長につなげていくことが重要である。 

 

文献 
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Ⅰ．グローバル人材に求められる資質・能力の基礎を培うための

幼児期におけるカリキュラムの試行 

広島大学附属幼稚園 

 

１．グローバル人材育成のため幼児期に育てたい資質や能力 

 

（１）幼児期に育てたい「要素０」を中心とした内容について 

 グローバル人材育成推進会議（2012）では，「グローバル人材」の概念として以下の要素

を挙げている。 

   要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力 

   要素Ⅱ：主体性・積極性，チャレンジ精神，協調性・柔軟性，責任感・使命感 
   要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー 

（グローバル人材育成推進会議審議まとめより） 

 
 以上，要素Ⅰ～Ⅲの資質や能力がグローバル人材には求められることが提言されている

が，これらは主に青年期における海外留学や海外勤務を想定してのものである。同まとめ

には「初等中等教育段階では，基礎的な学力・体力・対人関係力等をしっかりと身につけ

させることが重要である」とあり，グローバル人材育成のための基礎を培うことの大切さ

が述べられている。 

 幼児期の教育はそもそもが，「生涯にわたる人格形成の基礎を培う（教育基本法第１章第

1，幼稚園教育の基本）」ものであり，「義務教育及びその後の教育の基礎を培う（学校教

育法第 22 条）」ものである。前述の要素Ⅰ～Ⅲの資質や能力を有するグローバル人材育成

のためのカリキュラムを考える場合，幼児期において大切なのは，小学校以降の教育につ

ながるための礎となる学力・体力・対人関係力等であると私たちは考えた。そして，要素

Ⅰ～Ⅲの基礎となる内容を私たちは一昨年度の研究推進委員会報告書において「要素０」

として位置づけた（広島大学附属幼稚園，2013）。 

 グローバル人材育成のために，幼児期には「要素０」を育成するカリキュラムを開発す

る必要がある。その具体的内容を，昨年度の研究推進委員会報告書において，私たちは以

下のものであると提言した（広島大学附属幼稚園，2014）。 
０-①他者とのかかわりを通した自己肯定感・他者への信頼感の獲得 

０-②森での遊びを通した好奇心や探究心の育成 

０-③自然とのかかわりを通した豊かな感動体験による感性の涵養 

０-④森での遊びを通した体力・身のこなしの向上 

 また，要素Ⅰ～Ⅲの中でも，主体性やチャレンジ精神などは特に幼児期から継続して育

むことが大切あると私たちは考えた。そこで，グローバル人材育成のための幼児期のカリ

キュラムに以下の内容も含むこととした。 
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Ⅱ-①自然とかかわる遊びや活動による積極性やチャレンジ精神の育成 

 以上の計５つの資質や能力が，本園の考えるグローバル人材育成のために幼児期に育

てたい「要素０」を中心とした内容である。 
 

（２）本年度試行したカリキュラムについて 
 本園では，グローバル人材育成のために幼児期に以上５つの資質・能力を重点的に身に

つけることが大切であると位置づけた。そのために，本年度は試行的にそれらを育てるた

めのカリキュラムを検討・開発し，試行することを通して，成果や課題を検討することと

した。 

 

２．グローバル人材育成に向けての具体的取組とその結果 

 

（１）要素０の獲得に向けて 
０-①他者とのかかわりを通した自己肯定感・他者への信頼感の獲得 

 取組：どのような人材を育成するにしても，自分に自信をもち，他者を受け入れる心が

育っていることが前提となるだろう。この「自己肯定感と他者への信頼感の獲得」の両者

は表裏一体のものである。本園では，自己充実欲求である「私は私」の心と，繫合希求欲

求である「私は私たち」の心の両面をバランスよく育むことを中心とした新たなカリキュ

ラムを開発し，それを試行することとした。学校教育のスタートである幼稚園の時期に，

自分に対する肯定感と他者への信頼感を獲得することをめざしたカリキュラムを開発し，

保育実践を行った。 

 評価・検証方法：具体的な場面をエピソードとして収集し紀要にまとめ，育ちを考察し

た。また，保護者アンケートにより，その育ちを検証した。 

 結果：入園から２～３年間の保育を通して，自己肯定感や他者への信頼感を獲得してい

く具体的な姿，及びその過程における具体的な支援内容を紀要にまとめることができた。

特にある子どものエピソードを縦断的に積み重ねる方法は，可視化しにくい幼児期の心の

育ちを示したものとして幼児教育関係者から高い評価を頂いた。保護者アンケートにおい

ても，「自分が大好きな子ども，友だちが大好きな子どもに育っていますか」という質問に

対し，98.7％の保護者が「大変そう思う」もしくは「そう思う」と肯定的に回答した。 

 成果と課題：新たに作成し試行したカリキュラムが，「要素０」の「自己肯定感や他者へ

の信頼感の獲得」に寄与していることが示唆された。来年度も引き続き，本カリキュラム

をブラッシュアップしながら，継続して実践することが求められる。 

 

０-②森での遊びを通した好奇心や探究心の育成 

 取組：幼児は遊びを通して様々な事を学んでいく。遊び込むことで，そこからさらにや

ってみたいという気持ちやどうなっているんだろうという疑問などが生まれ，好奇心や探
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究心が育成されていく。特に，「幼児期において

自然のもつ意味は大きく，自然の大きさ，美し

さ，不思議さなどに直接触れる体験を通して，

幼児の心が安らぎ，豊かな感情，好奇心，思考

力，表現力の基礎が培われることを踏まえ，幼

児が自然とのかかわりを深めることができるよ

う工夫すること（幼稚園教育要領，2008）」とあ

るように，幼児期には，自然とかかわることで

好奇心や探究心が培われる。そこで，一日中森で

過ごす「森の日」を保育カリキュラムに取り入れ

るなど，自然の中でたっぷりと直接体験する機会を保障することを通して，好奇心や探究

心が培われることを目指すこととした。ここで育まれた好奇心や探究心は，小学校以降の

学習との連続を生み，語学力をはじめ学びの基礎として生きてくると考えた。 

 評価・検証方法：具体的に好奇心や探究心を働かせている場面をエピソードにより抽出

した。また，これらの能力がその後の学力に反映されているかどうか検証するため，卒園

児の標準化された学力テストの成績を平均と比較しようと考えた。 

 結果：幼児が好奇心や探究心を働かせている場面は，エピソードとして多く抽出するこ

とができ，紀要としてまとめることができた。しかし，それらがその後にどう反映される

かについての卒園児の学力テスト結果は，その収集方法が難しく行うことができなかった。 

 成果と課題：好奇心や探究心を働かせている場面を多く抽出できたことで，試行したカ

リキュラムはそれらの体験を保障できていることが示唆された。しかし，その効果につい

て検証するための，卒園児の学力テストの結果の収集についてはできなかったので，今後

どのような方法であれば収集し比較することが可能であるかを検討する必要がある。 

 

０-③自然とのかかわりを通した豊かな感動体験による感性の涵養 

 取組：本園は「森の幼稚園」として五感を通した原体験を大事にしている。原体験の必

要性と現代社会における不足は様々に指摘されて

いるところである。「子ども体験活動の実態に関す

る調査研究」報告書では，自然における原体験，

感動体験の不足により，子どもの心が育ちにくく

なっていることが指摘されている（国立青少年教

育振興機構，2010）。そこで私たちは，自然の中で

の原体験をカリキュラムに取り入れることとした。

幼児期に五感を通した原体験を保障する保育を展

開することで，センス・オブ・ワンダー（神秘さ

や不思議さに目をみはる感性）を働かせ，美しさ

一日中森で過ごす「森の日」 

大きな氷を見つけてびっくり！ 
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や不思議さ，神秘さ，雄大さ，驚きや感動など様々な感情体験を積み重ねることができる

保育を実践することとした。そのことにより，豊かな感性を涵養できると考えた。 

 評価・検証方法：具体的な場面をエピソードとして収集し，育ちを考察した。また，保

護者アンケートにより，その育ちを検証した。 

 結果：センス・オブ・ワンダーを働かせて美しさや不思議さなど様々な感情体験をして

いる場面をエピソードとして抽出することができ，紀要としてまとめることができた。保

護者アンケートにおいても，「森でセンス・オブ・ワンダーを働かせながら生き生きと遊ぶ

子どもに育っていますか」という質問に対し，97.5％の保護者が「大変そう思う」もしく

は「そう思う」と肯定的に回答した。 

 成果と課題：試行した原体験を保障するカリキュラムが，豊かな感動体験を保障してお

り，「要素０」の「豊かな感動体験による感性の涵養」に寄与している可能性が示唆された。

来年度も引き続き，本カリキュラムをブラッシュアップしながら，継続して実践すること

が求められる。 

 
０-④森での遊びを通した体力・身のこなしの向上 

 取組：自然の中には直線はないと言われるよう

に，森の中には平坦な部分はほとんどない。森の

中で遊びや活動を行うことは，斜面やでこぼこな

どがある環境で過ごすことになる。また本園は，

広島大学が所有する陣が平山を日常的にフィール

ドとして使っており，幼稚園と山頂との標高差 70
ｍを行き来している。さらに山際には，全身を使

って遊ぶことのできる綱渡りや縄ばしごなどの手

作り遊具が設置されている。そこで，これらの環

境を十分に活かすことをカリキュラムに取り入れ

ることで，遊びや活動の中で体力や身のこなしが身につくことを目指した。また，幼児期

に身につけた体力や身のこなしは，小学校以降の体力にもつながると考えた。 
 評価・検証方法：幼児の運動量の調査を行い，他園の運動量と比較することとした。ま

た，幼児期に培った能力がその後の体力に反映されているかどうか検証するために，卒園

児の新体力テストの成績を全国平均と比較した。 

 結果：久原他による学部・附属学校共同研究（未刊行）を通して，保育時間中の歩数を

調査し比較したところ，本園幼児は一般的な幼稚園の幼児よりも多く歩いたり走ったりし

ていることが示された。また，本園卒園児の体力･運動能力を小学生の新体力テストの結果

と比較したところ，小学校１年生の時点ではおおむね平均的であったが，２年生以降にな

ってから約半数の種目で平均よりも有意に高くなっていた。 

 成果と課題：以上の結果から，試行した本園の森の環境を活かしたカリキュラムの保育

全身を使った森での遊び 
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実践は，幼児期に多くの身体的活動を行うことを促しており，「要素０」の「体力・身のこ

なしの向上」に寄与していることが示唆された。また，幼児期に身についた体力や身のこ

なしは，小学校入学以降の体力･運動能力向上に寄与している可能性が示唆され，グローバ

ル人材育成の基礎としての役割を担っていることが示された。来年度も引き続き，本カリ

キュラムを継続し，具体的な調査を通して検証することが求められる。 

 

（２）要素Ⅱの獲得に向けて 
Ⅱ-①自然とかかわる遊びや活動による積極性やチャレンジ精神の育成 

 取組：現代の子どもたちは，多くのことが禁

止された状況の中におり，挑戦の機会を奪われ

ているので，本来自分のもっている能力を十分

発揮できないままの子どもも多いと言われてい

る（汐見，2001；河合，2003 など）。本園では

そのような禁止をなるべく少なくし，子どもた

ちが自然に立ち向かっていく「挑戦的な遊び」

を推奨したカリキュラムを作成し，保育実践を

行うこととした。具体的には一本橋渡りや斜面登

り，森の空中の綱渡り，おとまり保育での暗闇探

険，卒園前の少人数グループで行う山越え探険などを行うこととした。これらの実践を通

して，積極性やたくましいチャレンジ精神を育んでいきたいと考えた。 
 評価・検証方法：具体的な場面をエピソードとして収集し，育ちを考察した。また，保

護者アンケートにより，その育ちを検証した。 

 結果：リスクを求める遊びを通して，よりチャレンジしていく事例をエピソードで

とらえることができた。また，松本他による学部・附属学校共同研究における保護者

へのアンケート調査（未刊行）から，自らの子どもが本園での自然とかかわる遊びを

通して，入園前よりも積極性が増しチャレンジ精神が育ってきていると感じているこ

とが示された。 

 成果と課題：以上の結果から，試行した保育実践により，チャレンジする機会が保障さ

れ，「要素Ⅱ」の「チャレンジ精神」を育成していることが示唆された。そのことは，保護

者も実感をもって感じていることが明らかになった。来年度も引き続き，本カリキュラム

を継続するとともに，その育ちの内容を具体的に示すことが求められる。 

 

３．来年度に向けての展望と課題 

 本年度，グローバル人材に求められる資質・能力の基礎を培うための幼児期におけるカ

リキュラムを試行したところ，上記の通り，本園の考える資質や能力がおおむね育ってい

ることが示された。来年度以降も，本年度試行したカリキュラムについて，必要な部分を

道なき道を行く山越え探険 
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見直しながら継続して実践していくことが必要であろう。 
 本年度の試行において苦労したのは，目に見えない幼児の心情・意欲・態度をいかにし

て目に見える形でとらえるかであった。幼児の場合，自分自身で自己評価することは難し

い。そこで本年度も行ったように，保育者がエピソードという形で具体的に育ちをとらえ

ると共に，保護者にアンケートを行ったり，数値化できる調査を取り入れることを通して，

説得力のある育ちの根拠を示すことが必要であろう。本年度行うことができなかった学力

テストの追跡調査については，可能な方法を検討することが求められる。 
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Ⅱ．グローバル化社会に対応するための人材育成に関する取組 
 

広島大学附属小学校 

 

１．グローバル化社会に求められる各教科で育成すべき資質・能力について 

（１）グローバル化の規定と，各教科で取り組む必要性について 

前年度までの取組で，本校ではグローバル化の規定と，それに対するために必要となる資質・

能力について，限られた教科ではあるが，実践を踏まえて明らかにすることができた。しかし，

後に示すグローバル化の規定にあるように，グローバル化というのは極めて広範囲にわたる多

様な社会の変化であるといえる。そのような社会の変化に対応していくためには，多様な教科

でもって，学校教育全体で取り組む必要があると考えた。そこで，本年度では，この取組を本

校の各教科に広げ，グローバル化社会に求められる各教科で育成すべき資質・能力について明

らかにし，それらの育成を図るための授業の具体を提案していくことを目的とした。 

 まずは，本校の規定する「グローバル化」については，前年度までの研究で次のように

明らかになっている(1)。 
情報通信技術の進展，交通手段の発達による移動の容易化，市場の国際的な開放等により，

人，物，情報の国際的移動が活性化して，様々な分野で「国境」の意義があいまいになる

ことで，カリキュラムの目的論，内容論，方法論にも大きな影響を及ぼし得る，共生と競

争の両方が求められる社会の多面的な変化。 
 このような社会の変化に対して，各教科でどのよ

うな資質・能力を育成していかないといけないの

であろうか。本校での各教科の取組により，右の表

に示すことが明らかになった。ここに示すように，

本校では，学校全体の取組を通して，多様な資質・

能力を育成しようとしている。これらの資質・能力

を，「各附属・学校園における特色ある取組と「グロ

ーバル人材育成」への対応表に照らし合わせて考え

ると，本校の取組は，主に要素Ⅰの「語学，コミュ

ニケーション」，要素Ⅲの「異文化理解，アイデンティティ」，その他の要素の「問題解決能力，

批判的思考」に対応しているといえるのではないだろうか。要素Ⅰについては，国語科や英語

科が担っている部分であると考える。また，コミュニケーションに必要な他者理解という点に

ついては，体育科も関わっている部分である。そして，要素Ⅲについては，アイデンティティ

を含めた読書リテラシーを育成しようとしている国語科や，造形科が該当する。そして，その

他の要素については，問題解決能力を含めた算数科の取組やそれを社会事象に当てはめて子ど

もに考えさせていく社会科，自然事象に当てはめて考えさせていく理科が該当すると考える。

それでは，各教科が育成しようとしている資質・能力の詳細は一体いかなるものなのであろう

か。次にその概要について述べていきたい。 
（２）国語科 ― 読書リテラシーの育成 ― 

 グローバル化社会を生き抜くために国語科が育成すべき力として，自らの考えを筋道立てて

分かりやすく表現することのできる力，他者との差異を認めグローバルなコミュニケーション

ができるようになるための自己のアイデンティティの確立，多角的にものの見方・考え方をひ

ろげていくことを明らかにした。これらの育成に大きな役割を果たすのが読書である。そこで

先行研究をもとに，学習指導要領の「読むこと」の目標との関係を視野に入れ，読書リテラシ

各教科 育成すべき資質・能力 
国語科 読書リテラシー 
社会科 社会形成力 
算数科 数学的な考え方 
理科 科学的リテラシー 

造形科 創造的想像力 
体育科 他者理解の力 
英語科 コミュニケーション能力 
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ー，つまり読書能力の育成を目指した指導のあり方について研究した。 

（３）社会科 ― 社会形成力の育成 ― 

 今年度より，第 1 学年から社会科の授業を実施し，子どもたちへの社会形成力の育成を目指

している。社会形成力については，先行研究に基づき，「社会の形成要因を追究し，その形成

要因にもとづいて，よりよい社会を構想していく力」と規定している。このような規定のもと

で，グローバル化社会に生き抜く子どもを育成するための社会科の指導のあり方について研究

した。 

（４）算数科 ― 数学的な考え方の育成 ― 

 子どもたちは将来，グローバル化社会の中で，異なる文化や価値観，経験をもつ人々とも信

頼関係を築き，かかわり合いながら生きていくことになる。そして，算数的知識は社会的に創

り上げていくものであるという考えのもとで，算数的知識を社会的に創る過程を大切にした授

業づくりを中核にすえて取り組んでいく。特に，問題解決的な学習の集団解決に着目し，集団

解決の機能（公表→検討・修正→合意）を充実させることで数学的な考え方の育成をめざす指

導のあり方について研究した。 

（５）理科 ― 科学的リテラシーの育成 ― 

 今年度より，第 1 学年から理科の授業を実施し，グローバル化社会において必要となる科学

的リテラシーの育成を目指している。科学的リテラシーについては，PISA の「自然界及び人間

の活動によって起こる自然界の変化について理解し，意思決定するために，科学的知識を使用

し，課題を明確にし，証拠に基づく結論を導き出す能力」という規定に沿っている。このよう

な規定のもとで，グローバル化社会に生き抜く子どもを育成するための理科の指導のあり方に

ついて研究した。 

（６）造形科 ― 創造的想像力の育成 ― 

  造形科としてグローバル化社会に寄与できる部分を自分とは異質な他者のみかた，感じ方，

表し方の違いを受け入れ，認めることのできる資質を育てることととらえている。そして，造

形科における表現と鑑賞の活動は他者理解と自己理解を同時に促し育むことのできる活動であ

り，他者理解と自己理解につながる創造的想像力の育成を目指し，その指導のあり方について

研究した。 

（７）体育科 ― 他者理解の力の育成 ― 

 グローバル化とは「共生と競争の両方が求められる社会の多面的変化」である。そして，多

様な個人が存在している。体育科においても，各学級において「できる」の段階は多様である

といえる。このような集団の中で，ルールづくりを視点とした実践を行い，だれもが楽しみな

がら競い合うためのルールづくりを通して他者理解の力を高めていくための指導のあり方につ

いて研究した。 

（８）英語科 ― コミュニケーション能力の育成 ― 

 昨年度より，第 1 学年から英語を教科の授業として設定し，コミュニケーション能力の育成

を目指している。その中で低学年，中学年，高学年と系統性を確保し，実践を行っている。各

学年の取組においては，英語を話すことや聞くことだけでなく，読むことや書くことについて

も取り組んでおり，中学校，高等学校の英語学習をさせる基盤を作ることを重視している。そ

のような指導のあり方について研究した。 
（９）目指す児童像について 
 本校では各教科におけるこのような資質・能力の育成を通して，グローバル化社会に対応す

るための人材育成に取り組んできた。そして，このような取組を通して見えてくる小学校段階

で目指す児童像についてまとめると，次の 3 点が浮かび上がってくる。 
○資質・能力を身に付けるための基盤となる知識や技能を習得する児童 
○学びを通して身につけた資質・能力を必要な文脈に応じて使い分ける児童。 
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 ○自他の違いを把握し，異質さの大きな他者との関わり合いの中でも他者理解ができる児童。 
 教科の固有性から導き出される資質・能力を獲得するためには，基盤となる知識や技能は必

要であろう。そして，獲得された資質・能力は，必要な文脈に応じて使いこなされないと，活

性化した社会の人・物・情報の変化に対応できないのではないだろうか。そして，他者との共

生や，国際競争を生き抜いていくためには，自他の違いを踏まえた上で，様々な他者と関わる

ことができることが重要であると考える。以下，一つ一つについて，解説を加える。 
 「○資質・能力を身に付けるための基盤となる知識や技能を習得する児童」は，グローバル

化に対応する人材のベースとなる部分であり，知識・理解や資質・能力を身につけることの重

要性が含まれる。これは各教科での教科固有の知識や，各教科の固有性から導き出される資質・

能力の獲得にあたる部分と考える。 
 「○学びを通して身につけた資質・能力を必要な文脈に応じて使い分ける児童」は，グロー

バル化に対応する人材育成において，必要に応じて能力を使い分けることの重要性を示してい

る。特に，社会事象を取り扱う社会科や，環境問題を自然事象において取り扱う理科において

は，このような児童を育成することにつながる教科だと考える。 
 「○自他の違いを把握し，異質さの大きな他者との関わり合いの中でも他者理解ができる児

童」は，他者とのかかわりに注目した部分である。ここでの「他者」とは，直接的に相対する

他者ももちろんであるが，例えば造形科において，絵画を通して触れ合うことのできる「作者」

もまたここでの「他者」には含まれるものとする。このように他者をとらえるのであれば，そ

のような他者，しかも，きわめて異質さの大きな他者との触れ合いを自らの学びに変えていく

というのは重要であると考える。 
 以上のように各教科の育成すべき取組を踏まえ，3 つの児童像を設定した。これらの子ども

像と各教科の関連について案ではあるが示すと以下の表のようになると考えている。 
 国語科 社会科 算数科 理科 造形科 体育科 英語科 
○資質・能力を～ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ 
○学びを通して～ ○ ◎ ○ ◎    
○自他の違いを～     ◎ ◎ ◎ 

本稿では次に，これらの実践について，その具体を述べていくこととする。その際，これら

の中でも特に新しいと考えられる社会科，理科，英語科の 3 点に絞って述べていくこととする。 
 

２．小学校６年間を見通した英語科の実践（要素Ⅰに関する取組） 

（１）中・高卒業段階で求められる英語力 

まず初めに，現行の学習指導要領に基づいて，中・高卒業段階において，生徒に求められる

英語力はどの程度のものであろうか。「国際共通語としての英語力向上のための５つの提言と

具体的施策」（2011）では，以下の通りとなっている(2)。 

【中学校卒業段階】 

初歩的な英語を聞いたり読んだりして話し手の意向などを理解したり，初歩的な英語

を用いて自分の考えなどを話したり書いたりすることができる。（英検であれば３級

程度以上） 

【高等学校卒業段階】 

英語を通じて，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりすることができる。

（英検であれば準２級～２級程度以上） 

ところが「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」（2013 年 12 月 13 日文部科学省
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発表）(3)では，「初等中等教育段階からグローバル化に対応した教育環境づくりを進めるため，

小学校における英語教育の拡充強化，中・高等学校における英語教育の高度化など，小・中・

高等学校を通じた英語教育全体の抜本的充実を図る」としている（下線，筆者。以下同じ）。

また，「2020 年（平成 32 年）の東京オリンピック・パラリンピックを見据え，新たな英語教

育が本格展開できるように，本計画に基づき体制整備等を含め 2014 年度から逐次改革を推進す

る」となっている。具体的には，グローバル化に対応した新たな英語教育（以下，「新たな英

語教育」）の目標・内容等（案）の中で，目標について以下のように述べられている。 

【中学校】 
身近な事柄を中心に，コミュニケーションを図ることができる能力を養う。 
CEFR  A1～A2 程度（英検３級～準２級程度等） 

【高等学校】 
英語を通じて情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニ 

ケーション能力を養う。 

CEFR  B1～B2 程度（英検２級～準１級，TOEFL iBT57 点程度以上等） 

 以上のように，中・高の卒業段階で達成される英語力の目標が一段階上がった（前倒しされ

た）のである。さらに，「新たな英語教育」の目標・内容等（案）では，以下の点も述べられ

ている(4)。 

○生徒の英語力の検証 
・外部検定試験を活用し，各学校段階における生徒の客観的英語力を検証すると 

ともに，指導改善に活用。 
・大学入試においても４技能を測定可能な英検，TOEFL 等の資格・検定試験等の活用の普及・

拡大。 
○小・中・高等学校を通じて目標・取り扱う内容・評価を改善 
・「英語を用いて何ができるようになるか」という観点から目標を具体化し，小 

中高を通じて一貫した学習到達目標を設定。 
・言語活動の内容（聞き取り，多読，速読，作文，発表，討論等）や量を増加。 
・「英語を用いて～することができる」という形式による目標設定（CAN-DO リ 

スト）に対応する形で４技能を評価。 
・我が国や郷土の伝統や文化について英語で伝えるという視点を含める。 

 小・中・高の各段階を通じて英語教育を充実し，生徒の英語力を向上させ，外部検定試験を

活用して生徒の英語力を検証するとともに，大学入試においても４技能を測定可能な英検，

TOEFL 等の資格・検定試験等の活用の普及・拡大を図るというものである。そこで，目標に

TOEFL iBT の点が明記されたものと考えられる。 
また，小・中・高を通じて一貫した，CAN-DO リストの形式での学習到達目標設定をして，

それに対応する形で４技能を評価するという方法が示された。そのために，先ほどの「新たな

英語教育」の目標（案）の中に，CEFR という指標が登場したのである。CEFR とは，the Common 
European Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessment（学習，教授，評価

のためのヨーロッパ言語共通参照枠）の略称で，欧州評議会 (Council of Europe) が 2001 年に

公表した言語能力の到達度指標である。英語に限らず，外国語に関する言語能力を A（基礎段

階の言語使用者），B（自立した言語使用者），C（熟達した言語使用者）の３つのレベルに大

きく分け，それをさらに，A1・A2，B1・B2，C1・C2 の合計６段階のレベルに分けて表してい

る。そして，レベルごとに，「その言語を用いて具体的に何ができるか」ということが‘can do’ 
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descriptor（能力記述子）によって文で示されている。 
（２）小学校における英語教育 

 ここまで，中・高卒業段階において，生徒に求められる英語力を見てきたが，それを踏

まえて，小学校において，児童に求められる英語力とはどの程度のものであろうか。まず

は，現行の学習指導要領の外国語活動の目標は以下の通りである(5)。 

外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，積極的にコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度の育成を図り，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませなが

ら，コミュニケーション能力の素地を養う。 

 現行の学習指導要領では，外国語活動は５，６年生に週１コマ行うことになっている。

ところが，上記の「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」（2013）では，「新

たな英語教育」の在り方として，以下のことが挙げられている。 

○小学校中学年：活動型・週１～２コマ程度 

・コミュニケーション能力の素地を養う。 

・学級担任を中心に指導。 

○小学校高学年：教科型・週３コマ程度（「モジュール授業」も活用） 

・初歩的な英語の運用能力を養う。 

・英語指導力を備えた学級担任に加えて専科教員の積極的活用。 

 「コミュニケーション能力の素地」という言葉は，上記の通り，小学校高学年向けの

外国語活動の目標に書かれており，「初歩的な英語」という言葉は，現行の中学校学習

指導要領の英語等の目標に書かれている。すなわち，小学校の英語教育も中・高と同様

に一段階上がった（前倒しされた）のである。というよりは，小学校の英語教育の高度

化に伴って，中・高の英語教育も高度化されたと言うべきである。さらに，「新たな英

語教育」の目標・内容等（案）の中で，目標について以下のように述べられている。 
【小学校中学年】 

英語を用いてコミュニケーションを図る楽しさを体験することでコミュニケーション能

力の素地を養う。 
【小学校高学年】 
読むことや書くことを含めた初歩的な英語の運用能力を養う。 
 「読むこと」や「書くこと」では，英語教育の在り方に関する有識者会議「今後の英

語教育の改善・充実方策について 報告」（2014 年 10 月 17 日文部科学省公表）(6)の中

でも，「高学年では（中略）積極的に「読む」「書く」の態度の育成を含めたコミュニケ

ーション能力の基礎を養う」とある。 

（３） 広島大学附属小学校における英語教育 

そこで，広島大学附属小学校ではどうかと言うと，「グローバル人材」を育成するため

に，平成 25 年度より英語を教科として第一学年から導入し，授業実践を重ねてきた。

本年度はその第２年目である。英語科の目標は以下の通りである。 

≪広島大学附属小学校 英語科目標≫ 
英語を通じて，ことばや文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろう

とする態度の育成を図り，英語コミュニケーション能力の基盤を養う。 

現行の外国語活動の目標は，上記の通り，コミュニケーション能力の「素地」を養う

ことであるが，広島大学附属小学校英語科においては，中・高での英語学習を支える基
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盤を作ることを意識して指導を行っている。そのため，学年が上がるに従って，「活動型」

から「学習」を意識した授業へと実践を変化させている。 
さらに，昨年度，英語科の創設に際して，CEFR-J（CEFR に準拠した日本の英語教

育における英語能力到達度指標）との関連を持たせた「CAN-DO リスト」を附属中・高

との共同研究で作成し，１～６年生までのカリキュラムを，児童の発達段階を考慮して

考案した。CEFR-J は，日本人の大半が A レベルと言われる中，A1 の下に Pre-A を置

き，A1 を A1.1～A1.3 の３つに，A2～B2 までは各レベルを２つにそれぞれレベル分け

したもので，広島大学附属小学校では，６年間を通して A1.3 レベルを目指している（今

後，さらにレベルを上げていくことも検討している）。 
本校における英語科の概要については，次のような時数と指導体制で実践を行った。 

表１ 各学年の指導時間・指導形態・学習場所 
学年 時間数 指導形態 場所 

１・２年生 
週２時間 

（年 70 時間） 

英語専科教員と ALT と

の TT 

各教室・特別教室１（英語ル

ーム）での指導 

３～６年生 
週２時間 

（年 70 時間） 

英語科専科教員による単

独授業，ALT と担任等と

の TT 

各教室での指導 

英語科の目標に基づき，本校英語科では，児童の発達段階を考慮して，低・中・高学

年の目標を表２のように設定した。 
表２ 《本校英語科の低・中・高学年各段階の目標》 

 コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
表現の能力 理解の能力 

言語や文化についての 

知識・理解 

低 

英語を用いて

積極的にコミ

ュニケーショ

ンを図る。 

自分や身の回りのも

のについて英語で話

すことができる。 

自分や身の回りのも

のについて英語で理

解することができ

る。 

自分や身の回りのも

のについての初歩的

な英語の単語や表現

を理解する。 

中 

地域や郷土について

英語で表現すること

ができる。 

地域や郷土について

英語で理解すること

ができる。 

英語の綴りや発音・

イントネーションな

どを理解する。 

高 

社会や世界について

英語で表現すること

ができる。 

社会や世界について

英語で理解すること

ができる。 

言葉の決まりや，異

なる文化について理

解する。 

  低・中・高学年の各段階での言語材料の積み上げは図１のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 低・中・高学年の積み上げ 
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  本校では，文部科学省から研究開発学校の指定を受けて，全教科で，教科の特性を活

かした形で「グローバル人材」の育成のための取り組みを行っている。グローバル社会

に対応する人材の姿については以下のように考えている。 

 (1) 国や地域が違う人たちと共通の言語で語り合える姿 
(2) 物事の道理にそって考え，表現している姿 
(3) 相手と自分との差異を把握しようとし続ける姿・差異を把握している姿 
(4) 予想外の出来事にも対応できる姿 

  この４つの姿のうち，英語科としては，とりわけ(1)に関する取り組みを行っており，

コミュニケーション能力の育成を目指してい

る。 
  実践例としては，中学年では，低学年で慣

れ親しんだ語彙・表現をスパイラルに扱い，

その定着を図っている。フォニックスの学習

も取り入れ，徐々に「読むこと」（語レベル）

の学習も導入しており，児童の負担を考慮し

ながら，「書くこと」（語レベル）の学習

も取り入れている。４年生は，後期からフ

ォニックスを意識した，初歩的な文レベルの

「読むこと」の学習も開始している。  
  高学年では，「読むこと」や「書くこと」

の比重を増やし，児童の負担を考慮しなが

ら，４技能を統合した授業を行っている。

「読むこと」においては，Oxford Reading 
Tree (ORT) の Stage One と Two を読む学習

を導入している。「書くこと」においては，

これまでに学習した表現（ORT を含む）を

用いて日記を書いたり，Christmas letter を書いて，米国 Austinburg Elementary School
との交流を行ったりした。 

 

３．小学校６年間を見通した社会科（その他の要素） 

なぜ，今，「グローバル化社会を生き抜く子どもを育てる」ために，低学年から社会科をスタ

ートするのか。端的に言えば,次の二点の考えに基づいている。 

一点目は,グローバル社会に対応するために,より一層社会形成力を充実していく必要がある

からである。二点目は，現在と生活科を導入した時とでは時代背景が異なるからである。 

 このような考えのもとで，実践事例として，第 1 学年の社会科の概要について述べていくこ

ととする。 

（１）生活科で学習する公園の特徴 

 生活科の目標の一つに，「主に自分と人や社会とのかかわりに関すること」がある。学習指導

要領には次のように記されている。 

（１）自分と身近な人々及び地域の様々な場所，公共物などとのかかわりに関心をもち，地域の

よさに気付き，愛着をもつことができるようにするとともに，集団や社会の一員として自分の役

割や行動の仕方について考え，安全で適切な行動ができるようにする。 

 生活科では，自分を中心として，「身近な人々及び地域の様々な場所，公共物などとのかかわ
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り」に関心をもたせ，地域のよさに気付かせていく。身近な公共物として地域にある公園が取

り扱われた場合，生活科では春，夏，秋，冬と４回と繰り返して公園に行くことにより，子ど

もの気付きを深めることを試みている。 

 では，何を気付かせることをねらいとしているのか。学習対象・学習活動等が「公共物や公

共施設を利用する」の場合の，「思考・認識等」「能力・態度等」の内容を，同じく学習指導要

領から記す。 

【思考・認識等】 

 身の回りにはみんなで使うものがあることやそれを支えている人々がいることなどが分かる。 

【能力・態度等】 

 それらを大切にし，安全に気を付けて正しく利用することができる。 

 これらの内容から，生活科の公園学習は次の特徴がある。それは，「公園はみんなが使うもの

であること」「公園を支えている人々がいること」の認識である。また，「公園を大切にし，安

全に気を付けて正しく利用する」能力や態度を養うという特徴である。 

（２）低学年社会科（1989 年以前）で学習する公園の特徴 

 生活科以前の低学年社会科では，公園をどのように学習していたのか。『小学校指導書社会編

』（文部省，大阪書籍，1980）によると，次のような記述がある。 

 ここで，「学校や公園にある」と示しているのは，学校や公園に備え付けられているものであ

ることを指している。そして，その「道具や施設を人々が共用している」という場合の人々とは

学校であれば，児童を指すことになるが，公園その他の場合では，幼児，児童，生徒などを含め

て考えることができるであろう。ここでのねらいは，人々がこのような道具や施設を共用してい

ることに気付かせることにある。 

公園は，公共施設であり，公園内の遊具や道具は，公共物であるという認識をしていくこと

をめざしている。生活科では，「みんなで」という表現だったものが，自分自身を含めた児童や

，幼児，生徒などと例示がされていた。つまり，生活科の公園を用いた学習と，低学年社会科

の公園学習はめざす認識が共通していた。次の低学年社会科の記述も，生活科の「公園を支え

ている人々がいる」と共通している。 

また，これらの道具や施設の世話をしている人々がいることにも気付かせることが大切である。 

 これらのことを踏まえて，公園の花壇を整備したり，公園を掃除したりしている地域の人に

着目した実践も行われている。このような実践では，地域の人による花壇整備，公園掃除とい

う事実より，「わたしたちのために，誰かがお世話してくれ

ている」という，社会的な見方や考え方を育ててきていた。 

 このような生活科や低学年社会科（1989 年以前）の公園

学習の特徴を踏まえて，本研究における低学年社会科の公

園学習は次の 3 点に留意する。1 点目は，生活科や低学年社

会科に共通していた，共用や支えている人々（世話をして

いる人々）を踏まえるということ。しかし，これだけでは，

グローバル社会に対応した公園学習とはいえない。それは，

グローバル社会にともない，社会状況も変化し，公園の施

設や遊具が変わったためである。そのため，2 点目として，

社会的状況の変化による，公園の変化に留意する。例えば，

水飲み場の形状。写真のように，小さい子どもが使いやす

い位置にあったり，お年寄りが使いやすいように手す

りがついていたりする。また，車いすでも使いやすい

ようなスペースが設けられている。車いすでも使いや

すいものとして，多目的トイレを備えている公園も多

（写真：ユニバーサルデザインの水飲み場） 
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い。写真のように，砂場の形状にも，車いすに配慮されている公園がある。 

 3 点目は，グローバル社会への対応を考慮することである。本校のグローバル化は，「社会の

多面的な変化」が生じるととらえている。公園における多面的な変化とは，「公園はみんなが使

うもの」の「みんな」がより，幅広くなってきているとい

うことである。この「みんな」は誰を指しているのか。上

記の例でいえば，幼児，子ども，大人，お年寄りとすべて

の人である。特定の人が入りにくいような公園ではなく，

できるだけ，どんな人でも入りやすいような公園も設けら

れている。より幅広くなので，車いすの人，外国の人とい

った人々も含まれる。「みんな」の幅の変化により，公園内

の配慮も幅広くされてきているのである。なお，子ども，

大人，お年寄りなど，人によって公園を利用する目的は異

なる。このような公園を利用する目的について追究してい

くことにより，社会を形成している要因について認識させ，

子どもたちの公園に対する見方を広めていきたい。 

（２）公園の教材化 

子どもたちにとって，公園はどんな場所なのか。子どもたちの答えとしては，「遊ぶところ」

「休憩するところ」という答えが多い。「遊ぶところ」「休憩するところ」は，普段の生活の中

で，子どもたちがどのように公園を利用しているかをよく象徴している。しかし，公園を利用

する目的は多々ある。また，公園の種類によって，公園を利用する目的も様々である。 

 街区公園や近隣公園と子どもたちが，普段よく利用するものもあれば，車で出かけて家族で

利用するような公園もある。利用する目的が異なれば，利用する人々も異なる。そのため，公

園は，多様な見方を育成する教材となりうる。 

なお，実践で教材化した公園は千田公園である。一つ目の理由として，千田公園が休息，鑑

賞，散歩，遊戯，運動等総合的な利用を想定した総合公園のためである。公園は，「遊ぶところ」

「休憩するところ」というイメージがある子どもは，公園の利用目的について見方を広げるこ

とができる。そして，どんな人が，「鑑賞，散歩，運動」といった目的で千田公園を利用するの

か，見方を広げることができる。 

また，千田公園には，スロープと，多目的トイレを備えている。本校の近くで，スロープを

備えている公園は，千田公園と広島平和記念公園である。街区公園や近隣公園でスロープはな

かなか備えられていないという現状である。スロープに着目することにより，誰の利用を想定

してスロープがつけられているのか考えるきっかけとなる。 

多目的トイレは，学校近隣のいくつかの公園にもよく見られる。しかし，千田公園の多目的

トイレの特徴は，小さい子ども用の便座があるということである。また，千田公園の水飲み場

の形状は，車いすの人や小さい子どもでも使いやすい形状となっている。千田公園は，どんな

人が利用しやすいように考えられている公園なのかについて追究していく学習において，適し

ている公園である。 

（３）「こうえんは だれのもの?」の開発と実践 

 第 1 学年「こうえんは だれのもの?」を次のように開発し，実践した。 

①単元の指導目標 

○ 公園は，多目的トイレや水飲み場，広い通路といった体が不自由な人でも使いやす

いように配慮していることを，写真や資料を比較して考えることができる。 

 

 

 

②単元計画（１１時間完了） 

（写真：車いすでも利用できる砂場） 
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時 おもな問い 目 標 教材・教具 

1 

・

2 

・公園で遊ぶルールを決め

よう。 

 

○「なぜ，○○してはいけ

ません」なのだろうか。 

・遊具やベンチ，トイレなどを，自分たち以外の人が使って

いることを想定し，順番を守る，さわがないといった行為

が大切であることに気付くことができる。 

・自分たちで決めたルールについて，再度吟味することがで

きる。 

・公園のイラ

スト 

・遊具の写真 

・ベンチやト

イレの写真 

3 

○公園には，どんな工夫が

されているのかな。 

・「公園はみんなのもの」の「みんな」とは，自分たちだけ

でなく，幼児，大人，お年寄りなど，いろいろな人を指し

ていることに気付くことができる。 

・多目的トイ

レの写真 

4 

～

7 

・千田公園へ行こう 

 

○誰もが使いやすい工夫

があるかな。 

・多目的トイレにおける車いすのピクトグラムに着目し，多

目的トイレの特徴を知ることができる。 

・水飲み場の高低差に着目し，何のために高い水飲み場，低

い水飲み場があるのか考えることができる。 

・トイレに，「清掃チェックシート」がついていることから，

トイレを掃除してくれている人がいることを知ることが

できる。 

 

8 

○千田公園で，子どもにと

って使いやすい遊具や

施設は何かな。 

○誰もが使いやすい公園

になるために必要なこ

とは何かな。 

・遊具や施設の位置から，千田公園は，子どもが使いやすい

区域と，大人が使いやすい区域に分かれていることを知る

ことができる。 

・車いすユーザー，妊婦，お年寄り，日本語がわからない外

国人といった，誰もが使いやすい公園になるためには，何

が千田公園に必要か考えることができる。 

・千田公園内

の遊具，施

設カード 

・人物画（フ

ラッシュカ

ード） 

9 

○お年寄りの人が過ごし

やすい公園を考えよう。 

・お年寄りの人が千田公園で過ごしやすくするためには，ベ

ンチやトイレがどうあるべきか考えることができる。 

・お年寄りと子どもが，千田公園で一緒に過ごすためのアイ

デアを考えることができる。 

・千田公園内

地図 

・トイレ，ベ

ンチのカー

ド 

1

0 

○公園のベンチやトイレ

は，なぜ形が変わってき

たのだろうか。 

・トイレやベンチ，水飲み場のそれぞれ 3 枚のカードを，古

いものから順に並びかえることができる。 

・トイレやベンチ，水飲み場は，新しくなるにつれ，誰もが

使いやすくなるよう改善されてきたことを知ることがで

きる。 

・トイレ，ベ

ンチ，水飲

み場のカー

ド 

1

1 

○千田公園は，どんな人た

ちが，何をするために利

用いしているのだろう

か。 

・千田公園での活動を振り返り，千田公園は自分たちにとっ

て，遊ぶことや休憩することを主な目的にすると理解する

ことができる。 

・千田公園は，自分たちだけでなく，小さな子どもや大人，

お年寄りや，車いすの人たちにとっても過ごしやすい個所

があることを，説明することができる。 

・千田公園内

の遊具，施

設カード 

 

（３）本単元の実践と子どもの反応 

この授業は，グローバル社会だからこそ，低学年社

会科で社会的な見方や考え方を育てていくことをねら

い開発した。公園は，多目的トイレや水飲み場，広い

通路といった体が不自由な人でも使いやすいように配

慮していることを，写真や資料を比較して考えていく

（写真：健康遊具は誰のため?） 
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学習を行った。この学習活動を通して，公園が体

の不自由な人だけでなく，お年寄りや，小さい子

どものために工夫されていることを認識させてい

くことを目標とした。このような社会的な見方や

考え方が，子どもたちにどのように身についてい

ったのかについて分析を行った。 

第 1 時から第 3 時では，「公園はみんなのもの」

の「みんな」が，誰のことを指すのかについて考

えた。今までの公園を利用した経験より，自分た

ちより小さい子どもや，大人，お年寄りといった

人たちに着目することができた。また車いす

ユーザーや妊婦，外国人の存在にも気付き，

より多面的に公園について考察していく視

点を設けることができた。次に，第 4 時から第 7 時では，実際に公園の見学を行った。車いす

ユーザーの視点で，多目的トイレを考察したり，お年寄りや小さい子どもの視点で水飲み場を

使用したりした。また，公園内が子どもと自分より小さい子どもが遊ぶゾーンが分かれている

こと，大人がスポーツをするゾーンが分かれていることについて，理解を深めることができた。

第 8 時から第 11 時では特にお年寄りに焦点を当てることで，ベンチの形状やトイレ，水飲み場

の形について考察をしていった。ベンチやトイレがどのような形状をしていると，お年寄りに

とって使いやすい公園となるのかという見方を広めていくことができた。 

 以上，グローバル社会に対応した授業づくりを行うことで，様々な人の視点から公園につい

て考察を深めることができたことから，社会形成力を育成する授業構成の在り方を示すことが

できた。しかし，子どもの一人一人異なる意見を，十分に交流し，他者理解をする場面を位置

付けられなかったことから子どもの他者理解をする手立てについて検討していきたい。 

 

４．小学校６年間を見通した理科（その他の要素） 

 まずは，先に述べた本論における大きな一つの問いである，なぜ今，「グローバル化社会を

生き抜く子どもを育てる」ために，低学年から理科をスタートさせるのかという問題について

考えていきたい。端的に言えば，次のような考えに基づいている。 
グローバル化社会を生き抜くためには，科学的リテラシーは重要な能力の一つである。そして，

その育成は，小学校段階では理科によって行われる。低学年理科において，発達段階の特性を考

慮し，自然の特徴を全体的，直覚的にとらえる観察・実験活動を充実させることで，小学校 6
年間の一貫性のある理科の視座から低学年の 2 年間を位置づけ，小学校理科の指導をなお一層

充実させるという理由から，低学年理科を実践する。 
 このような考えのもとで，第 1 学年の実践について述べていく。 
（１）第１学年「いし」の実践について 

ここでは，問題解決の過程を踏まえた第 1 学年「石」の実践事例を論じていく。しかし，そ

の際低学年であることの実態を考慮すると，やはり体験活動の重要性は無視できない。この理

科における体験活動については，野上が，その活動を理科の指導目標達成のみならず，自主的，

主体的なものに構成し，児童相互に積極的に作用させあうことによって，児童の個性の伸長に

つながっていくものにしていくべきという指摘を行っている(7)。実践では，これを大切な視点

としつつ，ここまで述べてきた問題解決の場面につながるようにしていきたいと考えた。 

①本単元の学習での体験活動①「石さがし」 

 本単元において，まずは，「石さがし」を行った。具体的には，ただ単に学校の敷地内にあ

る石を探すという活動ではあるが，その際に，「自分の石」と「みんなの石」とに分けるよう

（写真：お年寄りが公園で使いやすいトイレは?） 
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に伝えた。特に自分の石については，自分が集めた石の中から好きな石 1 つを自分の石とする

ように指示し，なぜその石を自分の石としたのかをこれまで理科で学習してきた観察をすると

きの視点である色・形・大きさという視点から自分の言葉で言えることを大切にした。子ども

たちは石をえらび，「恐竜の爪みたい」といったことや，「たまごみたい」といった，形を比

喩的に言葉で表す児童もいた。 

そして，自分の石については，大切に保管をするようにした。また，拾った石で，自分の石

でないものはみんなの石とし，石置き場を作って，そこに集めるようにした。 

②本単元の学習での体験活動②「にている石さがし」 

 そして，次は自分の石と似ている石を探し，どれくらい似ているかを比べ合う活動を行った。

この活動の際にも，これまでの理科で学習した観察の視点である色・形・大きさがそれぞれ似

ているかどうかについてを評価するように伝えた。子どもたちは，「色が似ている石」を探し

たり，「色と大きさが似ている石」を探してきたり，「色も形も大きさも似ている石」を探し

てきたりすることを通して，石についての興味も膨らんでいった様子であった。 
③本単元の学習での体験活動③「石つみ」 

 そして，次の体験活動では，「石つみ」を行った。これは単純に石を積み上げていく活動で

ある。ただし，児童に何の指示も与えずに石つみをさせる

ことは，無目的かつ，活動にのみ終始してしまうと考えた

ので，条件を与えて，その条件のもとで，石つみを行うこ

ととした。その条件とは，「土台の石は 1 つだけ」という

条件である。土台を 1 つにすることで，子どもたちは，土

台の石えらびを慎重に行う。その際には，形や大きさとい

った視点が非常に重要になる。また，その土台の石が決ま

ったら，今度は，上に石をつみあげていくのだが，その際

には，やはりバランスがとれ，なおかつ積み上げやすいとい

う条件を考慮しながら形や大きさがちがう石を積まないとい

けない。子どもたちは石を高く積むことを楽しみつつ，石の

いろいろな形や大きさなどに考えを巡らせていた。中には，

石の形を変えようと，地面を使って，石を削っている児童も

いた。そして，一通り，石積が終わったところで，やはり，

これまでで学習してきた「色・形・大きさ」の中で積み上げ

る石をえらぶ際には何に気をつけたのかを確認すると，「形

と大きさ」という声が返ってきた。逆に「高く積むのに，色は関係ない」という声もあった。

このように，石を通して，その色や形や大きさが様々であることを学ぶだけでなく，観察の大

切な視点である色，形，大きさについても常に意識させて指導を行っていった。 

 ここまでの活動を通して，子どもたちは石について，その色や形や大きさが様々であるとい

うことだけでなく，活動を通して石に対して興味を膨らませていくことができた。そして，こ

こで学習を終わらせるのではなく，ここまでの学習を踏まえて，問題解決の場面を設定するこ

ととした。その実践について以下に説明する。 
④問題解決の場面 

次頁の写真が，問題解決の場面の板書である。このように，理科の問題解決の過程に沿って，

授業を進めた。 

－ 22－



まずは，問題の場面であるが，この場面については，子どもたちがこれまで石をたくさん観

察してきたが，それらはすべて目に見えるところを観察していることを声掛けをした。まだ石

の見ていないところがあるという声掛けをしたところ，石の中のことに気付いた。そこで，石

の中にはなにがあるかという問題を子どもたちに問いかけると，子どもたちは自分の考えを

口々に言っていたそこで，本時で重要なのは，問題解

決の過程に沿うことなので，自分たちが言った問題に

対する答えに相当するものを予想とよぶことを伝え

た。そして，その予想について根拠や詳しい考えを聞

いていき，どんな実験をすればよいかを問うと，わる

という実験を考えることができた。つまり，それぞれ

の問題解決の過程を丁寧に追いながら授業を進めてい

くことを心掛けた。そして，実際に石を割ってみると，

中からは何も出てこず，ただ，小さな石が出てくるだ

けだった。そこで，何があったか？と聞くと，石があったというだけであった。そして，そう

やって実験をしてみて，自分たちが見たことや聞いたことを結果とよぶことをこちらから教え

た。そして，結果からは，石の中には小さな石が入っていたということから，石は小さな粒か

らできているということを子どもたちにつかませていった。子どもたちが石は小さな粒ででき

ているということを本当に理解できているかどうかについては検証の必要があるが，問題解決

の過程の定着については，このように継続していくことで身に付けさせていきたい。 

また，本実践では，十分な体験活動を行ったために，このような問題解決の場面を設定でき

たのではないかと考える。つまり，子どもたちが活動を通して石に対して十分に興味・関心を

もつことができ，なお且つ，石にたくさん触れ，その色や形，大きさを見るという経験を多く

したことによって，石について問題解決をはかることができた。このように低学年であっても，

体験活動を十分にした後であれば，問題解決の能力を育成するための授業は可能であることが

この実践から得られた知見である。 

ここまでで，なぜ，低学年から理科をスタートするのか。また，本年度から始まった低学年

理科は，これまで行われてきた低学年理科とどのような違いがあるのか。これらの点について，

簡単に論じた。 

まずはなぜ低学年から理科をスタートさせるのかという点については，科学・技術を背景と

した社会的諸問題への対応として，科学的リテラシーの育成が必要であることを明らかにした。

そして，その育成を目指すにあたり，低学年から理科を行うことで，発達段階に即した観察・

実験活動の充実と問題解決能力を育むことが，科学的リテラシーの育成につながると考えた。 

 そして，これまでの低学年理科との違いについては，現在の児童の発達の特性を踏まえた上

で，現在の小学校理科カリキュラムとの整合性を保ち，問題解決の能力を育成していくという

点に重点を置いている点が挙げられる。それに伴い，低学年理科における体験活動の意義も，
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問題解決の授業をすることにつながっていく必要があるということを実践の事例を踏まえて明

らかにした。 

 今後は，カリキュラムの作成と，日々の実践の中で，体験活動と問題解決の能力の育成に資

する授業場面との関連を図れるように単元レベルで具体的な指導について考えていくことが課

題として挙げられる。なお，次頁に，現段階の低学年を踏まえたカリキュラム案について提示

する。次年度以降はこれをもとにして，低学年を含めた 6 年間の理科カリキュラムを作成して

いきたい。 

５．課題と今後への展望について 

 今年度の取組を通して大きな課題となったことは，グローバル化社会を生き抜く子どもの育

成のために各教科で育成するべき資質・能力について明らかにし，実践事例を提案することは

できたものの，それをカリキュラムとして学年ごとに系統性をもたせるには至っていないとい

う点である。この点は大きな課題ととらえている。特に，低学年から始まった社会科や理科に

ついては，小学校 6 年間を見通したカリキュラムを作成していく必要がある。 

そこで，次年度については，各教科で育成すべき資質・能力を育成するカリキュラム作成に

取り組んでいくこととする。そして，作成したカリキュラムについては，本校が文部科学省の

研究開発学校の指定を受けていることから，そのような場での指導・助言，および成果発表等

を通して評価されていくことが重要であると考える。 
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Ⅲ．グローバル人材育成のためのカリキュラム開発と今後の課題 

 
広島大学附属中・高等学校 

１．グロ－バル人材育成の 3 本の柱 

本校がこれまで組織的，継続的に取り組んで来たグローバル人材育成のための教育プロ

グラムは，次に示す 3 つの柱よりなる。 

（１）ユネスコスクール 昭和 28（1953）年よりユネスコ協同学校に参加 

・広島ユネスコ高校生海外研修第 1回 1991 年（訪問国米国）以降５ヵ年生徒参加 

・2006 年度「アフリカの子どもたちに運動靴を」に毎年参加 

・ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）による国際教育交流事業に本校教職員 2008

年以降３ヵ年参加 

（２）SSH 事業における海外研修 

・平成 21（2009）年度，重点枠でドイツへ 10 名 

・平成 22（2010）年度，コア SSH 事業として，ドイツへ 14名 

・平成 22～25 年度，韓国天安中央高等学校への訪韓，訪日研修（1 回の訪韓で生徒約

40 名，平成 25 年度までで延べ 150 名程度訪韓，訪日参加，韓国

の高校生約 120 名参加） 

・平成 25～26 年度 SSH 重点枠による，韓国，タイ，チェコ，ドイツとの連携事業 

（３）国際性の育成 

・毎年，数名の生徒が約１年間の留学 

・平成 20 年，生徒 20 名がイオン環境財団イオン１％クラブ企画・出資プログラムに

参加（ドイツ） 

・平成 14 年度より，高校１年の春期休暇中に約２週間の「海外語学研修」実施 

・留学生を数年に１名程度受け入れ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＳＨ 

国際性 

ユネスコ教育推進部 

国際交流委員会 

SSH 研究推進委員会 

SSH 運営指導委員会 

・海外語学研修 
・ＳＳＨ海外研修 
・留学生受け入れ ・ユネスコ委員会 

・ユネスコ班活動 
・ユースセミナー 
各種研修会参加 

ＥＳＤ 

・フロンティアサイエンス講義 
・先端研究実習 
・サイエンスプロジェクトツアー 
・課題研究 等 

・ESD 研究 
・ESD 汎論 

学校設定科目 

「科学英語表現」 

SSH 重点枠による ESD

海外研修（韓国，タイ，

ドイツ，チェコ） 

ASP ネット校との交
流(ドイツ,韓国) 

本校が取り組む教育研究の概念図 
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２．カリキュラム開発の事例 

（１）幅広い視野の育成を目指した取り組み 

（ア）SSH事業（通常枠）に関する取り組み  

・フロンティアサイエンス講義 

平成 26. 6. 4（水）「みんなで科学者になろう！」横浜国立大学大学院環境情報研究

院 教授 根上生也先生 

平成 26. 6. 4（水）「もっと自由に考える－位相幾何学的グラフ理論入門－(第 2 学年

SS コース対象特別講義)」横浜国立大学大学院環境情報研究院 教

授 根上生也先生 

平成 26. 7. 7（月）「放射光をつかって物質の本性を見抜く！」広島大学大学院理学

研究科 准教授 森吉千佳子先生 

平成 26. 9.16（火）「放射光で見る分子の対掌性と生命の仕組み」広島大学放射光科

学研究センター 助教松尾光一先生 

平成 26.10. 2（木）「放射光を用いた地球内部構造の解明」広島大学大学院理学研究

科 助教 佐藤友子先生 

平成 26.11. 5（水）「昆虫の世界」神戸大学大学院理学研究科 講師 佐倉緑先生 

 

・「科学と倫理」の取り組み 

平成 26.11.14（金）「科学者と『まちがった理論』の科学史」広島大学大学院総合科

学研究科 准教授 隠岐さや香先生 

平成 27. 2.17（火）（全体テーマ）「STAP 細胞問題から何を考えるか」 

（個別テーマ）「生命科学研究と倫理的問題」広島大学大学院総合

科学研究科 准教授 佐藤明子先生 

「研究不正とは何か：STAP 細胞問題からわかるこ

と」広島大学大学院総合科学研究科 准教授 隠岐

さや香先生 

（イ）ESD に関する国内外の取り組み 

[国内]  平成 26. 4.11（金）～12（土）NPDI(軍縮・不拡散イニシアチブ)ユース非核交

流プログラム参加（広島）小櫻智穂 

平成 26. 8. 4（月）JISS(Japanese International Student Society) 広島平和研修 

応接 小櫻智穂 

 [国外] 平成 26. 4. 2（水）～6（日）CIF(Critical Issues Forum)に参加 アメリカ  

モントレー大学における軍縮・不拡散会議 小櫻智穂 

平成 26. 7.22（火）朴大王教授（広島修道大学），藤原隆範教諭（本校）による韓国

海外研修事前学習 

平成26. 7.28（月）～31（木）ESD韓国海外研修(韓国 天安市)天安中央高等学校訪問 

平成27. 1.13（火）～14（水）ESD韓国訪日研修（広島）天安中央高等学校来校 

－ 26－



 （ウ）SSH 事業（重点枠）における海外校との連携事業 

１）２年間の訪問国，受け入れ国の関係，及び実施時期と参加生徒数 

連携国 韓国 タイ ドイツ チェコ 

H25 
年度 

訪日 15(14) 
政変のため訪問中止

15(国内研修) 
訪問 10､5(15) 訪日 15(1) 

H26 
年度 

訪問 15(15) 訪日 15(15) 訪問 5(9) 訪問 10,5(15) 

（ ）内の数字は連携国の参加生徒数,ゴシックは広島国泰寺高校の参加生徒数を示す 

２）研修内容 

事前に実施してきた各国生徒による共同調査研究の成果を発表する。共同調査研究テ

ーマとしては，地域の特性に応じた内容を実施した。（ドイツ：ゴミ処理を通したエネ

ルギー問題，及び都市におけるヒートアイランド現象と再生可能エネルギーの可能性，

チェコ：醸造所研修によるバイオ技術から見た環境問題，韓国：瀬戸内海の開発と環境

保全，干潟の生態系と環境に与える影響，タイ：河川の水質から地域の水資源と持続可

能性について）また，海外連携校生徒と一緒に，現地または日本で，対象地域，関連施

設，企業，行政機関等へのフィールドワークを行い，得られた成果に関する討論とプレ

ゼンテーションを行った。 

参加生徒には，全員情報端末機器(iPadmini)を貸与した。得られた情報のリアルタイ

ムでの整理と生徒間による共有化，連携国生徒とのネットワークを介した定常的な交流

を行うためのツールとして，端末使用のためのガイダンスを行い，活用させた。 

３）派遣，及びホスト生徒について 

①対象生徒 （高等学校１，２年の全生徒）の条件 

・韓国，タイ，ドイツ，チェコのいずれか一ヵ国に参加できる。 

・連携国（韓国，ドイツ，チェコ）を訪問する高校 1 年生は，平成 27 年度両国生徒

訪日時のホスト生徒となる。（引き続き SSH 重点枠が採択された場合） 

・タイ訪日交流事業で，ホスト生徒となった高校 1 年生は，平成 27年度連携国を訪

問することができる。（引き続き SSH 重点枠が採択された場合） 

②派遣生徒の主な活動 

・環境に関する調査研究を行い，プレゼンテーション資料を作成する。 

・連携国の生徒とインターネット等による情報交換を行う。 

・今年度は韓国，ドイツまたはチェコの連携校を訪問し，調査研究内容の発表，相手

校の生徒と合同フィールドワーク，プレゼンテーション，意見交換等を行う。 

 

（２）英語によるコミュニケーション能力育成のための取り組み 

学校設定科目「科学英語表現」 
平成 26. 7.25（金）プレゼンテーション特別講義（講師：有限会社インスパイア

副代表 ヴィアヘラー幸代先生） 
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平成 26.12. 1（月）～2日(火) 英語合宿（於；(財)広島市未来都市創造財団広島

市国際青年会館） 

・プレゼンテーションワークショップ（講師：ヴィアヘラー幸代先生） 

・プレゼンテーション特別講義（講師：獨協大学・東洋大学 講師 松岡昇先生） 

・海外研究者による講義（独立行政法人日本学術振興会のサイエンスダイアログ事

業）（講師：島根大学生物資源科学部 Roxana Y. PARADA 

JACO 博士，教授 荒瀬榮先生） 

・英語による課題研究ポスター発表および指導 

（指導者：広島大学国際センター准教授 恒松直美先生，松岡昇先生，ラング教育

センターALT，本校英語科・理科教諭） 

 

３．グローバル人材育成のための教育実践から抽出される資質・能力と評価・

検証の在り方 

平成 22（2010）年から本格的に実施している国際交流事業（韓国研修）の実践を通して，

グローバル人材に求められる資質・能力を次のように（１）～（４）の４つのカテゴリー

とそれぞれに対応した項目に整理した。 

（１）幅広い視野と見識 

・幅広い基礎的教養 

・自国や他国の歴史，文化，生活習慣等の理解 

・自国と他国の違いを認識し，理解しようとする態度 

（２）異文化に柔軟に対応する力 

・旺盛な好奇心 

・既存の考え方を変えることを厭わない進取性 

・他者を尊重する態度（他者への思いやり） 

（３）他者と共生し，他者の良さを引き出す力 

・相互に理解しあい，協力することの大切さやすばらしさを見出し，将来に渡って互

いを尊重し合おうとする態度 

・新たな価値を見いだそうとする創造性 

・全体をまとめ方向性を示すリーダー力 

・問題を発見し，問題解決のための方法を他者に伝える力 

（４）英語によるコミュニケーション能力 

・英語による表現力 

・積極的に他者に働きかける力 

・相手の考えを理解し，自分の考えを論理的に組み立て，説明する力 

今回，「『グローバル人材育成』への対応表」（広島大学大学院教育学研究科准教授岩

田昌太郎氏作成）と比較して，特に本校が取り組んだ要素は要素Ⅰ（語学，コミュニ
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ケーション），要素Ⅲ（異文化理解，アイデンティティ），その他の要素（問題解決能

力，ICT 活用能力）に相当する。またこの領域は，上に示した抽出要素では，要素Ⅰ

は（４）に，要素Ⅲは（１）に，その他の要素は（３）にそれぞれ対応している。こ

れらの内容についての評価・検証は，生徒，学生，院生，教職員等を対象としたアンケー

ト調査を行うことによって，問題点の把握や改善の方法を探っていくことが考えられる。 
 

４．成果と課題－来年度に向けての改善点－ 

 グローバル人材の育成に求められる資質・能力として，先に示した４つのカテゴリーに

おける（１）「幅広い視野と見識」を備えた生徒の育成については，通常の授業において，

ESD の視点を取り入れた内容の実践，また「倫理の探究」として教科固有の視点に基づい

たカリキュラム開発を実践している。また。昨年度より総合的な学習の時間等で高等学校

第Ⅱ学年約 200 名を対象に実施してきた「ESD 研究」等を踏まえ，多面的な取り組みが定

着しつつある。また，（３）「他者と共生し，他者の良さを引き出す力」の「問題を発見し，

問題解決のための方法を他者に伝える力」については，特に ESD の視点から捉えた環境問

題をテーマにした海外連携において，生徒の事前・事後のアンケート調査やレポートの内

容を分析した結果，問題を発見する力，他者に伝える力等の能力が着実に養われているこ

とが明らかになった。（４）「英語によるコミュニケーション能力」の育成では，学校設定

科目「科学英語表現」の実践による効果は大変高いことが挙げられる。このことは海外で

の生徒達のパフォーマンスの様子や，アンケート結果，また海外の指導者のコメント等か

ら知ることができた。また，SSH 重点枠事業である４ヵ国との連携事業では，高 1，2 学年

ではそれぞれ約 20名（各学年全体の 1 割程度），合計 40名程度の生徒達が参加し，各事業

の事前・事後学習で，あるいは歓迎会等での海外高校生達との交流で，さらにはホームス

テイや共同で実施するフィールドワーク等で直接海外の生徒達や家族とふれ合い，海外を

身近にまた親しみを感じる機会を得ることができた。こうした取り組みは，先に３．で示

した（２）「異文化に柔軟に対応する力」や（３）「他者と共生し，他者の良さを引き出す

力」を育むものとして成果が得られた事例である。 
 来年度に向けての改善点として，次の点が挙げられる。まず,これまで実践した内容を

様々な教育・研究機関における研究協力者等の指導，助言を得ながら精緻化，高度化し， ESD

に関する内容に基づいたテーマを設定し国際交流を軸に推進する。また，韓国の科学重点

校との連携を継続し，新たなカリキュラム開発を行っていく。 
 また，その他のグローバル化対応の取り組みとして，本年度は，本校が取り組んで来た

実践内容を大学院生に説明する機会を 1 日設定したが，これを教育実習生のグローバルマ

インド育成のために，教育実習ガイダンス等の機会を利用して実施することや，本年度英

語科以外の一部の教科で行うことができた英語による教材作成の取り組みを，他教科にも

拡げ学校全体で取り組むことも考えられる。 
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【能力・態度】

共生（正の相互依存）関係

Ⅳ．グローバル人材育成における共生社会の基盤となる「協調性・ 

柔軟性」の要素に特化した取り組み  
 

広島大学附属東雲小学校 

 
１．はじめに 

  本校では，グローバル化の進む社会において，様々な国々や人々が共生関係を築く

上で基盤となる「協調性・柔軟性」に着

目し，これをグローバル化人材に求めら

れる資質・能力の柱としてとらえること

にした（図１）。本年度は，この「協調

性・柔軟性」を基に，グローバル人材育

成推進会議で提言されたグローバル人材

育成のための要素を効果的に育むことが

できるよう，以下を研究の重点とした。    図１．児童の共生関係を育む要素 

 

  

 

 

 

 

 

２．本年度の取り組み 

共生社会の形成者を育む上で，本学児童の課題やグローバ人材育成の観点を生かし

ながら，既存カリキュラムにある教育活動（学校行事や集団生活，授業）を見つめ直

し，そのねらいや意義，関連性を全教職員で検討・確認し，東雲教育に関する共通理

解を図ることをねらった。 

(1)既存カリキュラムのねらいの再検討と改善したねらいによる取り組み 

東雲小のカリキュラムの中でも，東雲小の学級編成の特性を生かして児童の共生関

係を育むことができるよう，「学校行事」・「特別活動」に焦点化してねらいの再検 

討を行った。昨年度の考察では，ねらいと実際の活動に差があるとともに，附属教員

の経験年数など個人によってねらいのとらえ方がまちまちであったことが明らかと

なった。この点を改善できるよう，①グローバル人材育成担当者と各分掌チーフで構

成する「グローバル人材育成委員会」，②学校行事や特別活動の提案を行う校務分掌，

③低・中・高の２学年の担任・専科で構成する学年部，さらに，④附属教員年数や教

科，所属学年をシャッフルして構成したプロジェクグループ，の４つの異なる集団を

共生社会を担う人材を育むための以下の取り組みを実施する。 

①既存カリキュラムのねらいの再検討と改善したねらいによる取り組み 
   ②共生社会を担う資質・能力を育むための授業開発・実践     

③学校教育活動における教師の「意味づけ」や「評言」という手立ての実施 
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構成し，その中で意見交換・連絡，ねらいの検討や立案を繰り返し行った。また，全

体の協議の場である「グローバル人材育成会議」において，グループごとでの検討を

経た立案を基に２度話し合い，８月末までにねらいの改善や教員団の，「学校行事」・

「特別活動」における意識統一を行い，９月以降の提案で生かすこととした（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

   

図２．既存カリキュラムの再検討のための組織構成 

  

 実際に２回の「グローバル人材育成会議」では次のような内容が確認された。 

《１回目》 

① 部全体の柱となる項目，行事の設定。 

② 日々の活動，柱となる大行事との系統性（共通点）と差異（相違点）の明確化 

活動の重点に関しては，グローバル人材育成の要素における下位項目でとらえるの

ではなく，もう少し大きな枠で重点を考える。 

③ 実際の活動やねらいの文言にある各項目を洗い出すことや重点化に止まるのではな

く，出口を見据え，活動全体を包括的にとらえた場合，どういうねらいの文言がふ

さわしいか検討し，重点項目の焦点化を行うことが重要。 

   ＊重点が総花的なので，思い切った焦点化がいる。 

 ④ 余りにも共生関係が内向きではないか。確かに学校全体，クラス，学年，色別と   

いった学校社会という狭義な社会を対象とした共生関係の構築が基盤ではある    

が，今後広い社会と関わる上でも，外との関わりがいる点が課題。 

《２回目》 

① 表は「自分たちにとって」・「見やすさ」という観点から重点（◎）のみにする。 

② 枠は「自己理解・他者理解」の言葉を，公平性等と並列にして，児童部グループの

表のように観点のもとに帯で示す。 

③ 論理性よりも本校の特性を生かす観点から「自己肯定感・所属感」「他者尊重」を

「受容性・共感性」と並列に，上位項目の「つながりを尊重する力」の上位概念に

包摂する。 

④ 各分掌の柱を以下に示す。 

保体部・宿泊学習の柱＝「柔軟性・協調性」 

研究部・グローバル人材育成担当 

    

  グロー

バル人

材育成

委員会 

③⑤各プロジェクトＧ ①② 

各分掌 

②⑤ 

全体会議   

 ④各学年部 
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教務部の柱＝ 「共感性・受容性」，児童部の柱＝「自己肯定感・所属感」  

⑤ 重点をつける方法としては，重点化することで他の項目も連動して高まるような項

目につける。 

⑥ 宿泊学習は他の各分掌とは異なり，各活動ごと点を絞るのではなく，学年が上がる

ごとに重点項目が増える形式にする。 

 上記の内容を踏まえ，各分掌の学校行事・特別活動のねらいや重点を以下のように

設定した。 

 

【保体部提案】 

競争関係 協力関係

自己肯定感

所属感

他
者
理
解

高め合い 支え合い

月 集団形態 関わり 行事 めあて
5 色別 同学年

異学年
運動会 〇責任と見通しをもって活動に取り組み，相手を尊重し，互いに高め合う態度を身につける。

〇集団行動における望ましい態度や，学級・学年の枠を越えて協力する力を身につける。

〇安全を意識しながら活動し，運動を日常生活に積極的に取り入れる態度を身につける。
〇仲間と一緒に体を動かすことを楽しみながら，体育の学習を中心とした日常の学習成果を総合的に発揮する。 ◎ ○ ○

11 学年 同学年
異学年

 リズム 〇なわとびの技能の習熟や，仲間とともに一つの演技をつくりあげることを通して，達成感や所属感を味わうことができる。
〇友達と一緒に練習したり，互いの演技を見合ったりすることを通して，日常においても積極的に友だちに関わろうとする
ことができる。

○リズム縄跳び大会を通して，運動に関する興味・関心を高め、日常においても安全に気をつけながら自己の体力向上に
努めることができる。

◎ ○

毎
週

色組
学年

同学年 早朝活動 〇安全に気を付け，仲間と体を動かす楽しさを味わうことができる。

〇学年ごとに学級間交流の活性化を図る。 ◎ ○◎

◎

OECDのキー・コンピテンシー

ESDの7つの態度・能力

◎

共生関係を育む児童の資質

見通し
振り返り

公平性　・　計画性　・　多様性　・　自主性　・　自己理解　・　他者理解

共生を育む場の設定相互作用的に道具を用いる 自律的に行動する

批判的思
考・判断す

る力

未来像を
予想して

計画を立て
る力

多面的，総
合的に考
える力

同質性
異質性

伝え合い
聞き合い

つながりを尊重する力
責任を重ん

じる態度

批判性
論理性

異質な集団で交流する

◎ ◎

責任感
実践性

コミュニケー
ションを行う

力

他者と協力
する態度

柔軟性
協調性

受容性
共感性

 

【宿泊学習】 

競争関係 協力関係

自己肯定感

所属感

他
者
理
解

高め合い 支え合い

月 集団形態 関わり 行事 めあて

7 学年
（3年）

同学年 三滝宿泊学習 《見通し》
○学校や家庭を離れ，見通しをもって宿泊活動をすることにより，精神的・身辺的な自立を図る。
《大切な役割・協力》
○集団行動を通して，協力することや自分の役割を果たすことの大切さに気づく。
《自然》
○自然の中での活動を通して，身の回りの自然に目を向け，関心をもつ。

○

9 学年
（4年）

同学年 海の学習 《生活をつくる！》
○自分の役目を最後まで果たす。
○時刻を守り，見通しをもって行動する。
○自分の身の回りのことは自分でする。
《海・自然とふれあい！》
○海（＝自然）のよさ，美しさを味わう。
○命あるものを大切にする。
《仲間との関わりを深める！》
○友だちのよさを見つける。
○助け合い・支え合う関係をつくる。

○

9 学年
（5年）

同学年 山の学習 《生活づくり》
〇家庭や学校を離れ，仲間とともに自分たちで生活を創り出す。
〇計画をもとに，自分や自分たちの力で見通しをもって行動する。
〇自分の役割を自覚し最後まできっちりとやり切る。
《支え合う仲間》
〇共同生活を送るなかで，友だちのよさを見つめる。
〇仲間を優先することのよさ，優先してもらった喜びを実感する。
　《自然との会話》
〇自然とのふれあいを通してそのよさや厳しさを感じる。
〇本物の自然に浸り，感じ，味わう。

○

7 学年
（6年）

同学年 旅の学習 《見つめよう自分を》
○沖縄の人・自然・文化と積極的にふれ合い，自分の見方・考え方を広めたり深めたりする。
《高まり合おう仲間と》
○集団生活の中で，友だちのよさを見つけ合う。
《気づこう関わりを》
○社会の一員としての気配り，心遣いを大切にする。

○

見通し
振り返り

責任感
実践性

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎

コミュニケー
ションを行う

力

他者と協力
する態度

柔軟性
協調性

公平性　・　計画性　・　多様性　・　自主性　・　自己理解　・　他者理解

異質な集団で交流する 共生を育む場の設定相互作用的に道具を用いる 自律的に行動する

批判的思
考・判断す

る力

未来像を
予想して

計画を立て
る力

多面的，総
合的に考
える力

同質性
異質性

伝え合い
聞き合い

つながりを尊重する力
責任を重ん

じる態度

批判性
論理性

受容性
共感性

OECDのキー・コンピテンシー

ESDの7つの態度・能力

◎

共生関係を育む児童の資質

◎ ◎

◎

◎ ◎
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【教務部提案】 

競
争
関
係

協
力
関
係

自己肯定感

・所属感

他
者
尊
重

高
め
合
い

支
え
合
い

月 集団形態 関わり 行事 めあて

4

同学年
異学年

同学年
異学年

始業式 前期：全校が一堂に会し新しい学年の始まりを仲間と共

に意識し，進級した喜びを味わい，これからの学校生活
に取り組む意欲をもつ。
後期：全校が一堂に会し，これから始まる後期の学校生
活に仲間と共に期待を抱き，新たなめあての達成に向け

て意欲をもつ。

○

4 学年 同学年
異学年

入学式 （新入生）

○小学校に入学した喜びを仲間と共に味わい，新しく始

まる学校生活に期待感をもつ。
（２～６年生）
○新１年生を迎え，共によろこびよりよい学校生活を創っ
ていこうとする心構えをもつ。

○自分の入学した頃を振り返り，自分の成長に気づき，
上級生としての自覚をもつ。

◎ ○

3 学年 同学年
異学年

卒業式 〇児童，教職員，保護者が卒業という新しい出発を心か
ら喜び合うと共に，これまでの学校生活をふりかえり，今

後の向上，発展への意欲を高める。
（卒業生）
〇小学校６年間の全課程を修了して卒業するという喜び

を仲間と共に味わい，新たな進路への希望と意欲を高め
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇
これまでの小学校生活をふりかえり，家庭，学校，社会
などに対する感謝の気もちをいだく。

（在校生）
〇卒業生と共に，これまでの歩みを振り返る活動を通し
て，卒業生への感謝の気もちをいだき，今後の自分の生
活における向上，発展への意欲を高める。

◎ ○ ○

10
3

全児童 同学年
異学年

終業式
修了式

終業式：全校が一堂に会し，仲間と共に過ごした前期の
学校生活をふりかえるとともに，後期に向けての新たな
めあてをつくる。

修了式：全校が一堂に会して仲間と共に１年間の活動
や生活を振り返り，次年度へ向けての見通しや意欲をも
つ。

○

毎
月

全児童 同学年
異学年

全校朝会 ○全校児童と教職員が一堂に会し，仲間と共に一体感を
味わう。
○これまでの自分をふりかえり，今後のめあてや見通し
をもつ。

○生活目標について考え，仲間と共に意識を明確にも
つ。

○

毎
月

全児童 同学年
異学年

音楽朝会 ○全校が一堂に会し音楽活動をすることにより，一緒に
表現するよさや楽しさを感じる。

○異学年の表現を鑑賞することにより，互いの表現のよ
さや違いに気づく。

○ ○

公平性　・　計画性　・　多様性　・　自主性　・　自己理解　・　他者理解

◎

◎ ◎

◎

◎

◎ ◎

◎

◎ ◎

OECDのキー・コンピテンシー

ESDの7つの態度・能力

◎

共生関係を育む児童の資質
見通し・
振り返り

責任感・
実践性

コミュニ
ケーション
を行う力

他者と協力
する態度

柔軟性・
協調性

受容性・
共感性

◎

共生を育
む場の
設定

相互作用的に道具を用いる 自律的に行動する

批判的思
考・判断す

る力

未来像を
予想して計
画を立てる

力

多面的，総
合的に考
える力

同質性・
異質性

伝え合い・
聞き合い

つながりを尊重する力
責任を重ん
じる態度

批判性・
論理性

異質な集団で交流する

 

【児童部提案】 

競争関係 協力関係

自己肯定感

所属感

他
者
理
解

高め合い 支え合い

月 集団形態 関わり 行事 めあて

毎
日

縦割り 異学年 縦割り活動 〇異学年活動を通して，互いのつながりを実感し，児童自らかかわりを作る。

（低学年）

〇一緒に楽しみながら進んで活動することができる。

〇分からないことは聞きながら活動することができる。

（中学年）

〇自分の役割を考えながら責任をもって活動することができる。

〇相手の立場を意識しながら活動することができる。

（高学年）

〇見通しをもって，状況を判断しながら，計画的に活動することができる。

〇リーダーとして，グループ全体を考えながら活動することができる。

◎ ○

毎
日

縦割り 異学年 掃除活動 《縦割り活動の場として》

○学年や学級の異なる仲間とのかかわりを大切にし，集団への所属感を深める。

○集団の中での自分の責任や役割を自覚し，公共心，協調性を養う。

○時間を守って効果的に活動する工夫をする中で，主体的に行動するための素地を養う。

◎ ○

4 縦割り 異学年 お迎え遠足 ○新しい仲間と出会い，これから１年間活動していくことへの期待感をもつ。

○互いに思いやり協力して活動することで，児童相互のふれあいを深める。 ◎ ◎ ○

2 縦割り
（児童会）

異学年 ６年生を送る会 ○縦割り班を中心とした集会活動を行ったり，６年生への言葉を表現したりすることを通して，６年生

に感謝の気持ちを表すことができる。

○送る側のリ－ダ－として責任を持って行動することができる。（５年）

○協力し合って集会に参加し，縦割りの仲間とのふれあいを深めることができる。（１～４年）

○在校生に感謝し，東雲小学校に通ってよかったという気持ちを抱く。（６年）

◎ ○

 児童会（高
学年）

異学年
（高学年）

委員会活動 「共生」の理念に基づいて望ましい人間関係を形成し，集団の一員としてよりよい学校生活づくりに参

画し，協力して諸問題を解決しようとする自主的，実践的な態度を育てる。

(1)児童の自発的・自治的活動が促進されるよう，全教員が協力して指導にあたり，適宜，適切な助言を

行う。

(2)児童の創意工夫が十分に生かされた，計画的・継続的な活動になるよう，年間の見通しをもって指

導，助言にあたる。

◎ ○ ○

毎
月

児童会 全校児童 児童朝会 ○自らの手で学校生活をよりよくしようとする委員会の自主的活動の発表,報告,交流の場とする。

○全校児童が一堂に会する中で，児童会への所属感を高め，共に学校生活を送る仲間がいることを確認

し合う場とする。
◎ ○ ○

10 児童会 学級
全校児童

しののめ祭り ○「計画・準備→運営→ふりかえり」の一連の活動に進んで取り組むことにより，自主性を養う。

○遊びやゲームなど自分たちでアイデアを出し合うなど，自ら創意工夫することを通して，学級内での

児童相互のかかわりを深める。

○他学級の取り組みにふれ異学年とのふれあいを図る。

◎ ○ ○

10 児童会 被災地
世界へ

募金活動 ○児童会活動の一環として，被災地，さらには世界で苦しむ子どもたちの現状を知り，自分たちの力で

行える支援のあり方を考え，行動する。 ◎ ◎ ○

毎
月

４～６年生 異学年 クラブ活動 同好の児童が，異年齢集団の交流を深め，所属する集団の生活を楽しく豊かにしようとする意図のもと

に，個性の伸長を図り，共通の興味・関心を追求しようとする自主性・社会性を育てる。

(1)子どもの自主性が促進される活動になるよう，全教員が協力して支援する。

(2)子どもの興味・関心に基づいた計画的・継続的な活動になるようにする。

(3)子どもどうしの「かかわり」を重視し，異学年の交流が深まるようにする。

◎ ○ ○

4
9
2

登校班 同学年
異学年

登校班別集会 ○自分の近所や同じ方向から通ってくる仲間を知る。

○自分たちの登下校について，ルールの遵守という視点から考え，より安全な登下校のための具体的な

実践目標をもつ。
◎ ○ ○

2 学年 同学年
異学年

東雲発表会 ○日頃の学習の成果を総合的に表現し，鑑賞し合うことを通して，自分たちの成長をふりかえり，さら

に自己を伸ばそうとする。

○発表の練習や準備，運営を通して，自主性，協調性や責任感を身につけるとともに，学級や学年の一

員としての所属感を味わう。

◎ ○ ○

◎

OECDのキー・コンピテンシー

ESDの7つの態度・能力

共生関係を育む児童の資質

共生を育む場の設定相互作用的に道具を用いる 自律的に行動する

批判的思
考・判断す

る力

未来像を
予想して

計画を立て
る力

多面的，総
合的に考
える力

同質性
異質性

伝え合い
聞き合い

つながりを尊重する力
責任を重ん

じる態度

批判性
論理性

異質な集団で交流する

見通し
振り返り

責任感
実践性

コミュニケー
ションを行う

力

他者と協力
する態度

柔軟性
協調性

受容性
共感性

公平性　・　計画性　・　多様性　・　自主性　・　自己理解　・　他者理解

◎ ◎

◎

◎ ◎

◎ ◎

◎

◎

◎

◎

◎ ◎

◎ ◎

◎

◎ ◎

－ 33－



(2)共生社会を担う資質・能力を育むための授業開発・実践 

今年度は，来年度の実施に向けた基盤づくりとして本校の課題に直結する児童の学級内

における共生関係を高めるための方法について検討した。学級内での活動の９割が授業で

あることを重視し，道徳や学活はもちろんのこと，これまで意識されにくかった各教科の

授業を通して，児童の共生関係を育んでいく必要がある。 
そのための授業構成として，大きく以下の２つが考えられる。 
第１に，グローバル人材育成の要素に関わる資質・能力を育む授業開発である。 
第２に，それらの能力や態度を意識しながらも，本校の設定する共生概念や共生社会の

構造を教科の学習内容と関連させて理解させる授業開発である。 
第１に関しては，児童の発達段階や学習内容を考慮しながら，グローバル人材育成にお

ける態度や能力を焦点化することで，低学年でも行うことが可能と考える。重要なのは，

先に示した児童の共生関係を育む資質を，どの段階でどこに焦点を当ててカリキュラムを

構成するかである。最も効果的な方法は，各教科を通して各要素を重点的に育む活動を組

めればよいが，各教科の習得内容や特活の集団活動を考えると，かえって複雑化し机上の

空論となりかねない。そこで，各要素の重点化はカリキュラムの集団活動に任せ，教科で

はグローバル人材育成の上位項目として挙げたＯＥＣＤのキーコンピテンシーとして示す

３つの能力を外さないよう意識して各学年に年間を通して組み込むことが重要であろう。

児童の発達段階が上がるにつれ，下位項目として挙げるグローバル人材育成の要素を焦点

化し，単元を工夫して構成できるよう弾力性を持たせることが現実的である。 
第２に関しては，学習内容に共生関係の内容が関連している社会科や理科を中心に行う

ことが可能と考える。特に社会科では，実際の社会が学習対象であるため，現在の社会状

況と児童の学校生活を関連させることで，児童の実感を踏まえた共生社会に関わる認識を

育むことができると考える。 
そこで，各教科で共生社会の担い手としての資質や認識を育む授業を，手探りながら開

発した。これまで，生活単元（養護低学年），図画工作科（複式高学年・養護高学年），

社会科（３年・複式中学年・5 年・複式高学年），国語科（複式低学年），体育科（複

式中学年），算数科（６年）理科（6 年）などの授業を行っている。紙幅の関係上，詳

細については，割愛する。 

 

(3) 学校教育活動における教師の「意味づけ」や「評言」という手立ての実施 

 他方，それらの授業を構成したとしても，実践において児童が意識できなければ意味が

ない。授業構成に組み込まれた共生関係や共生社会で育むべき資質を身に付けることの重

要性を，児童に意識化させる必要がある。その手立てとして，以下の２つを挙げる。 

 １つは，先の授業構成の２つの視点に関する児童への「意味づけ」，もう１つは授業構

成の視点に関わる児童の行動や発言に対しての「評言」である。 

 「意味づけ」とは，児童の活動の前後に対して，活動を行う意味や価値を教師が伝える
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ことで，児童に考える視点や実感を与え，活動を社会生活する上での経験として高めてい

くための手段である。 

 例えば，ごみのリサイクル施設の建設の是非に関して，それぞれの意見を基に話し合っ

た後，自分なりの理由を述べて意思決定を行ったとしよう。前の意見と見比べて感想を述

べ合った後に，教師側から“建設の是非に関して，意見が変わった人もいれば変わらなか

った人もいるでしょう。でも話合い後の意見を決めた理由を見てごらん。例えば○○君は，

『費用や時間がかかり，一部の地域は開発するけれども，市全体の自然環境や社会環境を

維持する必要から賛成』と相手の考えをきちんと受け入れながら自分の考えを述べていま

す。みなさんはどうですか。話し合いを通して，初めはある特定の狭い見方からしか，こ

の問題をみていなかったけれども，話し合いを通して，多様な見方を得ることができまし

たね。”と意味づけを行えば，児童はこの時間での活動の意味や話し合う重要性を感じる

とともに，ものの見方・考え方を広げ，その必要性も実感できるであろう。 

  もう一方，「評言」とは文字通り「評価する言葉かけ」のことを指し，一般的には「批

評の言葉」と解釈されている。しかし批評には，ほめたり認めたりする正の評価もあれば，

注意したり諭したりする負の評価も存在する。本校では，前者の「正の批評」を「評言」

としてとらえ定義することにした。そして批判的思考の育成に関しては，「負の批評」と

いうより，児童の認知的不協和をおこすような「なげかけ」や「ゆさぶり」を通して育ん

でいきたい。あくまでも，本校で扱う「評言」は，人間性の尊厳や多様性の尊重という立

場から，児童相互の考えを尊重する意識を育めるよう，意味づけにつながる肯定的評価に

重点を置く。 

 例えば，先のごみのリサイクル施設の建設の場面で言えば，教師の意味づけの後，児童

が教師からの意味内容を踏まえ発言したとしよう。その時，教師から“○○さんも話合い

を通して，自分の見方・考え方を広げながら自分の意見をいうことができたね。”と評言

すれば，発言した児童だけでなく，他の聞いている児童にも，先の意味づけを強化させる

ことができる。 

 このように，「意味づけ」と「評言」は，互いに補完し合うことで，グローバル人材育

成における児童の資質を高める上で有効な手立てとなる。また，児童に「意味づけ」・「評

言」をする教師の関わりが，児童のコミュニケーションモデルとなり，潜在的に児童を育

むことも充分可能と言える。 

 そこで，この「意味づけ」「評言」について具体的にとらえて，実践できるようにする

ために，外部講師を招聘して研修会を行った。その講師は本校 OB でもあるので，本校の

実情を踏まえた上で，その実態に沿った講話を聴くことができた。 

  
３．おわりに 

 本年度は，グローバル人材育成の観点から児童の共生関係を育む手立てとして，①

既存カリキュラムのねらいの再検討と改善，②共生社会を担う資質・能力を育むため
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の授業開発・実践，③学校教育活動における教師の「意味づけ」や「評言」という手

立ての実践の 3 点を重点として研究を行ってきた。実際どの程度有効なのか，本年度

これまでのいじめアンケート調査に加え，新たにＱ－Ｕテストを実施した。しかし，9

月以降の本格的なカリキュラムの取り組みである点，授業開発に関してはまだ試行段

階であるため，有効なデータは得られていない。今後，調査を積み重ねることで，有

効性を実証していきたい。 
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Ⅴ．グローバルマインドを培う総合的な学習の時間の取り組み 

 
広島大学附属東雲中学校 

 
Ⅰ．グローバル時代に求められる資質・能力 
 グローバル化に関しては，中央教育審議会答申（2005）の「新しい時代の義務教育を創造す

る」において，次のように述べられている。 

「我が国が，変動の激しいこれからの時代において，今後とも国際的な競争力を持つ活力あ 

る国家として，また世界に貢献する品格ある文化国家として発展するためには，国民一人 

一人が，そのような国家・社会の形成者として，それぞれの分野で存分に活躍することの 

できる基盤を義務教育を通じて培う必要がある」 

このことは，社会情勢の変化に応じて，国際社会で活躍できる人間を育成する必要性を謳っ

たものである。 

 このようにグローバル時代を生き抜く人間の育成が社会的に要請されている中で経済産業

省（2010）は，以下のグローバル人材に必要な資質・能力を挙げている。 

 

① 社会人基礎力（アクション・シンキング・チームワーク） 

② 外国語でのコミュニケーション 

③ 異文化理解・活用力 

（産学人材育成パートナーシップ～グローバル人材育成委員会報告書より） 

 

また，グローバル人材育成推進会議（2012）では，グローバル人材の定義について以下の項

目を挙げている。 

 

要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション力 

要素Ⅱ：主体性・積極性，チャレンジ精神，協調性・柔軟性，責任感・使命感 

要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー 

（グローバル人材育成戦略～グローバル人材育成推進会議・審議まとめより） 

 

 以上のような経済産業省とグローバル人材育成推進会議の定義をみると，グローバル時代を

生き抜く人間に必要な資質・能力はほぼ共通しており，国をあげてこのような資質・能力を培

う方向性であることがわかる。 
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Ⅱ．グローバルマインドを培う総合的な学習の時間における実践 

これまでに本校では総合的な学習の時間を活用して，上述したグローバル人材の要素Ⅰ，Ⅱ，

Ⅲを網羅した「グローバルマインドを培うためのカリキュラム」について協議を重ね，今年度

実践した。 

 

１ 国際交流活動について 

 本校では，平成 13 年よりアメリカ合衆国ノースカロ

ライナ州の Exploris Middle School，平成 19 年より

カリフォルニア州の Odyssey School，平成 22 年より

インドネシアの MENDOYO 第４中学校と国際交流活動を

行ってきている。 

毎年，これら３校から生徒数名が本校を訪れ，授業交

流や文化交流，ホームステイなどを行っている。また，

Exploris Middle School が来校する際には Shinonome 国際ミーティング，MENDOYO 第４中学校

が来校する際にはフラワーフェスティバルでのパレードを行い，特色ある国際交流を展開して

きた。さらに，毎年８月には本校からも６～８名の生徒が Exploris Middle School や Odyssey 

School を訪問し，日米文化の共通点や相違点を学んできている。次の表１は，国際交流活動に

関する主な年間スケジュールである。 

 

表１ 国際交流活動に関する主な年間スケジュール 

時 期 内    容 備 考 

５月 

第１週 

MENDOYO SMP4 来校（２日間） 

・文化交流活動 

・フラワーフェスティバルパレード合同参加 

生徒４名 

教師５名 

来校 

５月 

第３週 

Odyssey School 来校（３日間） 

・通常授業への参加 ・意見交流会 

・ホームステイ体験 

生徒８名 

教師２名 

来校 

８月 

第３週 

～ 

第４週 

Odyssey School 訪問（３日間） 

・通常授業への参加 

・ホームステイ体験 ・フィールドワーク*1参加 

Exploris Middle School 訪問（１週間） 

・通常授業への参加 ・文化紹介活動 ・ホームステイ体験 

生徒８名 

教師２名 

訪問 

３月 

第３週 

Exploris Middle School 来校（１週間） 

・通常授業への参加 ・文化紹介活動 

・Exploris の教師による授業 

・ホームステイ体験 ・Shinonome 国際ミーティング*2開催 

生徒８名 

教師２名 

来校 
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 ＊１ 「フィールドワーク」は，Odyssey School が取り入れている教育プログラムの一つであ

る。生徒がグループごとに様々なミッションを協働で達成していく内容である。これま

でサンフランシスコの町中でのミッションを行っている。 

 ＊２ 「Shinonome 国際ミーティング」は広島県内の公立中学校も招待し，各校生徒会のメン

バーがそれぞれの学校活動の取り組みを紹介する。お互いの紹介を通して自校の良さや

他校の良さを感じることができる。 

 

 ここで特筆すべきことは，本校の国際交流活動は，学校間の交流やホームステイなどを通し

た異文化理解にとどまらず，Shinonome 国際ミーティングのように国境を越えて，それぞれの

立場や状況を踏まえながら，グローバルな問題を考えていく教育活動を取り入れていることで

ある。ここでは，質の高い異文化理解だけでなく，国際社会における日本のスタンス，ひいて

は，日本人としてのアイデンティティーをも必要とする。 

 

２ ＳＭＡＲＴについて ～修学旅行を利用した取り組み 

本校では，平成 25 年度より「東雲中学校（Shinonome）

の生徒は，自らの使命（Mission）を自覚し，問題発見

したことを現地で探究（Research）し，その過程にお

いて見通しをもった行動（Action）をとる修学旅行

（Tour）―ＳＭＡＲＴ―」を行ってきている。これは，

問題を発見し，その解決に向けて見通しをもち，仲間

と協力してミッションを遂行していく力の育成を図っ

た教育プログラムである。また，このＳＭＡＲＴは，旅行の行程を予算や安全性に考慮しなが

ら自分たちでデザインする。したがって，必然的にプロジェクトマネジメント能力も求められ

る。 

 例えば，野球部に所属するＨくんが，部活動の際に手にするロジンバックの肌触りや臭いに

関心を示したことから，人の体にやさしいロジンバックの開発をテーマとした。そして，紀州

備長炭に着目し，仲間と協働して現地での取材をもとに新たなロジンバックの開発プランを作

成するような一連の研究活動を行う。 

ところで，先進的な教育を展開しているシンガポールの Temasek Junior College では，英

語力や学力の育成だけでなく，リーダーシップ育成のための教育プログラムを実践している。

本校においても国際交流活動に加え，グローバル社会のリーダー育成という視点をも重視する。

したがって，プロジェクトマネジメント能力の育成が期待できるＳＭＡＲＴは，グローバルマ

インドを培ううえで重要な位置づけとなる。次の表２は，ＳＭＡＲＴに関する教育プログラム

である。 
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表２ ＳＭＡＲＴに関する教育プログラム 

時 期 内  容 

第１学年 

前 半 

自分の興味・適性について 

Pre Task Trip（広島市近郊） 

第１学年 

後 半 

Pre Research Tour に向けた 

研究テーマ・内容・方法の作成及び行程の計画 

第２学年 

前 半 

Pre Research Tour（呉市近郊，昨年度は尾道市） 

研究のまとめ・提案及び交流 

第２学年 

後 半 

ＳＭＡＲＴに向けた 

研究テーマ・内容・方法の作成及び予備調査 
 

第３学年 

前 半 

ＳＭＡＲＴに向けた 

  研究の再考・行程の計画 

ＳＭＡＲＴ 

（７月） 

Task Trip 

京都近郊で行うミッションが朝発表され，それに向けて京都に 

向かいながら行程を計画し，ミッションを協働して遂行する 

Research Tour 

紀伊半島を中心として各人の研究テーマを遂行できるように， 

協働して現地調査を行い，探究活動を展開する 

第３学年 

後 半 

研究のまとめ・提案 

研究の報告・交流 

 

 

 

 

 

 なお，個々人の研究に見通しをもたせ，研究の質をあげさせることを目的として，本校教員

は，例えば，鈴木敏恵氏のプロジェクト学習など，年に数回の研修会を開催して，生徒への支

援を充実させるように研鑽してきている。 
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Ⅲ．グローバルマインドを培う総合的な学習の時間における実践の検証 

１ 国際交流活動について 

 アンケート調査の結果（浜岡ほか，2011）から本校で実施する国際交流活動は，グローバル

マインドを培う一助になっていると判断できる。 

 平成 26 年３月に実施した Exploris Middle School 来校後に，本校生徒に実施したアンケー

ト調査の結果によると，「英語を話せるようになることは自分にとって必要である」と回答し

た生徒が約８割，「言葉に関係なく誰とでもコミュニケーションをとれるようになることは自

分にとって必要である」と回答した生徒は約９割いた。これらのことから，本校の生徒は要素

Ⅰである語学力・コミュニケーション力の必要性を強く感じながら学校生活を送り，多くの国

際交流の活動を行っている様子がうかがえる。平成 26 年８月に Odyssey School と Exploris 

Middle School へ訪問した生徒へのインタビュー調査によると，「言葉に関係なく誰とでもコミ

ュニケーションをとれるようになること」の重要性に

ついて，８名全員が「とても重要である」と回答した。

このことから，実体験によりコミュニケーションの重

要性を痛感している様子がうかがえる。 

また，平成 26 年３月に本校生徒に実施したアンケー

ト調査の結果によると，「相手の国の文化や考え方をよ

く知ることは自分にとって必要である」，「日本の文化

や考え方をよく知ることは自分にとって必要である」と回答した生徒は，ともに約７割いた。

これらのことから，本校の生徒は国際交流活動を通して要素Ⅲである異文化に対する理解の必

要性を感じている様子がうかがえる。平成 26 年８月に Odyssey School と Exploris Middle 

School へ訪問した生徒は，渡米の感想として次のように記している。 

 

〔Ａさんの感想〕 

私はこの渡米中に，アメリカの生徒は自分の意見を貫こうとする意志があることを自身 

の目で見てきました。日本の生徒は他の人と異なる意見や考えをもつことに消極的で， 

自分が正しいと思っていることもひかえて大多数の意見に流されてしまう傾向があると 

思います。しかし，今回お互いを認め合うという形は国や地域によって異なることがわ 

かったので，日本の場合は信頼関係が存在すれば日本人として積極的に意見を出しても 

わかり合えるということを実感しました。 

 

〔Ｂさんの感想〕 

  私はホームステイを経験することで，アメリカの文化や習慣にふれることができました。 

まず，家で靴を脱がないことにも驚いたのですが，くしゃみをしたときに「Bless you」 

と言われました。これは「神のご加護を」と投げかけることによって相手と良好な関係を 

築こうという思いがあることを知りました。私が思ったことは，日本の習慣に慣れている 

けれど，それが決して１番良いとは限らず，アメリカの文化や習慣にふれて初めてその良 

さもわかると思いました。 
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 ＡさんとＢくんの感想から，渡米の経験が異文化に対する理解に加え，日本人としてのアイ

デンティティーを強く意識する機会になったと解釈できる。実際にＡさんは，平成 26 年 10 月

に本校で実施した「渡米報告会」において，全校生徒に日本人としてのアイデンティティーを

もつことの重要性を主張する報告を行った。 

 

２ ＳＭＡＲＴについて ～修学旅行を利用した取り組み 

今年度の全国学力・学習状況調査の生徒質問紙において，「総合的な学習の時間の授業で学

習したことは，普段の生活や社会に出たときに役に立つと思いますか」という質問に対する結

果は，次の表３のようになっている。 

 

表３ 「総合的な学習の時間の内容は社会で役立つか」（全国学力・学習状況調査） 

 
１（当てはまる）

２(どちらかといえば， 

当てはまる) 

３(どちらかといえば， 

当てはまらない) 
４(当てはまらない) 

本 校 ３４．６(30.4) ４４．９(45.6) １４．１(15.2) ６．４(8.9) 

全 国 ２３．１(22.6) ４８．１(45.1) ２０．７(22.6) ７．９(9.3) 

※ 表の数値は百分率（％）であり，（ ）内の数値は昨年度の結果である。  

 

また，「総合的な学習の時間では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを

発表するなどの学習活動に取り組んでいますか」という質問に対する結果は，次の表４のよう

になっている。 

 

表４ 「総合的な学習の時間では PDCA サイクルで活動しているか」（全国学力・学習状況調査） 

 
１（当てはまる）

２(どちらかといえば， 

当てはまる) 

３(どちらかといえば， 

当てはまらない) 
４(当てはまらない) 

本 校 ４７．４(38.0) ３８．５(38.0) １１．５(16.5) ２．６(7.6) 

全 国 １６．２(15.3) ３８．５(35.6) ３１．４(32.7) １３．７(16.0) 

※ 表の数値は百分率（％）であり，（ ）内の数値は昨年度の結果である。  

 

以上の生徒質問紙の調査結果から，平成 25 年度から

本校で実施しているＳＭＡＲＴの活動は，２年目とな

る今年度さらに充実度を増しながら，普段の生活や社

会に出たときに役に立つという視点において，グロー

バルマインドを培う一助になっていると判断できる。 
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 さらに，今年度のＳＭＡＲＴの活動後に，本校第３学年の生徒に実施したアンケート調査の

結果によると，「自分の判断で行動する力に関する自信」に対して 61％の生徒が肯定的な回答

をした。また，「さまざまな考えを受け入れる柔軟性に関する自信」に対して 62％の生徒が肯

定的な回答をした。これらのことから，本校の生徒はＳＭＡＲＴの活動を通して，要素Ⅱであ

るチャレンジ精神や柔軟性にかかわる自信を高めていった様子がうかがえる。 

 

Ⅳ．おわりに 

 グローバルマインドを培うために本校では，グローバル人材の要素Ⅰ，Ⅱ，Ⅲのすべてを網

羅したカリキュラムを実践した。このカリキュラムは，要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション

能力や要素Ⅲ：異文化に対する理解の伸長を目指す「国際交流活動」と要素Ⅱ：チャレンジ精

神や柔軟性の伸長を目指す「ＳＭＡＲＴ」の２つの方向による実践である。 
 第一に，本校の国際交流活動は，生徒へのアンケート調査やインタビュー調査から，渡米し

た生徒の語学力に加えて，全校生徒におけるコミュニ

ケーションへの意識において有用な実践であることを

示した。第二に，本校におけるＳＭＡＲＴの活動は，

全国学力・学習状況調査から全国平均の 150％の割合

（表３における「当てはまる」の回答比は 1.49 である）

で，社会に出たときに有用な実践であることがわかっ

た。また，生徒へのアンケート調査から，自分で判断

して行動することや様々な考えを受け入れながら行動

することに関する意識において有用な実践であることもわかった。 
 今後は，今年度有効性を示した総合的な学習の時間を活用した「グローバルマインドを培う

カリキュラム」の枠組みをもとに，さらなる内容の充実をめざした実践を展開していきたい。

具体的には，例えば，プロジェクト学習システムや ICT の有効活用というような視点の導入を

構想している。また，各教科等で日々行う授業と連携する視点から，すべての教育活動におい

て子どもたちのグローバルマインドの伸長に寄与できるような実践を構想していきたい。これ

からも地域，日本，世界で積極的に挑戦し活躍できる人間を培うために本校の実践は継続され，

発展していく。 
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Ⅵ．社会のグローバル化に対応する資質・能力及び 

態度・価値観を育成するための幼小中一貫のカリキュラム開発 
 

広島大学附属三原幼稚園・小学校・中学校 

１ はじめに 

 

本学校園の新領域「希望（のぞみ）」への取り組みは３年目を迎え，研究開発指定校としては最

終年度となる。私たちは，益々少子高齢化・グローバル化していくであろう 10 年後，30 年後，50

年後を生きる子どもたちに「今育むべき資質・能力及び態度・価値観とは何か」を昨年度末に再考，

焦点化して目標構造図（図１），研究構想図（図２）を改善し，今年度の取り組みをスタートした。

また，小中学校においては教科等との関連を明らかにし，横断的な学習を取り入れた単元開発にも

着手していった。 

本構想においては，「グローバルリーダーとなりうる人材の育成」を重点課題と位置づけ，グロ

ーバル化に対応した能力・態度・価値観を育むための幼小中一貫のカリキュラムを開発・実践して

いくことを目的として研究を行うこととする。 

 

２ 研究開発におけるグローバル化の取組み 

 

研究開発課題 

「社会的自立の基礎となる能力・態度及び価値観の体系的な育成のための，幼小中一貫の新領域に

よる自己開発型教育の研究開発」 

 

(1) 新領域「希望（のぞみ）」におけるグローバル化に対応する取組み 

新領域「希望（のぞみ）」の学習領域『つながり』からにおいて，異文化理解や他国の方々との

コミュニケ―ションを通して「なりたい自分」を考えていけるような幼小中 12 年間の系統性のあ

る「希望（のぞみ）視点の保育」及び「希望（のぞみ）」の活動・単元を開発・実践し，社会のグ

ローバル化に対応するための資質・能力および態度・価値観の育成を目指す。 

 

(2) 教科等における取組み 

学校園教科部会共通研究テーマを「学ぶ意義を感じながら課題に粘り強く取り組む子どもの育成」

とし，新領域「希望（のぞみ）」との関連を図りながら，子どもたちの関心・意欲を高めるよう取

り組む。その一環として，相手意識や目標を明確にしたグローバルな活動を取り入れた単元（題材）

の開発を進める。また，「希望（のぞみ）」と教科との内容的な関連を図り，横断的な学習を取り入

れた単元開発に着手した。その際，英語・外国語活動・社会等との関連によりグローバルな視点で

の学習が深まるよう教科担当が相互に連携して進める。 
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(3)「グローバル人材育成」の要素と新領域「希望（のぞみ）」及び保育・教科との関連 

グローバル人材育成推進会議（2012 年）において「グローバル人材育成」の概念における要素Ⅰ

～Ⅲが提言されている。それに各附属・学校園における取組みをその他の要素としてまとめた対応

表（岩田 2012 による）に対し，「希望（のぞみ）」で育成する基礎的・汎用的能力，態度・価値観

及びその他の保育教科等で育成する資質・能力との関連性をまとめたものが表１である。 

 

表１「グローバル人材育成」の要素と新領域「希望（のぞみ）」及び教科等との関連 

   

 

 

 

 

「グローバル 

人材育成」 

の概念における要素   

「つながり」から 「自分づくり」から 

 

「もの・こと」から 教科等 

人間関係形成・ 

社会形成能力 

自己理解・ 

自己管理能力 

課題対応能力 

キャリアプランニ

ング能力 

共生 自律 参画 

Ⅰ 

語学  

コミュニケーシ

ョン  

 

◎ 

 

 

 

 

 
外国語活動 

英語科 

 

Ⅱ 

主体性・積極性  

チャレンジ精神 

協調性・柔軟性 

責任感・使命感 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

Ⅲ 

異文化理解   

アイデンティテ

ィ 

◎ 

 

 

 
 

 

 

美術科 

 

そ

の

他 

問題解決能力 

批判的思考 

ICT 活用能力 

 

 

 

 

 

 

    ◎ 

 

○ 

社会科 

 

「希望（のぞみ）」の学習領域「つながり」からでは，主に「国際」を柱とした単元を中心に，

要素Ⅰの「コミュニケーション」，要素Ⅲの「異文化理解」に係る能力，態度・価値観を育成する。   

また，学習領域「自分づくり」からでは，要素Ⅱの「主体性・積極性」，学習領域「もの・こと」

からでは，地域参画等の学習により，要素Ⅱの「チャレンジ精神」，その他の「問題解決能力」「ICT

活用能力」を育成するものである。 
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れ
あ
い
，
つ
な
が
る
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
自
分
の
思
い

や
気
づ
き
を
伝
え
た
り
相
手
の
思
い
を
聞
い
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

 
身
近
な
も
の
や
出
来
事
と
か
か
わ
る
中
で
，
思
い
の
実
現
に
向
け
て
自
分
な
り
に
考
え
た

り
試
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

 

年
長
 

学
校
園
内
外
の
他
者
と
ふ
れ
あ
い
，
つ
な
が
る
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
自
分
の
思
い

や
気
づ
き
を
伝
え
合
い
，
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
。

 
思
い
の
実
現
に
向
け
て
，
あ
き
ら
め
ず
に
取
り
組
む
中
で
，
認
め
ら
れ
る
体
験
を
積
み
重

ね
，
自
分
に
自
信
を
も
っ
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
。

 
身
近
な
も
の
や
出
来
事
と
か
か
わ
る
中
で
，
思
い
の
実
現
に
向
け
て
自
分
た
ち
な
り
に
考

え
た
り
試
し
た
り
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
し
よ
う
と
す
る
。

 

第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
 

学
校
園
内
外
の
他
者
と
ふ
れ
あ
い
，
つ
な
が
る
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
自
分
た
ち
の

こ
と
を
考
え
て
行
動
し
て
く
れ
る
人
た
ち
の
大
切
さ
を
感
じ
と
り
，
進
ん
で
受
け
入
れ
よ

う
と
す
る
。

 

「
自
分
と
向
き
合
う
活
動
」
を
中
心
と
し
た
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
目
標
を
も
っ
て

取
組
む
大
切
さ
に
気
づ
こ
う
と
す
る
。

 
身
近
な
集
団
と
か
か
わ
る
中
で

,驚
き
や
不
思
議
に
気
付
き
，
自
分
な
り
の
考
え
を
出
し

合
お
う
と
す
る
。

 

第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
 

学
校
園
内
外
の
他
者
と
ふ
れ
あ
い
，
つ
な
が
る
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
相
手
の
気
持

ち
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
き
，
共
に
活
動
し
よ
う
と
す
る
。

 
「
自
分
と
向
き
合
う
活
動
」
を
中
心
と
し
た
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
目
標
を
も
っ
て

取
組
む
大
切
さ
に
気
づ
き
，
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
。

 
身
近
な
集
団
を
巻
き
込
ん
だ
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
課
題
を
見
つ
け
な
が
ら
活
動
す

る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
き
，
様
々
な
解
決
方
法
を
考
え
出
そ
う
と
す
る
。

 

第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
 

学
校
園
内
外
の
他
者
と
ふ
れ
あ
い
，
つ
な
が
る
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
相
手
の
立
場

や
気
持
ち
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
き
，
進
ん
で
考
え
や
思
い
を
伝
え
合
お
う

と
す
る
。

 

「
自
分
と
向
き
合
う
活
動
」
を
中
心
と
し
た
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
ま
わ
り
の
人
の

た
め
に
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
き
，
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
判
断
し
て
行

動
し
よ
う
と
す
る
。

 

身
近
な
集
団
を
巻
き
込
ん
だ
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
計
画
的
に
活
動
す
る
こ
と
の
大

切
さ
に
気
づ
き
，
見
通
し
の
あ
る
解
決
方
法
を
考
え
出
そ
う
と
す
る
。

 

第
７
学
年
及
び
第
８
学
年
 

学
校
園
内
外
の
他
者
と
ふ
れ
あ
い
，
つ
な
が
る
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
め
ざ
す
自
己

の
実
現
の
た
め
に
，
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
を
尊
重
し
な
が
ら
考
え
や
思
い
を
伝
え
合

い
，
よ
り
よ
い
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
。

 

「
自
分
と
向
き
合
う
活
動
」
を
中
心
と
し
た
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
ま
わ
り
の
人
の

役
に
立
て
る
自
分
に
な
る
た
め
に
，
今
，
す
べ
き
こ
と
を
判
断
し
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
。 

身
近
な
集
団
や
社
会
を
巻
き
込
ん
だ
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
よ
り
よ
い
集
団
を
築
く

た
め
に
，
計
画
立
案
を
繰
り
返
し
な
が
ら
取
り
組
も
う
と
す
る
。

 
働
く
こ
と
に
対
す
る
意
義
に
気
づ
い
て
い
る
。

 
身
近
な
集
団
や
社
会
を
巻
き
込
ん
だ
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
，
よ
り
よ
い
集
団
を
築
く

た
め
に
，
見
通
し
を
も
っ
て
計
画
立
案
を
繰
り
返
し
な
が
ら
取
り
組
も
う
と
す
る
。

 
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
知
り
，
社
会
貢
献
に
対
す
る
意
義
に
気
づ
き
，
具
体
的

な
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
も
う
と
す
る
。

 

※
第

9
学
年

は
、「

学
習

領
域
ご
と

の
目

標
［
中
学

校
修
了
時
］
」
欄
に
記

載
 

図
１
 

 「
希
望
（
の
ぞ
み

）」
目
標
構
造

図
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３ 平成 26 年度の取組みの重点 

 

(1) 「希望（のぞみ）」「希望（のぞみ）視点の保育」における「国際」を柱とした活動・単元の

開発・改善 

「希望（のぞみ）」「希望（のぞみ）視点の保育」においては，学習領域「つながり」からの中で，

「国際コミュニケーション科」の研究を引き継ぎ，異文化への理解や実践的なコミュニケーション

能力の育成をめざし，「国際」を柱とした実践を行ってきた。この間開発した活動や単元では，本

学校園のめざす子ども像に向かっていくため，グローバル人材の育成に通ずる基礎的・汎用的能力

である「人間関係形成・社会形成能力」と合わせて態度・価値観「共生」の育成に重点的に取り組

んできた。 

そこで，ここでは「つながり部会」での取り組みについて明記する。12年間の具体的な活動・単元

の内容・目標・つけたい力，態度・価値観については表１のとおりである。本年度は，ねらいに沿

った適切な活動・単元となるよう開発及び指導計画の改善を行う。 
 

(2) 各教科等における単元（題材）の開発 

「学ぶ意義を感じながら課題に粘り強く取り組む子どもの育成」にむけ，新領域「希望（のぞみ）」

との関連を図りながら，子どもたちの関心・意欲を高めるよう，相手意識や目標を明確にしたグロ

ーバルな活動を取り入れた単元（題材）の開発を進める。その際，グローバル化に対応する力とし

て「①日本文化の理解，②様々な文化の理解，③読み取ることを中心としたコミュニケーション力，

④伝えることを中心としたコミュニケーション力」のうち，何をねらうのかを明確にして単元（題

材）を開発する。 

 

(3) 実施の効果に係る評価・検証 

①「希望（のぞみ）」「希望（のぞみ）視点の保育」における評価・検証 

幼稚園は，５月と７月に「能力尺度及び価値観評価表」と保護者アンケート，教師によるエピソー

ドの蓄積とそのカンファレンスから考察を行い,評価・検証する。 

小中学校は，５月と７月に「希望（のぞみ）」アンケートを実施する。また各単元の事前事後ア

ンケート，教師による観察，児童生徒の感想等により検証する。 

 

②教科等における評価・検証 

 教科等においては，開発した単元（題材）の指導案を作成し蓄積していく。また，その結果，「①

日本文化の理解・②様々な文化の理解・③読み取ることを中心としたコミュニケーション力・④伝

えることを中心としたコミュニケーション力」についてグローバル化に対応する力の育成につなが

ったかを明らかにする。 

なお中学校英語科においては，評価の観点「外国語表現の能力」及び「コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度」の３段階評価の状況，ALT との面接におけるパフォーマンス評価結果等により

検証する。 
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表２ 「希望（のぞみ）」の「学習領域『つながり』から」における「国際」を柱とした活動・単元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年少 年中 年長 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年

留学生さんと
ふれあおう～
思いを出す～

留学生さんと
ふれあおう～
思いを出す・
聞く～

留学生さんと
なかよくなろう
～違いに気づ
く～

交流会をみん
なでつくろう～
留学生の方と
なかよく～

留学生さんと
の交流

留学生さんと
の交流

絆プロジェクト 絆プロジェクト
～留学生さん
との
交流～

自分たちで作
る行事～外国
の方に
インタビューし
よう～

平和公園へ
行こう

ヒロシマから
オキナワへ～
そして世界へ
～

ピース
プロジェクト

簡単な挨拶や
自己紹介、歌
を歌ったり踊
りを披露した
りして、外国
の方々との交
流を行う。

外国の方々
に日本の遊び
を紹介したり
外国の遊びを
紹介しても
らったりして
異文化理解を
深める。

留学生との交
流活動（内容
検討中）

外国の方々と
の交流活動
（内容検討
中）

自己紹介や
相互へのＱ＆
Ａ活動を中心
とした留学生
との交流活動
を行う。

修学旅行地で
出会った方々
にインタ
ビューをする。

平和公園を訪
問し見学や講
演を通して平
和について考
える。

ヒロシマ・オキ
ナワの歴史や
様々な立場の
人々の考えを
学び平和につ
いて考える

広島平和記
念公園内の
施設をガイド
し，平和に対
する意見交流
をする。

・いろいろな
人や文化に
出会うことを
楽しむ。
・自分と他者
の違いやよ
さに気づく。
・いろいろな
人に自分の
思いをいろ
いろな方法
で伝えようと
する。

・いろいろな
人や文化に
出会うことを
楽しむ。
・自分と他者
の違いやよ
さに気づく。
・いろいろな
人に自分の
思いをいろ
いろな方法
で伝えようと
する。

・いろいろな
人や文化に
出会うことを
楽しむ。
・自分と他者
の違いやよ
さに気づく。
・いろいろな
人に自分の
思いをいろ
いろな方法
で伝えようと
する。
・自分の思
いや考えを
いろいろな
人にわかり
やすく伝え
る。

・自分と異な
る物の見方
や考え方を
する人々を
理解したり，
尊重したりで
きるようにす
る。
・異なる見方
や考え方，
多文化共生
に対する自
分の考えを
持つことが
できるように
する。

・多様な価
値観を理解
したり，尊重
したりする中
で，自らの
見方や考え
方をより豊
かなものに
しようとす
る。
・多文化共
生社会の中
で，自分たち
ができること
を考え実践
していくこと
ができるよう
にする。

・多様な価
値観を理解
した上でさま
ざまな人と
積極的に意
見交流をす
る。
・世界の中
の日本人と
して，平和に
対する異
なった考え
や共通する
考えを見出
そうとする。

・平和な社
会を築くため
に私たちに
できることを
考えるように
する。

・異なる文化
の人たちと
平和を語り
合う活動を
通して，世界
の中の自分
や日本を意
識し，世界
平和に貢献
しようとす
る。

他
者
に
働
き
か
け
る
力

新しい環境
や身近な人
たちにかか
わろうとす
る。身近な
人たちとか
かわる中
で，自分の
思いを伝え
ようとする。

様々な人た
ちとかかわ
る中で，自
分の思いを
伝えたり，相
手の思いや
気づきを聞
いたりしよう
とする。

様々な人た
ちとかかわ
る中で，自
分の思いや
気づきをい
ろいろな方
法で伝えた
り，相手の
思いや気づ
きを聞いたり
しようとす
る。

新しい環境
や人間関係
に適応しよう
とする。
相手の必要
としているこ
とに応じて，
自分の意見
を分かりや
すく伝えた
り，相手の
意見を丁寧
に聞いたり
する。

様々な立場
の人に対し
て，場に応じ
た表情や態
度で自分の
意見を分か
りやすく伝え
たり，相手の
意見を丁寧
に聞いたり
する。

自分の意見
を分かりや
すく伝えた
り，相手の
意見を丁寧
に聞いたり
する。
相手を励ま
したり，支え
たりしようと
する。

他
者
を
理
解
す
る
力

相手の思い
に気づく。

相手の思い
に気づく。

相手の思い
に気づき，
受け入れよ
うとする。

相手のよさ
を見つけな
がら，相手
の考えや思
いを理解し
ようとする。

相手の個性
を認め，受
け入れなが
ら，相手の
考えや思い
を理解しよう
とする。

相手のこと
を尊重しな
がら，相手
の考えや思
い，夢や希
望などを理
解しようとす
る。

態
度
・
価
値
観

共
生

・自己実現と
目指せる社
会を実現す
るために、自
分のことだ
けでなく、相
手の立場や
気もちを理
解し尊重し
ようとする。

内容

・留学生と一緒に遊んだり,お弁当を食べた
りして一緒に過ごす。
・海外の遊びの様子を教えてもらい,取り入
れて遊ぶ。
・外国の歌や踊りを教えてもらう。

目標

基
礎
的
・
汎
用
的
能
力

付
け
た
い
力
・
態
度
・
価
値
観

・いろいろな人たちとかかわろうとす
る。・自分の思いを伝えようとする。・い
ろいろな人の思いを聞いたり、その人の
気もちを考えたりしようとする。

・自分の意見を伝えようと
する。・相手の伝えたいこ
とを聞いたり，相手の気持
ちを考えたりしようとする。

表１　「希望（のぞみ）」学習領域「つながり」からにおける「国際」を柱とした活動・単元

単元・活動

新しい環境や身近な人た
ちにかかわろうとする。自
分の意見をいろいろな方
法で伝えたり，他者の意
見を聞いたりする

相手の立場に立って，相
手の考えや思いを理解し
ようとする。

・自分たちと異なる文化を
もつ人々に興味・関心をも
ち，尊重しながらともに活
動できるようにする。

・自分の思いを表現した
り，伝え方を工夫したりす
ることができるようにす

る。

・自分たちと異なる文化を
もつ人々の存在を理解し，
素直に受け入れともに活
動できるようにする。

・自分の思いを表現した
り，伝えようとしたりするこ
とができるようにする。

・相手の立場を考えなが
ら，自分の意見を伝えた
り，相手の意見を聞いたり
しようとする。

・自分の見方や考え方を
より豊かなものにするため
に，多様な価値観や相手
を理解したり，尊重したり
しようとする。

・自己実現のために，多様
な価値観や多角的な物の
見方をしながら他者とか
かわり，相手の良さを見つ
け個性を認めようとする。

自分の意見を自分に合っ
た方法で伝えたり，他者
の意見を聞いたりする。

自分の意見を相手に応じ
た方法で伝えたり，他者
の意見を聞いたりする。

相手の立場を自分のこと
のように想像しながら，相
手のことを考え理解しよう
とする。

相手の伝えたいことや気
持ちを考えようとする。
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４ 実践報告 

 

(1) 「希望（のぞみ）」「希望（のぞみ）視点の保育」における「国際」を柱とした活動・単元の

開発・改善と実施の効果 

① 幼稚園 

幼稚園においては，「希望（のぞみ）視点の保育」の中で留学生との交流を９月より継続して行

ってきた。昨年度の課題を改善し，幼児期の子どもたちの特性を生かした取り組みになるようにし

た。以下，今年度の留学生との交流による年間活動計画（表２）と交流の方向性を示している。 

 

表３ 留学生交流年間活動計画 

月 留学生人数 ねらい 交流の主な内容 

９月４日 

木曜日 

 

5 名 

・留学生の方に親しみをもち,

一緒に遊ぶことを楽しむ。 

・外国の遊びや様子を教えて

もらい自国と他国の文化に

興味関心をもつ。 

・留学生と一緒に遊んだり,お弁当を食べた

りして一緒に過ごす。 

・海外の遊びの様子を教えてもらい,取り入

れて遊ぶ。 

・外国の歌や踊りを教えてもらう。 

10月７日 

火曜日 

 

5 名 

・留学生の方に親しみをもち,

一緒に遊ぶことを楽しむ。 

・外国の遊びや様子を教えて

もらい自国と他国の文化に

興味関心をもつ。 

・留学生と一緒に遊んだり,お弁当を食べた

りして一緒に過ごす。 

・海外の遊びの様子を教えてもらい,取り入

れて遊ぶ。 

・外国の歌や踊りを教えてもらう。 

12月２日 

火曜日 

 

5 名 

・留学生の方に親しみをもち,

一緒に遊ぶことを楽しむ。 

・外国の遊びや様子を教えて

もらい自国と他国の文化に

興味関心をもつ。 

・留学生と一緒に遊んだり,お弁当を食べた

りして一緒に過ごす。 

・海外の遊びの様子を教えてもらい,取り入

れて遊ぶ。 

・外国の歌や踊りを教えてもらう。 

1月 15日 

木曜日 

お正月遊び 

《年少・年中》 

3 名 

・留学生と一緒に自国や他国

の正月遊びを楽しむ。 

・日本と他国の正月の様子や

雰囲気を知り，自国と他国

の文化に興味をもつ。 

・子どもたちと日本の正月遊びを楽しむ。 

・留学生から母国の正月遊びを教えてもらっ

たり一緒に日本の正月遊びをしたりする。

また，留学生から母国の正月の様子や雰囲

気を聞く。 

2月 20日 

金曜日 

卒園茶会 

《年長》 

2名 

・留学生と共に卒園茶会に参

加し，伝統ある和文化に興

味をもつ。 

・卒園茶会に留学生と共に参加し，茶室の落

ち着いた雰囲気や日本の伝統文化，もてな

しの心にふれたり，お茶会での心得を知っ

たりする。また，茶道同好会の先生にお茶

や茶室について質問する。 

 

○ 今年度の留学生との交流の計画について[方向性] 

・１年間を通して各クラス同じ方に来ていただき，親しみをもつとともに，よりかかわりを深めて
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いく。 

・普段の生活の日に来ていただき，子どもたちの遊びの

中に自然な形で入り過ごしていただくことで，双方向

のかかわりが生まれるようにする。 

・クラスに応じて，歌や踊りや遊びを教えていただいた

り，テーマのある遊びが盛り上がっている場合には異

文化の要素を教えていただいたりし，遊びの中に新た

な視点を取り入れ，より遊びが盛り上がるようにする。               

図２ 年長 留学生とのふれあい 

                            

〇 実施の効果 

幼稚園では，学習領域「つながり」からでねらう力や価値観について，５月と７月に「能力尺度

及び価値観評価表」を用いた評価，保護者アンケートを行った。その結果は以下の通りである。 

 

表４「人間関係形成・社会形成能力」に係る尺度  表５「人間関係形成・社会形成能力」の変容 

 

 

３段階（３＝能力が育まれている，２＝能力が育まれつつある，１＝能力が育まれていない） 

 

 年少では，「他者を理解する力」について評価１が 61％減少し，年中では，「他者を理解する力」に

ついては，評価３が５％減少した。また，年長では，「他者に働きかける力」について評価３が 23％増

加した。 

  表６ 保護者アンケートの結果 

 保護者の調査は家庭における子どもの姿を質問し

ている。保護者の記述の中から，つけたい能力が育ま

れている姿，育まれつつある姿を抜き出し，それらの

記述の合計数をもとに能力ごとの割合を出していった。

因子 
学年 評

価 

７月 ７－５

月 

他者に働
きかける
力 

年少 

３ 7% 7% 
２ 93% 11% 
１ 0% －18% 

年中 

３ 10% 5% 
２ 90% 2% 
１ 0% －7% 

年長 

３ 44% 23% 
２ 54% 0% 
１ 2% 0% 

他者を理
解する力 

年少 

３ 18% 14% 
２ 79% 46% 
１ 4% －61% 

年中 

３ 15% －5% 
２ 76% 15% 
１ 10% －10% 

年長 

３ 59% 13% 
２ 42% －8% 
１ 0% －4% 

尺度 

『他者に働きかける力』（共存共生の重視） 
３：いろいろな人（同学年・年下の異学年など）に

対して，相手にわかりやすいように，言い方を
考えたり身振りや手振りを交えたりして根気よ
く伝えようとする。 

２：気の合う友だちや教師など親しみをもった人に
対して，自分の思いをわかってもらおうと，言
葉やしぐさ，表情や身振り手振りなど，自分な
りの言い方で伝えようとする。 

１：ひとりごとなど，思いを自分なりに表現してい
るが，他者に伝えようとしない。 

『他者を理解する力』（他者の尊重） 
３：いろいろな人の思いに気づき，相手に共感した

り自分なりの思いをもったりする。 
相手の思いや気づきを受け入れ，自分の思いとの
折り合いをつけようとする。 

２：相手の思いや気づきに対して，耳を傾けるが折
り合いをつけようとせず，自分の思いを押し通
そうとする。 

１：相手の思いや気づきがあることに気づかず，自
分の思いだけを押し通そうとする。 

因子 学年 ７月 ７－５月 

他者に働き

かける力 
年少 42% 13% 

年中 32% 6% 

年長 39% 19% 
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表５は，「他者に働きかける力」が育まれている子どもの姿の割合を５月と７月で比較したものである。

表５より，「他者に働きかける力」が年少では 13％，年中では６％，年長では 19％上昇している。 

 

表７ 「共生」の変容 
年少では，「共存共生の重視」について，評価 a

が 18％増加し，年中では，「共存共生の重視」に

ついて，評価 aが 29％増加，年長では「他者の尊

重」について，評価 aが 38％増加した（表６）。 

 

また，幼稚園においては，留学生との交流で

のエピソードを９月から蓄積し，考察を行う中

で評価を行った。 

計４回の交流を通して，各クラスほぼ同じ留

学生に来ていただいた。回数を重ねていく中で

子どもたちは留学生が来て下さることを心待

ちしている様子が窺えた。第１回の交流では，

年少児たちが初めて出会う留学生にとまどい， 

緊張している様子が見られた。また，年長児に 

おいては，留学生と同じ空間の中にはいるがか

かわりを楽しんでいる様子には見受けられなかった。しかし，交流を重ねていくうちに留学生が来

園すると自分からかかわっていこうとする年少児の姿や自分たちのお気に入りの遊びに誘う年長

児の姿が見られるようになった。留学生の方々は，子どもたちに自然体で接してくださるとともに，

子どもたちの思いを受け入れてくださったり気遣ったりしていた。１日を一緒に過ごす中で，子ど

もたちは留学生のやさしさを感じる体験を積み重ねてきた。これにより，子どもたちの中で留学生

に対する親しみの気もちが湧いていき，子どもたちからかかわっていくという姿につながったと考

える。 

また，年長組での交流では，次のような姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは，日本語を習得していない留学生に子どもたちが，「氷鬼」の遊びに誘い，遊び方を身振

り手振りで一生懸命伝える姿である。園での普段の生活の中に入っていただいたため，留学生は，

子どもたちのしたい遊びを受け入れてくださり，一緒に遊んでくださった。また，交流の回数を重

因子 学年 評価 ７月 ７－５月 

 

 

共存共生

の重視 

年少 
a 96% 18% 

b 4% －18% 

年中 
a 81% 29% 

b 20% －30% 

年長 
a 90% 25% 

b 10% －25% 

 
 
他者の尊

重 

年少 
a 70% 43% 

b 32% 43% 

年中 
a 37% 20% 

b 63% －20% 

年長 
a 71% 38% 

b 30% －38% 

子どもたちが留学生を「氷鬼」に誘う。ルールを身振り手振りで留学生に伝えるが，伝わら

ない。その後，子どもたちがジェスチャーをし始める。その様子を留学生は一生懸命見ながら

も，首を傾げ「ん？」困っている表情である。それを見た子どもたちが，「じゃあ，見ててね，

俺が鬼でＡ君が逃げる役ね。こうやって追いかけてタッチするじゃろ，そしたら，見て！固ま

るんよ。氷。かちんこちん」と言ながらやって見せる。留学生は首をかしげながらも，“うん”

と頷くと，子どもたちはわかったととったのか「じゃあ，はじめ！」と逃げ始める。初めは留

学生も様子を見ながら参加をしていたが，途中，あっと驚いたような顔をし，子どもがやった

ジェスチャーを真似しながら「あー！」と言って納得をしていた。 

a：価値観が育まれている  b：価値観が育まれていない 
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ねるごとに，子どもたちの中に留学生に対する親しみが湧いていき，子どもたちから留学生の方を

遊びに誘うようになった。こうした過程を踏んできた結果，留学生と子どもたちの双方向のやりと

りが増えていったと考える。 

 

② 小学校・中学校 

〇 実践事例（小学校） 

昨年度，小学校における「国際」単元は，１・２・５・６学年のみであったが，今年度は，３・

４年生でも「留学生さんとの交流」「絆プロジェクト」の単元を計画し，より系統的なカリキュラ

ムとなるよう改善しているところである。 

すでに実施した単元の状況は次のとおりである。 

５年生「希望（のぞみ）」においては広島大学の 10 人の

留学生との交流会の第 1回目を６月に実施した。留学生さん

との交流に向けての活動や交流会を通して，自分にできるこ

とを見つけたり，友だちのためにすすんで行動したりする力

を伸ばすとともに，自分と異なる国や言語の人々を理解しよ

うとすることの大切さを感じ，多文化共生社会を生きていこ

うとすることをねらった単元である。交流会へ向け児童が計

画を立て，すべて英語で会話ができるよう取り組んだ。また

事後には交流会や交流会に向けた自分たちの行動と留学生

の様子をふり返る活動を通して，外国の人と交流する際に大

切なことについて意見交流をした (図４)。 

〇 実践事例（中学校） 

中学校９年生「希望（のぞみ）」では，12 年間の集大成

の行事であり，今年で 10 年目を迎えたピースプロジェクト

において，生徒は，英語によるコミュニケーションに果敢に

チャレンジした。また今年度は，その場での交流だけでは聞

き取りきれないという課題の改善をはかるため交流相手の

先生方に平和への考えを色紙に綴っていただいた。事後はそ

れらの色紙の文書から平和についての考えを広げようと和訳に一生懸命取り組む姿が見られた。 

〇 実施の効果 

小中学校では，学習領域「つながり」からでねらう力や価値観について，５月と７月の児童生徒

質問紙等調査を実施した（表７）。その結果，「人間関係形成・社会形成能力」に係る質問紙の肯定

的評価の平均は，５月 77％，７月 79％となり，２％増加した。また，「共生」に係る質問紙の肯定

的評価の平均は，５月 91％，７月 92％となり，１％増加した。 

また，「国際」を柱とした単元の事前事後アンケートや具体的な子どもたちの変容について検証

したりしながら，実践事例を作成した。 

たとえば留学生との交流では，交流後の振り返りにおいて，児童の記述の中には，次のようなも

のが見られた。 

「留学生さんとみんなが楽しめて，時間を有効に使って，留学生さんと少しでも長い時間いられ

るようにプログラムを作った。」と書いており，「友だちの様子などをみて」どう行動すればよいの

図３ ５年 留学生との交流 

図４ ９年 ピースプロジェクト 
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かを考えていた。 

他にも，「交流を終えて，言葉が通じなかったらどんなに大変なのかを学んで，留学生さんに英

語で伝えなくてもジェスチャーなどで伝えたら，留学生さんも分かってくれることを発見しました」

「言葉が伝わらなくても，言葉以外で伝えようとしたら伝わる」という記述があり，様々な人とコ

ミュニケーションをとる場合には，言葉だけが手段となるのではなく，身振りや手振り等のジェス

チャーでも分かってもらえることに気づいていた。また，振り返りの作文でも，「今回学んだこと

は，伝わらなくてもがんばって伝えようとしたら，相手も理解してくれるということを学びました。」

と記述していた。 

このことから，最初は英語を話すことができないと，自分が伝えたいことを伝えられないという

ことを考えていたようだが，実際に交流体験をすることによって，自分が相手意識をもって伝えよ

うとすれば，伝えたい気持ちが通じるということにつながったようである。つまり，「コミュニケ

ーション力」「異文化理解」等の力が向上し，子どもたち自身の意識の変容につながったのではな

いかと考える。 

 

表８ 「希望（のぞみ）」児童生徒質問紙における肯定的回答（一部抜粋）（単位％） 

力・価値観 質問項目 
5月 ７月 

全体 全体 

人間関係形成・
社会形成能力 

他者に働き

かける力 

家族の人や友だちに自分の思いをしっかりと伝えること

ができる。 
70 73 

声の大きさや話し方を気を付けて，聞き手にわかりやすく

話すようにしている。 
69 73 

信頼できる友だちがいる。 90 91 

他者を理解

する力 

相手の気持ちを考えながら，声をかけたり関わったりする

ことができる。 
79 84 

共生 

共存共生の

重視 

いろいろな人たちといっしょに話をすることは楽しいと

思う。 
94 95 

自分の考えを出して話し合おうとしている。 84 86 

他者の尊重 

話す人の気持ちを考えながら，話を聞いている。 90 93 

自分と考えがちがう人の話を聞こうとしている。 93 92 

いろいろな人といっしょに話をして，自分では思いつかな

かったことに気付いたことがある。 
93 94 

 

(2) 各教科等における単元（題材）の開発 

グローバル化の視点から各教科等においては，これまでの実践の成果や課題を踏まえ，少しずつ

改善を加えながら進めた（表８）。 
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表９ 小中学校で行ってきたグローバル化に対応した単元（題材）の状況 

交流相手 学年 教科等 Ｈ25 年度実践内容 Ｈ26 年度実践内容 

 ４年 社会 

グローバル化に対応したク
ールジャパン戦略（キャラ
クタービジネス）の将来性

についての単元開発を行っ
た。 

 

 ５年 社会 

 『文化』に焦点化したグローバ

ル社会学習（グローバル化に対
応した小学校文化産業学習）
を，日本アニメ「ドラえもん」

および「千と千尋の神隠し」を
事例として単元開発を行った。 

海外からの旅行客 ６年 

外 国 語

活動 
（一部新
領域「希

望（のぞ
み）」） 

修学旅行地で出会った方々

にインタビューをする。 

今年度も同じ活動を５月の修

学旅行時に実施している。 

広島大学の留学生 ９年 社会 

自分の国の紹介をする。テ

ーマは世界遺産，衣食住な
どであり，言語は英語を使
用する。 

留学生の学校訪問の際，自校の

国際交流の取組について 2名
の教諭（英語・美術）がＰＰで
説明し，意見交流した。さらに

９年「希望（のぞみ）」の時間
（ピースプロジェクト）のゲス
トティーチャーとして海外の

客人に平和公園を案内できる
よう英会話練習の対応をして
いただいた。 

C.M.Eppes 中学校 
（アメリカ合衆国） 

７～９
年 

英語 

手紙の交換を年に３回程度
実施する。C.M.Eppes 中学

校は広島大学の相互体験型
海外教育実地校である。 

文通は相手校の都合により休
止となった。 

英語科の取り組みとして，学習
規律の校内掲示の英語版等を
作成するなど，掲示物の工夫を

した。９年はピースプロジェク
トと関連を図った指導をした。 

沖縄駐留米軍家族 

（E-アドベンチャー） 
８年 

特別活動 

英語 
美術 

修学旅行地沖縄において，E

アドベンチャーの活用によ
り，沖縄駐留米軍家族との
半日交流を実施した。 

夏休みには，平和に関する新聞

記事の感想を英作文した。英語
科では，英語カードファイルを
作成し，実践にいかせるように

した。また，美術で鑑賞した鳥
獣人物戯画の英語カードを作
成し，Eアドベンチャーに臨ん

だ。 

Cloonan Middle 

School 
Rippowam Middle 
School IB School 

（アメリカ合衆国） ７年 美術 

世界中の Art Links(クリエ

イティブ・コネクション)
に所属する中学校が，共通
のテーマで互いに絵を描

き，作品を交換・鑑賞し，
分析した。今年のテーマは
「私たちの食文化を紹介し

よう」であった。 

昨年度の取り組みに対し，学校

賞を受賞し，その授賞式（米国）
に校長が出席したため，その様
子（You tube）を英語の時間に

見せ，解説した。また，団体関
係者が来校し，受賞した生徒
が，自作を紹介する等の交流が

できた。今年度は，木版画作品
を送付し，交流した。 
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① 小学校における実践 

【実践事例】 

小学校社会科ではグローバル化に対応した授業開発を「文化」に焦点化して行った。事例として，

日本国内はもちろん東アジア・東南アジア諸国で人気作品となってはいる一方で，アメリカでは 2014

年まで放送されなかった「ドラえもん」を取り上げ，その理由について考える場を設定した。その後，

グローバル化に成功した事例として，一般的に文化・生活習慣に合わせて様々な変更を加えたローカラ

イズ（現地化）されるが，全く内容の変更なしにアメリカ等の欧米で受け入れられ，ベルリン国際映画

祭では金熊賞を，米国のアカデミーアワードでは長編アニメーション映画賞を受賞するなど高く評価さ

れた「千と千尋の神隠し」を事例として，文化面でグローバル化に対応するための方法について考えさ

せた。 
さらに日常的な取り組みとして，小学校では，自伸会信条（図６）を今年度から４学年以上の学

年において英語で覚える取り組みを行っている。 

 

１，We shall develop ourselves though our ability. 

２，We shall serve people and feel pleasure and thanks for this.  

３，We shall pay regard to our rules. 

図５ 自伸会信条 

 

また，朝の会や授業で一部英語を取り入れたり，教室環境についても掲示物（日時等）を英語で

書かれているものにしたり，世界地図および世界の国々の様子等を掲示していく等，自然にグロー

バル化を意識できるような環境を整えていくことにも取り組んでいるところである。 

【成果と課題（○成果・●課題）】 

○ 小学校社会科授業の中で，グローバル化社会に対応することに成功した文化的事例を取り上げ

た単元を開発し実践することができた。 

○ 自伸会信条の取り組みにより，留学生の方との交流等で外国の方に対し，自分たちが常日頃か

ら学校生活の中で意識している信条について英語で説明することができていた。 

● 小学校社会科授業において，日本アニメがアメリカを中心とした世界各国で受け入れられてい

る現状については学習することができた一方で，文化が形成された背景にまで十分迫ることがで

きなかった。 

 

② 中学校における実践 

【実践事例】 

本年度中学校では，８年（中２）の修学旅行におけるＥ

アドベンチャー（半日の国際交流）に関連した，英語科と

美術科による取り組みを行った。 

Ｅアドベンチャーとは，沖縄在住の外国人と交流をし，

異文化理解をするプログラムである。他国の文化や言語，習

慣等を学び，同様に自国の文化や習慣を伝え，お互いの理解

を深め合うことで英語が話せることの重要性や英語が通じた

ことによる喜びを感じ，語学を学ぶ大切さを一層実感するこ  図７ 自己表現「好きな場所」 

－ 56－



13 
 

とをねらいとしている。また，本校では，学んだ英語を使っ

たコミュニケーションの図り方と，異文化を体験することで

得られたことを，来年度の広島平和公園で行うピース・プロ

ジェクトにつなげている。 

○ 英語科の実践 

授業で学習した自己表現をＥアドベンチャーで効果的に

活用するために，関連する絵や写真とその説明（図７・８）

をカードケースに入れて持参した。内容は「お勧めの観光地」

「好きなこと・もの」「将来の夢」などである。事後，カー

ドを見せながら会話したこといついて，図９のような感想

を持っていた。 

成果としては，英語の授業で学習した自己表現を教室内

だけに留めるのではなく，実際のコミュニケーション場面

で有効活用することができた。その際，絵や写真を見せな

がら自分のことを伝えたので，言葉だけでは十分に伝わら

ないところを補うことができたようだった。相手と意思疎

通が図れたことに達成感を得た生徒が多かった。 

一方，課題としては，車での移動や動く活動が中心だっ

たグループは，カードを見せながら話すタイミングが難し

かった様子だった。今後の授業において，写真や絵を見な

がら自分達のことを話すきっかけをつくるような場面設

定をして，会話練習をさせたい。 

○ 美術科の実践 

美術科では，絵巻物の鑑賞の題材において，鳥獣人物戯

画の模写をし，その特徴や面白さについて，定型の短文に

まとめ，英訳したものをカードにして，Ｅアドベンチャー

のホストファミリーに説明し贈呈した（図 10・11）。これ

は，外国の方に日本の文化の良さを知っていただきたいと

いう目的を持って，絵巻物を鑑賞することで，日本の美術

への関心・意欲を高めたり，外国の方に語ることで新たな

発見をしたりすることをねらったものである。 

体験後に①あなたが伝えたこと②相手の反応③新しい

発見・気づきについて簡潔に記述するレポートを提出させ

。たっあでりおとの５表は容内な主のトーポレ）21図（。た

ホストファミリーの方々の豊かな感情表現や温かい賞賛

の言葉を通して，絵を描いてよかったと感じたり，鳥獣人

物戯画の魅力を改めて感じたりした生徒の様子がうかが

えた。また，体験全体と関連させ，「Ｅアドベンチャーで

外国の文化に私たちが興味を持つことができたように，ホ

図８「好きな場所」を説明する写真 

図９ カードを活用した学習への感想 

図 10 鳥獣人物戯画紹介カード 

図 11 カードを見るホストファミリー 

図 12 事後レポート 
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ストファミリーの方も鳥獣戯画に興味を持ってくださいました。よって，人は自分の中での常識と

は異なるものに興味をもつということが実感できました」という感想を抱いた生徒もいた。 

これらの感想や生徒の様子を通して，自分がとらえた日本文化の良さを外国の方々に伝えるとい

う相手意識を持って鑑賞したり，実際に相手の反応を見ながら伝えたりすることにより，「もっと

日本の美術について知り，異文化の方々と交流してみたい」等，日本の美術への関心・意欲を高め

ることができたと考える。一方課題としては，グローバル人材として生徒が日本の美術について生

き生きと語れるだけの材料を美術室で習得させることであり，その手立てについては，今後検証し

ていきたい。 

 

表 10 事後レポートの主な内容 

①伝えたこと 鳥獣人物戯画の特徴・自分の感想・動物の紹介等 

②相手の反応 豊かな感情表現・丁寧なコメント・興味を持った様子・積極的な質問・あいづち 

話の盛り上げ方・理解の示し方等 

③新しい発見

気づき 

（〇よさ 

●課題 

◎ 今 後 の 展

望） 

 

○ホストファミリーの方も，よく知られているようだった。 

○日本文化・墨絵に興味を持たれていることがわかった。 

○絵だから伝わりやすい。 

○美術が人を笑顔にすると実感した。 

○外国人の大人にも子どもにも興味を持たれる鳥獣人物戯画の魅力を改めて感

じることができた。 

●解説文を準備していても，緊張して思うようにいかないものだ。 

◎もっと世界のいろいろな国の人とも交流してみたい。 

◎人に喜んでもらえる作品をこれからも作りたい。 

◎自分たちが日本文化をもっと楽しみ継承すべきだ。 

 

③ 教科等における評価・検証 

本年度，本学校園の保育・教科部会は「学ぶ意義を感じながら課題に粘り強く取り組む子どもの

育成」を共通テーマに掲げ，新領域「希望（のぞみ）」との関連を図りながら，子どもたちの関心・

意欲を高めるよう取り組んだ。その中で，相手意識や目標を明確にしたグローバルな活動を取り入

れた単元（題材）の開発を進めることができた教科も増えている。このような実践においては，グ

ローバル化に対応する力として掲げられた「①日本文化の理解，②様々な文化の理解，③読み取る

ことを中心としたコミュニケーション力，④伝えることを中心としたコミュニケーション力」のう

ち，何をねらうのかを明確にして単元（題材）開発をしているところである。 

 今後は，実施できている教科の事例を参考にしながら，全教科へ広げていくと共に，具体的な評

価・検証計画についても，次年度の重点として取り組んでいかなければならない。 

 これらは，今後各教科部の研究において共通理解のもと実施していく。 
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５ おわりに 

本研究の成果として，研究開発指定校としての本学校園の新領域「希望（のぞみ）」への取り組

みが最終年度（３年目）を迎え，将来グローバル化社会を生きる子どもたちに対し，今育むべき資

質・能力及び態度・価値観に焦点化して目標構造図（図１）を改善したものを踏まえ，実践を行っ

た。また同時に，小中学校において可能な教科等との関連を図った取り組みを始めている。ここで

は，「グローバルリーダーとなりうる人材の育成」を重点課題と位置づけ，主に新領域「希望（の

ぞみ）」においてグローバル化に対応した能力・態度・価値観を育むための幼小中一貫のカリキュ

ラムの開発・実践を行うことができつつある。 

一方，課題としては，先述したようにグローバル化人材育成という観点から，各教科における単

元（題材）開発や評価・検証が十分でない。このような視点から，教科等の単元（題材）を捉え直

し，単元（題材）の開発を行っていくことが，今後必要となるのではないかと考える。 

 

【参考文献】    
１）広島大学附属三原幼稚園・小学校・中学校『平成 19 年度研究開発実施報告書第５年次』2008 

２）広島大学附属三原幼稚園・小学校・中学校『平成 20 年度研究開発への取り組みに関する部会

実践事例集第６年次』2009 

３）広島大学附属三原幼稚園・小学校・中学校『平成 20 年度研究開発実施報告書第６年次』2009 

４）広島大学附属三原幼稚園・小学校・中学校『平成 25 年度第 16 回幼小中一貫教育研究会紀要』

2013 

５）広島大学附属三原幼稚園・小学校・中学校『平成 26 年度第 17 回幼小中一貫教育研究会紀要』

2014 

６）広島大学附属三原幼稚園・小学校・中学校『研究開発実施報告書 平成 26 年度（第３年次）』

2015 

７）広島大学附属三原幼稚園・小学校・中学校『研究開発実施報告書（別冊資料） 平成 26 年度（第

３年次）』2015 
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〔各章〕 

Ⅶ．グローバル人材に求められる資質・能力を育む教育課程の開発

～持続可能な社会の構築に向けての基盤となるクリティカルシンキングの育成～ 
 

広島大学附属福山中・高等学校 

 
１．はじめに 

 附属福山では，これまで，文部科学省 研究開発学校の指定を受けた教育課程の開発を 12 年

間行ってきた。 

平成 15～17 年度「中学校・高等学校を通して科学的思考力の育成を図る教育課程の研究開

発」，平成 18～20 年度（延長 3 年）「中等教育における科学を支える「リテラシー」の育成を

核とする教育課程の開発」をテーマに研究開発を行い，全教科で科学的思考力やリテラシーを

育む「サイエンスプログラム」を提案した。 
平成 21～23 年度は先の研究開発をベースに，「クリティカルシンキングを育成する中等教育 

教育課程の開発」をテーマとして，新教科「現代への視座」を設置し，クリティカルシンキン

グをいかに捉え育むかについての具体例と系統的な教育課程を提案した。この「クリティカル

シンキング育成プログラム」では，クリティカルシンキングを「適切な規準や根拠に基づき，

論理的で偏りのない思考」，「よりよい解決に向けて複眼的に思考し，より深く考えること」と

位置づけ，他者の考えなどを鵜呑みにすることなく，じっくりと考え，課題を発見し，解決に

向けて粘り強く取り組む態度や能力を育むことをねらいとした。 
知識基盤社会，高度情報化社会，グローバル社会に対応する教育においては，まさにクリテ

ィカルシンキングの育成が重要となっている。しかし，クリティカルシンキングはこれからの

教育において重要な要素ではあるが，それ自体が目標ではない。クリティカルシンキングを活

用して創造的な力を育成し，創造的な社会をつくるという観点が重要である。そのため，平成

24～26 年度では，これまでの研究開発の延

長指定を受け，「クリティカルシンキング」

を「持続可能な社会の構築」という概念と結

びつけ，「資源・エネルギー」，「環境・防災」，

「安全・健康」，「地域・文化」，「国際化・グ

ローバル化」などの教科横断的な内容を扱い

発展させることで，今後必要とされる教育に

対して新たな提案を行った。 
ここで，平成 24～26 年度の研究開発で開

発した教育課程については，国立教育政策研

究所の先行研究 1)を参考に，右図の，テーマ，

構成概念，ねらいとする能力・態度で関連性

◇テーマ 

A 資源・エネルギー  B 環境・防災   

C 安全・健康  D 地域・文化   

E 国際化・グローバル化  F その他 

◇構成概念 

 ▶人を取り巻く環境（自然・文化・社会・経済

など）に関する概念 

 Ⅰ多様性    Ⅱ相互性    Ⅲ有限性 

  ▶人（集団・地域・社会・国など）の意思・行

動に関する概念 

  Ⅳ公平性    Ⅴ連携性    Ⅵ責任性 

◇ねらいとする能力・態度 

 ① 批判的 ② 未来 ③ 多面的・総合的    

④ コミュニケーション ⑤ 協力

⑥ つながり ⑦ 参加 
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や発展性を検討して構成している。創設した新教科「現代への視座」の各科目および総合的な

学習の時間と，それらの要素との関連は，前年度の報告書 2)に掲載している。 

それらをもとに，教育課程と「グローバル人材育成」の要素（要素Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，その他）と

の関連について述べる。 
まず，要素Ⅰ（語学力，コミュニケーション力）については，「現代への視座」の現代評論 A，

B において，評論を通した論理的な思考力の育成，論理の誤謬の教材化，英語による表現活動

やコミュニケーションなどを通して，直接的に育成するプログラムを提案している。また，他

の科目の中でも，協働的な学習を行い，発表や相互評価などを取り入れることで，育成するよ

うになっている。 
要素Ⅱ（主体性・積極性，協調性・柔軟性，責任感・使命感）については，構成概念におけ

るⅣ公平性，Ⅴ連携性，Ⅵ責任性，および，ねらいとする能力・態度の⑤協力，⑥つながり，

⑦参加と対応しており，各学年段階でそれぞれ発展的に対応するように構成している。 

要素Ⅲ（異文化理解，アイデンティティ）については，高等学校を中心に，「現代への視座」

で「国際化・グローバル化」および「地域・文化」をテーマとした学習を進めている。さらに，

これらのテーマについての学習だけでなく，異文化理解のための交流などを取り入れて実際に

体験する活動も必要である。そのため平成 26 年度は，広島大学大学院国際協力研究科（IDEC）

にご協力いただき，連携プログラムを立ち上げ実施した。そのほか，国際的な交流も実施し，

異文化理解，異文化交流および国際協力の視点などについて学ぶ機会を設けた。 
その他の要素である問題解決力，批判的思考は本研究開発の直接的な目的として設定してい

る。また，ICT については，中学校１年の総合的な学習および高校２年の数理情報で直接扱う

ようになっている。このように，研究開発した教育課程が「グローバル人材育成」の要素の多

くのものに対応しているといえる。 

以下，それぞれの取り組みについて報告する。 

 
２．研究開発学校としてのカリキュラム開発 3) 

（１）概要 

 ◆研究開発課題  

    持続可能な社会の構築をめざしてクリティカルシンキングを育成する，新教科「現代へ

の視座」を柱にしたすべての教科で取り組む中等教育 教育課程の研究開発 

◆内容 

  卒業段階での生徒像を次ページのように設定し，新教科「現代への視座」を創設し，これ

を柱に総合的な学習の時間，既存教科の発展的単元でカリキュラムを構成した。  

 

新教科「現代への視座」の教科目標 

持続可能な社会の構築をめざし，現代の社会で生じている諸問題や関連する事物・現象
について，論理性や科学性を重視して複眼的，創造的に思考し問題を発見したり，課題
を的確に設定して解決しようとするクリティカルシンキングを育成する。 
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この教科目標に基づいて，各発達

の段階にあわせて設定した8種の科

目は右図の通りであり，身近で具体

的な事象を扱う内容から，学年進行

に伴って，抽象化されたより複雑な

事象へと広がる内容となっている。

また，持続可能な社会の構築をめざ

す系統性のあるカリキュラムにな

るよう，「テーマ」，「構成概念」，

「ねらいとする能力・態度」で整理

し，科目間のつながり，能力・態度のつながりをもたせている 3)。例えば，テーマ「国際化・

グローバル化」に対しての，構成概念の具体と，それに対して重視する能力・態度を整理した

のが下図である。 

 

卒業段階での期待される生徒像 
【関心・意欲・態度】現代の社会で生じている諸問題や関連する事物・現象に関心を持ち，

自身とのかかわりで捉え，よりよい解決に向けて粘り強く取り組もうとしている。 
【思考・判断・表現】事物・現象の中に問題を見いだし，複眼的，創造的に思考し，論理

性や科学性に留意して的確に説明したり表現したりすることができる。 
【技能】議論の方法や論理の誤謬などに留意して論じたり，科学的シミュレーションなど

を活用して予測したりして自分の考えをまとめ，他者と議論することができる。 
【知識・理解】現代の社会で生じている諸問題や関連する事物・現象についての基本的な

概念や原理・法則，および社会的・人文的背景について理解し，知識を身につけて
いる。 

４年

５年

２年

３年

自然領域 社会領域

人文領域

【抽象化されたより複雑な事象】

【具体的な事象】

地球科学と資源・エネルギー

環境

数理情報
現代評論Ａ

自然科学入門
社会科学入門

ｸﾘﾃｨｶﾙｼﾝｷﾝｸﾞ

現代評論Ｂ

現代評論Ａ
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また，中・高等学校 6 年間を

2年ごとに分割し，それぞれ「入

門期」，「習得・活用期」，「発

展期」とし，教材と学習方法の

工夫を行い，相互評価やロール

プレイ，グループ討議などの協

働学習を取り入れて展開した。 

 

（２）成果と今後の課題 

 生徒の自己評価と相互評価，およびアンケート，そして成果物などをもとにした多面的な評

価を通して，開発した教育課程の生徒への効果として次の点が見いだせた。 

 ◆社会的課題などについて主体的に考える姿 

 ◆科学性や論理性に留意した記述や発表 

 ◆クリティカルシンキングは「よりよい解決に向けて複眼的に思考し，より深く考えること」

であると理解し，議論の場でも，建設的な意見を述べ合ったり，それを受けとめたりする

学習集団に成長 

これらの結果から，この教育課程が有効なものとなっていると判断する。 

 また，保護者の学校の研究に対する以下のアンケート結果は下グラフの通りであり，学校の

研究についての理解が得られており，グローバル化に対応する取り組みして受け止めていただ

いていると判断する。 

 

 

国立教育政策研究所の『教育課程の編成に関する基礎的研究報告書５』（2013 年 3 月）は，

育成をめざすべき能力・態度を，基礎的リテラシー，認知スキル，社会スキルの三つに分類し

ている。各教科で学ぶ基礎的・基本的な知識や技能は基礎的リテラシーに，クリティカルシン

キングは認知スキルに分類することができる。基礎的リテラシーと認知スキルの育成について，

前期研究開発と本研究開発において達成できたと考えている。 

 一方で，社会スキルの育成については課題が残る。本研究開発でいえば，「協力」「つなが

学年と学習段階 協働的な学習方法の展開 
５・６年 発展期 
現代社会の諸問題を題材
に，より高度な議論ができる 

形式と内容に関する相互批評活動 
グループ討論    
文字チャットによる議論 

３・４年  習得・活用期 
互いに適切な質疑応答や指
摘ができる 

ロールプレイによる問題解決  
多面的な相互評価や議論  ディベート 
探究活動と発表会・質疑応答 

１・２年 入門期 
探究や表現活動を行うととも
に相互評価を取り入れ，より
よい解決に向けた助言をしあ
う態度を育成 

ルーブリックの作成と相互評価 
プレゼンテーションと相互評価 
探究活動と相互評価  
掲示板による意見交換 

質問１ 学校は，他の学校にない独自
の教育活動に取り組んでいる 

質問２ 学校は，自由・自主の精神と
豊かな心を持った生徒を育てようと
している 

質問３ 学校はグローバル社会で活躍
できる人材を育てようとしている 

質問４ 独創性のある意見や考え方を
示す生徒が育っている 

質問５  問題の解決に向けて，粘り強
く取り組む生徒が育っている 

質問６  じっくりと考え，深く思考し
ようとする生徒が育っている 

 
  ４＝とてもそう思う ３＝そう思う 
 ２＝そう思わない １＝全く思わない 
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り」「参加」の能力・態度とつながりが深いものである。本研究開発でもこれらの能力・態度

の育成はねらいとしていたし，達成できたとも考えている。生徒は協働学習を通じて，他者観

の変容について感じている。ただし，これらは日常生活を共にする関係での，「協力」であり

「つながり」であった。日常生活を共にしない，異文化間での「協力」や「つながり」が今後

の課題となる。次節に示すように，今年度より，広島大学大学院国際協力研究科の協力をいた

だき国際協力や合意形成について考える連携プロジェクトをスタートさせるとともに，国際的

な交流を通した実践的な社会スキルの育成について取り組み始めた段階である。今後は，異文

化間での「協力」や「つながり」，ひいては世界への「参加」へとつなげていきたい。 

最後に，カリキュラムの構造を，科目やテーマで示したものを右図，学習面で整理したもの

を下図に示す。 

 

 
３．異文化理解・国際交流の取り組み 

 平成 26 年度に実施したグローバル化に直接関連した取り組みを以下にまとめる。 

（１）国際協力研究科（IDEC）連携プログラム 

① ３年（中学校 3 年） 講師；M2 玉田博規先生    （6 月 6 日実施） 

 ◆概要  

IDEC のグローバルインターンシッププログラムである G.ecbo 特別教育プログラム体

験者を講師として招き，海外の企業へ飛び込み，そこでインターンとして活動した経験か

ら，海外で「人のつながりをつくり」「役割を果たす」ことについて学び，各自の課題と
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して考える。 
◆生徒のようす 

外国の人と仕事をすることで分かる文化・習慣の違いや、外国人から日本人はどのよう

にみられているかについての講演を聞き、「相手の国ことを理解することの大切さ」や、

一方で「自分の考えをはっきり伝えることの大切さ」を学ぶことができた。 

② ４年（高校 1 年） 講師；D2 高阪将人先生    （6 月 19 日実施） 
 ◆概要  

青年海外協力隊を始め各種の国際貢献事業体験者を講師として招き，国際貢献，異文化

の中での活動などの経験から，グローバル化の中で必要となる視点を学び，各自の課題と

して考える。 

◆生徒のようす 
発展途上国の学校での教師経験や複数の国での生活経験で感じたことについての講演

を聞き、生徒は「世界の実情を知ることの大切」や、国際貢献の分野に限らず「専門性を

高めることや経験を積むことの大切さ」、そして「失敗を恐れず、挑戦していくことの大

切さ」を学ぶことができた。 
③ ５年（高校 2 年）  講師；D3 Siti Maimunah 先生（5 月 29 日実施） 
 ◆概要  

海外からの留学生を講師に招き，世界の中での日本の役割や日本に期待することなどに

ついての英語による授業から，国際協力や国際貢献について多面的に学び，問題解決や私

たちの課題について考える。 
◆生徒のようす 

インドネシアからの留学生による全て英語による講演で、外国人から見た日本の素晴ら

しさや日本とインドネシアのために何を学んでいるかの講演を聞き、「日本の良さや素晴

らしさ」を再認識したり、「もっと英語を使いこなせるようになりたい」という思いや「も

っといろいろな立場の人と関わることの大切さ」を学んだりすることができた。 
④ ６年（高校 3 年） 講師；藤原章正先生         （6 月 12 日実施） 

 ◆概要  
社会的事業を題材に，実際に行われた合意形成に向けての取り組みから，課題の発見か

ら問題解決の方法を学び，合意形成の方法やあり方について考える。 

◆生徒のようす 
専門の交通計画学や、公共事業における住民を巻き込んだ合意形成に携わった経験をも

とにした講演を聞き、意見の異なる立場を合意に導く上で「利己的から利他的になること

の大切さ」やグローバル化が進んでいる今だからこそ「日本人らしさを活かした国際貢献

があること」を学ぶことができた。 

 IDEC 連携プログラムの各学年生徒のアンケート結果を次に示す。この結果や自由記述から 
グローバル化や異文化理解および合意形成についての関心の高まりが見られた。 
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IDEC 連携プログラムでの生徒の感想（アンケート結果） 

 

 

 

 

（２）ソウル大学附属学校教員との交流（教員間交流）（10 月 28 日実施） 

  ソウル大学附属学校教員 12 名が来校し，それぞれの学校の特徴やシステム，そしてめざ

す教育についての意見交換を行い，教員間交流を持った。 

 
（３）サンタサビーナカレッジとの交流（生徒間交流）  

 ◆概要  
・Skype による交流（11 月 26 日）  

オーストラリア 10 名：当校高校 1 年 17 名 
自己紹介と質疑応答 

  ・当校訪問（教員 2 名，生徒 8 名） 

（12 月 16 日）： 
共同作業：当校生徒高校 1 年 17 名， 

学校紹介；高校 1 年生全員 202 名 
食文化をテーマに共同作業を行い，その後，学校 
紹介・意見交換などを行った。 

◆生徒のようす 
交流の中心になった生徒は次期学友会中心メンバー

質問項目 
１．今日の講演は興味・関心をもって聞くことができましたか。       
２．今日の講演は新しい考え方や視点が学べるものでしたか。 
３．今日の講演から物事を深く考えるために大切なことが学べたと思いますか。 
４．今日の講演を通してこれからの授業や生活で生かしたいことが得られましたか。 

3 年（中 3） 4 年（高 1） 

5 年（高 2） 6 年（高 3） 
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の高校 1 年生 17 名である。生徒たちは、「もっと英語を

使いこなせるようになりたい」という思いを強くする一

方で、外国の人と身振り手振りも交えてコミュニケーシ

ョンが取れたことへの達成感を感じることができた。ま

た、伝統的な日本の文化を知ることの大切さやアニメと

いった日本の文化が世界に広がっていることを実感す

ることができた。 

 学校紹介の交流に参加した高校 1 年生全員についても，アンケート結果から，「海外の人

（高校生）と交流をしてみたい」や「海外へ行ってみたい」という思いを強くした生徒が非

常に多かった。 

 
（４）その他 

科学先取りグローバルキャンパス岡山（科学技術振興機構「グローバルサイエンスキャン

パス」平成 26 年度採択事業 実施機関：岡山大学）への参加（希望者 15 名） 

サイエンスダイアログ（日本学術振興会）の開講（希望者 44 名） 

 
４．来年度に向けて 

 これまで計 12 年間行ってきた研究開発学校の取り組みで培ってきた全教科をあげて取り組

む開発力と，成果として蓄積した能力ベースのカリキュラムを基盤に，研究テーマを「地方に

根ざしてグローカルな視点からのイノベーションを生み出していく，地方と世界をつなぐクロ

ーバルリーダーや地方創生リーダーの育成」と設定し，新たな教育プログラムの開発へ向かう

準備を進めている。資質・能力としては，クリティカルシンキングを基盤にした「合意形成」

能力の育成を柱とする。このようなテーマを実践するのに必要となる「課題研究」や「特別講

座」，教科内容の再編と新設について検討を続け，ひとつの試案をつくり審議している段階であ

る。 

 

 

 

文献 
1) 国立教育政策研究所，学校における持続可能な発展のための教育(ESD)に関する研究 最終

報告書，平成 24 年 

2) 平成 25 年度広島大学附属学校園研究推進委員会報告書「社会のグローバル化に対応した初

等中等カリキュラムの開発Ⅱ」 

3) 詳細は，広島大学附属福山中・高等学校 研究紀要 第 55 巻，2015，（第 1 部が研究開発学

校 研究開発実施報告書となっている。） 

※ここでのイノベーションとは，「確かな基盤と柔軟な発想による自己変革を通して，新しい
アイディアを生み出して社会的意義のある新たな価値を創造し，社会的に大きな変化をもた
らすこと」を意味する。 
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海 外 の 取 組





シンガポール学校視察報告書 

 

1. はじめに 

本学は大学全体としてグローバル化に対応した教育の取り組みを最大の目標として各種の取

り組みがなされている。附属学校も例外でなく，すべての学校園でグローバル人材に求められる

資質・能力の育成を目指すカリキュラム開発，指導法開発に取り組んでいる。その一環として，

私たちはいち早くグローバル化に対応した教育に取り組んでいるシンガポールの二つの小学校

を視察した。初日は，ベドックグリーン小学校(Bedok Green Primary School)を，二日目はシン

ガポール日本人学校小学部チャンギ校を訪問した。視察の概要は以下の通りである。 

なお，訪問した二つの小学校の概要については井上京子（附属学校再編計画室長）が，それぞ

れの学校の授業報告については，神津弘之（広島大学附属小学校副校長）と伊藤公一（広島大学

附属三原小学校教諭）が執筆した。 

 
2.視察校の概要 
（１）BEDOK GREEN PRIMARY SCHOOL（ ベドックグリーン小学校）訪問の概要 

４月２４日(木) シンガポールの東部に位置するベドックグリーン小学校を訪問した。学

校の特色や教育方針，その取り組みや英語教育について，校長の Mrs. Sita Singh から説

明があった。訪問時程は次のとおりである。 

 ① 訪問時程 

  ０８：３０－０９：００  到着 学校の概要説明         

  ０９：００－０９：３０  校内視察   

  ０９：３０－１１：００  授業視察       

              ２年 英語 ５年 算数 

              ４年 英語 ３年 理科 

              ５年 算数 

１１：００－１１：３０  質疑応答 

 

② 学校規模 

４０学級  児童数１３０８名  １学級平均３３名 

児童のバックグラウンドは，次のとおりである。 

・57,7％ 中国系    ・27,9％ マレー系      

・5,7％ インド系  

・8,6％ 他の民族    ・33％ 英語を母語とする  

 

③ 「活力ある学びの共同体」 

学校を「活力ある学びの共同体」と位置づけ，児童が主体的に学べる取り組みや子どもの多様
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な学びのニーズに応えたり，課題の解決ができるＩＣＴ活用学習を取り入れたりしている。また，

体験学習や校外学習として動物園・植物園やバリ島にも調査や交流に出かける。  

  児童のバックグラウンドがそれぞれ異なっているので，一人一人の児童に学校での所属感を持

たせるために，全校児童を５つのグループに分けてどれか一つに所属させている。これを House 

System と呼んでいる。例えば，児童が着用している体操服もそれ

ぞれ５色（赤，緑，黄，青，紫）に分かれていて，体育の授業や

縦割りの集会・行事のときなど色別に分かれて活動している。こ

の５つの色は Five  School Values 重要５項目：Integrity(red)

誠 実 の 赤 , Responsbility(green) 責 任 感 の 緑 , 

Resilience(yellow) 快 活 の 黄 , Respect(blue) 尊 敬 の 青 , 

Compassion(purple)思いやりの紫の色に基づいている。  

  また，多様な出自の児童が在籍している公立学校では，National Day 国民の日や国や地域の

祭りなど，シンガポーリアンとしての国民性や市民意識を醸成する活動に積極的に取り組んでい

る。 

 

④ 教員の研修と保護者のワークショップ 

教科や教職経験などのレベルに分かれて７～８人のグループ Professional Learning Team

で毎週１時間の研修 Sharing Sessions を行っている。研修の時間帯は日本と違って児童が学

校に居る午前中であった。教員は初任者から中堅，ベテランへと段階を踏まえて研修を重ね

ており，それぞれの教科のリーダー教員となった者は，その自覚をもって後進の育成や教科

の指導に当たっていた。(Staff engage in continuous learning.) 

シンガポールは共働きが多く，保護者と子どもが一緒に過ごす時間が少ない。そこで保護

者に学校の行事に参加してもらう活動 Parent-Child Bonding がある。また，算数や理科では，

新しい指導方法を保護者にも理解してもらって家庭学習での指導に役立ててもらえるような

ワークショップ Parents’ Workshop がある。 

 

⑤ 学習指導について Instructional  Programmes 

 重点を置いているのは，英語，算数，母国語（中国語・マレー語・韓国語・アラビア語・

フランス語など）の３教科で，ほぼ毎日学習している。英語は能力別にクラスを分けて，完

全習得をめざしている。そのための教材リソースルームが大変充実している。 

シンガポールといえば，OECD による PISA の学力調査では，トップレベルの水準を維持し

ている国である。ところが，子どもたちは様々なテストによるストレスを感じていることが

問題となってきている。  

そこで，保護者にも学習評価の説明がきちんとできて、なおかつ、子どもたちがテストに

負担を感じずに学習できる評価にシフトしてきている。それが Balanced Assessment と呼ば

れ，子どもたちの達成状況を small task やポートフォリオを用いながら自己・児童相互・教
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師による多面的総合的な評価を重視するようになってきている。特に，低学年では Show & Tell 

を頻繁に行い子どもの自尊感情や心の成長を育みながら Balanced Assessment を行っている。 

 

⑥ 施設・設備・人材について 

  日本と大きく違うことは，歯科医療室が校内にあり 歯科

医が常駐していることだ。これは，乳歯から永久歯に生え変

わる学童期に日本の国民健康保険のような制度が整ってい

ない事情があるようだ。 

理科室には実験助手，図書館には図書館司書が常駐してい

て子どもの活動を支援している。英語の授業については，英

語のネイティブスピーカーが担当している。授業中の板書にあたるものは，私たちが見学し

た授業では すべてパソコンからプロジェクターを使って映し出していた。また，パソコン

室では，児童一人一人がタブレット端末を利用できる設備が整っている。 

 

（２）シンガポール日本人学校小学部チャンギ校の概要 

シンガポール日本人学校は，シンガポール日本人会によっ

て設置された私立学校であり，シンガポール日本人会学校管

財人会により権限を委嘱された学校運営理事会によって学

校の運営が行われている。現在はシンガポール国内に小学部

が２校（クレメンティ校・チャンギ校）と中学部１校（ウエ

ストコースト校）がある。 

今回の視察校は，シンガポールの東部に位置した児童数８３４人の小学部チャンギ校であ

る。ここ３年で児童数が２００人程増加したそうだ。しかし，学校の総面積は東京ドームと

同じくらいの広さがあり，教室の数にはまだ余裕があるとの

ことだった。 

広々としたエントランスホールの中央に端午の節句を祝

う鎧兜が配置され，明るい吹き抜けの天井にはこいのぼりが

３匹泳いでいた。この日は，ちょうど「１年生を迎える会」

が催され，全校児童が会場に入場していくところだった。 

① 訪問時程 

１０：４０－１１：３５ チャンギ校到着  中村善治校長先生出迎え 

            校長室にて中村校長先生よりシンガポールの教育体系およびチ

ャンギ校教育についての説明・質疑応答 

１１：３５－１２：２０ 授業視察  イマ―ジョン水泳・イマ―ジョン音楽  

            校舎見学  能力別英会話教室，各教室，体育館（大・小）， 

集会室，運動場等 
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１２：２０－１３：４０  ドカティ博美先生から講話 

「日本人学校とシンガポール     現地校との違いについて」 

  １４：００        チャンギ校出発 

  

② 中村校長先生の講話および質疑応答より 

○学校教育目標を「一人ひとりの無限の可能性を伸ばし 夢抱く 国際感覚豊かな子どもの

育成」とし，次の３つの目標を掲げていた。 

1. 教職員の和を重んじ率先垂範による学校改革を目指す 

2. 過去の教育に必ず新たな一工夫を 

3．本年度のキーワード「夢」「挑戦」「バディシステム」として全ての教育活動で推進 

中でも強調されたのが，「バディシステム」である。新しく着任した教員がチャンギ校で

の学校業務に速やかになじめるようにすることが，その目的の一つである。６０名余りの

多様なバックグラウンドをもつ教職員が，１つの学校で共通の目標に向かって進むために

は，大切なシステムであると感じた。 

○本年度８３４名の児童が在籍しているが，６学年まで在学し続けるのはこのうちの１０人

程であり，一年間で２００名前後の児童が転出入する。子どもたちの中にはそのような現

実をスムーズに受け入れられる体制や雰囲気ができている。 

○現地の学校との交流を学年別に年間２回は行っている。また，

修学旅行ではバリ島を訪れ現地の人々と交流している。このよ

うな交流は，学校で学習した英会話を実践するよい機会ともな

る。                

○ICT 教育を充実させている。（各担任はタブレット端末を持って

いて，デジタル教材も大変充実している） 

○英語教育を重視し，日本人教師はイングリッシュスタッフとの

連携を強化して英語教育を推進している。（ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｽﾀｯﾌは 14

名在職） 

○様々な教科・領域において，英語教育や交流教育を積極的に行っている。 

 

３.視察授業の実際 

（１）ベドックグリーン小学校について 

① 算数 

 ５年生の算数（体積）の学習を２時間参観した。まず，

最初の授業では，立方体の長さや幅，高さの各部分の名前

について，何を表しているのかスクリーンに実際の立体を

映しながら確認するところから授業が始められた。 
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まず，ホワイトボードで立体のどの部分が長さや幅，高

さにあたるのかを全員で話し合い，教師が立体の体積の求

め方を説明していた。その後，実際に公式を使って体積を

求める問題を解く活動であったが，その際にそれぞれ教具

を操作しながら隣同士で話し合い，答えをプリントに書き

込んでいた。 

 次の授業は，教員を指導する立場にあるリーダー的な教員の授業を参観した。授業は，

１時間目と同じ５年生の算数の授業（体積）であった。授業では，ラウンドテーブルの形

式で行われていた。ここでは，それぞれ異なる問題を４人

グループで順番に解き，最後に問題について話し合う方法

で授業が進められていた。また，児童が１立方センチの立

方体の個数を説明する場面では，ホワイトボードに説明を

書いたものと，実際の立体を重ねながら授業が進められて

いた。 

 

② 理科 

  ３年生の理科の授業テーマは「身の回りの材質  (Materials around us)」であった。

最初に教師はプロジェクターで自転車のイラストを投影し，自転車のそれぞれの部分が何

でできているか発問した。子どもたちから「ゴム」「金属」

などの発言があり，教師はホワイトボードに材質名を板書

していった。 

   次に，教室内にある物品を手にとったり，窓ガラスを指

さしたりしながら，それぞれの材質を子どもたちに確認し，

最終的に，ホワイトボードには「１ゴム，２プラスチック，

３木材，４ガラス，５金属」が板書され，「セラミック」と

「布」も欄外に書き加えられた。 

 次に，「木材は何からできているか？」という発問があった。これに関しては，子どもた

ちは「木（植物）」と答えたが，ガラスやプラスチック等に関しては，子どもたちが口々に

いろいろな発言をし，聞き取れない状態であった。最終的には教師が「ガラスは鉱物から，

プラスチックは石油から」というように説明した。子ども

たちは，必要に応じてこれらをワークブックに書き込んで

いた。 

   本授業は普通教室で行われ，特別な実験・観察用具は準

備されていなかった。本授業が「Materials around us」で

あることを考えれば，それはむしろ当然であり，普通教室

内の様々な物品に注目させることに意義があったと思われる。 
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③ 英語 

 ４年生の英語の授業では，まず電車の中の様子を表す挿絵が

提示され，その内容について英語を使って考える場面であった。

考える際に，教師側が五感を手掛かりにした指導が行われてい

た。たとえば，目では「What do I see ？」という発問があり

見えるものを子どもたちが発言していくというものであった。

また，「What do I say？」という発問によって車内で交わされ

ている会話を想像しながら英語で説明するものであった。 

 次の活動では，具体的に一人の人物に焦点化し，その人の容姿や服装等からその人物像を

想像し，英語で答える活動が行われていた。ここでは，英語の語彙や文章等の言語によって

子どもたちが思考し，発言する態度が見られた。  

 

（２）シンガポール日本人学校について 

①イマージョン水泳 

  イマージョン水泳では，日本人教師１名（監視）とイングリ

ッシュスタッフ２名が３年生 21 名（見学６名）を指導し，イ

ングリッシュスタッフが身振り手振りを交えながら英語で指

示を出していた。 

視察した場面では，準備運動で日本と変わらない動作を行っ

ていたが，「one・two・three」と英語での掛け声や教師による

指示・説明があり，準備体操後のバタ足指導でも，２人の教師による動きの指導（一人がプ

ールの上から，もう一人がプール内）を行っていた。プールサイドでは，日本人教師が見学

者へ指示をしたり，現地の教師の指導の補助をしたりしていた。 

 

②イマージョン音楽 

 イマージョン音楽では，１名のイングリッシュスタッフが

２年生 13名を指導（１クラスを２つに分けて指導）していた。

水泳同様にすべての指示が英語で行われ，参観した時（授業

終盤）には，学期初めの授業であったため，教科書への記名

の説明が行われていた。説明後には，教師の手拍子や英語で

の指示に合わせて，英語のイントネーションが自然と身につくような歌を歌う場面があった。 

 

③英会話 

 チャンギ日本人学校においては，各教科の基礎基本の徹底を図るとともに，英語教育の効

果的な取り組みを進めている。具体的に，英語教育の重視として次の点を掲げている。 
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○英語教育の目標を明確にし，学習意欲を高めながら英語力

を育む。・カリキュラムを改善し，各レベルの指導内容をより

明確にする。 

・フォニックスの指導方法をより改善し，英語への興味・

関心をさらに深めさせる。・習熟度別の英文法の指導内容

を充実させ，英語の基礎基本を定着させる。 

・イマージョン音楽，イマージョン水泳による学習効果をより深め英語力の定着を図る。 

○英会話授業の工夫改善を図る。 

  ・授業研究や教材教具の整備を進め，より楽しい英会話授業を心がける。 

  ・習熟度を考慮し，レベルにあったクラス編制を柔軟に行う。     

○英会話教師と日本人教師の連携を強める。 

  ・日本人教師が英語活動全般を担当し，イングリッシュスタ

ッフとの連携を強化して英語教育を推進する。 

  ・様々な教科・領域において，英語教育や交流教育に工夫を

凝らす。 

   チャンギ校においては，国際理解教育と現地校交流を積極的

に推進し，英語に重点を置いた交流を進めている。具体的には，現地校の同学年の子どもたち

と年２回の学校交流（行く交流・迎える交流）を行い，伝統的な遊びやパートナーとの活動を

通じて実践的な英語活動に取り組んでいる。 

授業については日本の学習指導要領に基づいて実践されていたが，その授業に加えて英会

話の授業が日本人学校では実施されている。その授業は，Ｅ１からＥ１２までの１２クラス

の習熟度別クラスに分かれて授業が行われている。毎学期，４技能（リスニング・スピーキ

ング・リーディング・ライティング）の実践運用能力等を考慮してクラス編成が行われてい

る。新入生は，最初の授業で個人面接を行い，この面接によってクラスが決められる。 

  英会話の教材としては，教科書やワークブックを用いている。Ｅ１のみ教科書・ワークブッ

クが異なっているが，Ｅ２～Ｅ１２までのクラスでは同じものを使っている。また，英会話で

は発達段階に応じた「英会話補充プログラム」が実施されている。たとえば，１年生のフォニ

ックス（週１回）の授業では，「英語の音と綴り方のルール」を学習している。基本的なフォ

ニックスを習得すれば，７５％もの英単語の綴りを読む力がつくと言われているため，授業の

中でたくさんの英単語を読むことに挑戦し，街中の英語表記のサインを自ら読もうとするよう

な関心や意欲を育むことをねらいとしている。また，５・６年

生の英文法では基本的な英文法を学習し，英文を読んで楽しめ

るようになることや，正しい英作文ができるようになることを

目標としている。授業では学習を通して，自分たちの伝えたい

事をまとめて表現する練習も行っており，英会話教室前の掲示

板に掲示されている。 
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４.グローバル化に対応する各附属学校の展望と課題 

（１）附属小学校  

  本校においては，広島大学が示すグローバル化対応の人材育成と連携し，ESD の観点を取り

入れて既存の各教科においてグローバル化に対応するための実践研究を進めている。また，本

年度から（平成 26～29 年度）は，文部科学省研究開発指定校としてグローバル化人材の育成

に関する研究に着手したところである。 

グローバル化した社会に求められる力の一つとして，本校では「国際的コミュニケーショ

ンに対応した語学力」を挙げている。具体的には，全学年において週２時間の英語科を設定

し，英語力を育成する系統的なカリキュラムを策定しようとしている。日本人学校における

英会話の習熟度別クラスは，子どもたちの英語力の極端な差異に対応したものであり，それ

を本校に適用することはできない。しかし，そのきめ細かな取り組みは本校のカリキュラム

を策定する際に参考としなくてはならないものである。 

本校においては，イマージョン教育に関して英語科としてそれが可能な場面を各教科の教

科内容の中から選び出すことを検討している。すなわち，本校のイマージョン教育は，英語

力を育成することよりも，英語で授業することにより各教科内容の理解を深めようとするこ

とに主眼が置かれている。この点において，本校のイマージョン教育は日本人学校で行われ

ているイマージョン音楽・イマージョン水泳とは根本的に異なるものであり，本校独自の課

題に取り組まなくてはならない。 

 

（２）附属三原小学校 

 本学校園は，幼小中一貫教育に取り組み，自伸会信条（１，私たちは私たちの力で伸びて

いこう ２，私たちは人のために尽くして感謝しよう ３，私たちのきまりを尊重しよう）

を教育の柱として日々指導にあたっている。  

また，本学校園は平成 24 年度から文部科学省研究会開発学校の指定を受け，「社会的自立

の基礎となる能力・態度及び価値観の体系的な育成のための，幼小中一貫の領域による自己

開発型教育の研究開発」を研究開発課題とした新領域「希望（のぞみ）」のカリキュラム開発

を行っている。その中で，グローバル化に対応したカリキュラム開発として，多文化理解や

コミュニケーションを通して将来「なりたい自分」を見つけていくことをねらいとした「国

際」をテーマとして設定している。ここでは，グローバル化に対応するための資質や能力，

態度・価値観を育成するために１２年間の系統性を考慮しながらカリキュラムや単元および

授業開発を行っている。 

小学校における「国際」単元の中には，１・２・５・６学年のものがあるが，たとえば単

元「留学生さんとの交流」や「外国の方へのインタビュー」などにこれまで取り組んできた。

しかし，昨年度，グローバル化の視点から各教科との関連や日常の学校生活における取り組

み等が課題であった。 
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  今回のシンガポール視察を踏まえて本校の取り組みを考察すると，教科学習や学校生活等に

おいて英語を活用した取り組みや校内環境の整備が，現状では十分に進んではいない。  

そこで，まず本年度最初の取り組みとして，自信会信条を今年度から４学年以上の学年に

おいて英語で覚える取り組みを行っている。 

１，We shall develop ourselves though our ability. 

２，We shall serve people and feel pleasure and thanks for this.  

３，We shall pay regard to our rules. 

また，授業においては外国語活動の時間以外にも，朝の会や授業でも，チャンギ日本人学

校で取り組まれていたイマージョン音楽や体育を参考に，一部英語を取り入れることで，普

段から英語を意識して生活できるようになっていくのではないかと考える。校内環境につい

ても，掲示物（日時等）を英語で書かれているものにすることや，グローバルを視野にいれ

た世界地図および世界の国々の様子等を掲示していくことで，自然にグローバル化を意識で

きるような環境を整えていくことができるのではないかと考える。  
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コ メ ン ト





 

コメント（１） 
 

教育学研究科 山元隆春 

 
 
 本報告書には、各附属学校園による、グローバル人材育成に向けての取り組みが具体的に示

されている。 
 附属幼稚園においては、おもにグローバル人材養成推進会議(2012)の「グローバル人材」概念

の三つの要素を基礎づける内容を要素０として、その具体的内容を①他者とのかかわりを通した

自己肯定感・他者への信頼感の獲得、②森での遊びを通した好奇心や探究心の育成、③自然との

かかわりを通した豊かな感動体験による感性の涵養、④森での遊びを通した体力・身のこなしの

向上、とし、それらの育成がどのように果たされるかということを明らかにした。また、それら

が三要素のうち、とくに主体性やチャレンジ精神の育成につながると考え、要素Ⅱのうち「自然

とかかわる遊びや活動による積極性やチャレンジ精神の育成」に注目した実践と研究を展開した。

具体的な取り組みが記述され、評価・検証方法を明示し、結果及び成果と課題が明らかにされて

いる。グローバル人材育成のための幼児期の役割を強調する内容となっている。 
 附属小学校は、小学校６年間を見通した、グローバル人材育成のためのカリキュラム作成の提

案と、今年度のいくつかの教科での取り組みの報告を行っている。各教科で育成すべき資質・能

力を明確にしていくことによって、資質・能力を身に付けるための基盤となる知識や技能を習得

する児童、学びを通して身につけた資質・能力を必要な文脈に応じて使い分ける児童、自他の違

いを把握し，異質さの大きな他者との関わり合いの中でも他者理解ができる児童、といった三点

にわたる「目指す児童像」を記述しているところにも大きな特徴がある。グローバル人材養成に

向かう学校の立場がいっそう明確にされている。さらに、「系統性」については今後のカリキュ

ラム研究で取り組まなければならない課題とされている。 
 附属中・高等学校は、（１）ユネスコスクール、（２）SSH 事業における海外研修、（３）国際

性の育成、の３つの柱で従来組織的・継続的にグローバル人材育成の取り組みを続けてきた。そ

の取り組みにおいて明らかになったグローバル人材に求められる資質・能力は、幅広い視野と見

識、異文化に柔軟に対応する力、他者と共生し、他者の良さを引き出す力、英語によるコミュニ

ケーション能力、の四つであり、とくにグローバル人材育成の要素Ⅰ（語学、コミュニケーショ

ン）、要素Ⅲ（異文化理解、アイデンティティ）、その他の要素（問題解決能力、ICT 活用能力）

に相当するものであった。アンケートなどを通して下記のような成果が明らかにされている。 
・「幅広い視野と見識」を備えた生徒の育成…通常の授業において，ESD の視点を取り入れた内

容の実践、「倫理の探究」として教科固有の視点に基づいたカリキュラム開発を実践。総合的な

学習の時間等で高等学校第Ⅱ学年約 200 名を対象に実施してきた「ESD 研究」等、多面的な取

り組みが定着しつつある。 
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・「他者と共生し，他者の良さを引き出す力」の育成…ESD の視点から捉えた環境問題をテーマ

にした海外連携において、問題を発見する力、他者に伝える力等の能力が養われている。 
・「英語によるコミュニケーション能力」の育成…学校設定科目「科学英語表現」の実践による

効果は大変高い。 
 課題としては、従来の取り組みの精緻化・高度化をはかること、他校との連携を通して、新た

なカリキュラム開発を行っていくこと、などがあげられている。 
 附属東雲小学校は、「協調性・柔軟性」をグローバル人材に求められる資質・能力の柱として

とらえながら、児童の共生関係を育むために、①既存カリキュラムのねらいの再検討と改善，②

共生社会を担う資質・能力を育むための授業開発・実践，③学校教育活動における教師の「意味

づけ」や「評言」という手立ての実践、3 点にとくに力を入れて研究を行っている。校内に「グ

ローバル人材育成会議」を設置して、そこでの議論を中心としながら、組織的な取り組みを続け

ているところが重要である。グローバル化に対応することが、これまでのカリキュラムの見直し

や新たな授業開発・実践に向かっているところに、今年度の活動の大きな特徴を見ることができ

る。とりわけ、児童の言動に対する「意味づけ」や「評言」を行うことによって、活動の意味や

価値を児童たちが実感を伴って理解できるようにしている。 
 附属東雲中学校は、中教審答申やグローバル人材推進会議の示すグローバル人材の定義にもと

づきながら、子どもに身に付けさせる力についての見通しを示した上で、主に、総合的な学習の

時間における取り組みを中心に報告している。アメリカ合衆国やインドネシアの中学校との国際

交流活動の成果や、修学旅行を利用した SMART 教育プログラムの取り組みについて報告され

ている。生徒たちの反応や、アンケート結果の分析などを通して、これらの取り組みについて生

徒たちがどのような成果を見出しているのかということが具体的に明らかにされている。グロー

バル人材育成のための実践の方向性を指し示すものであった。実践を振り返って分析しながら、

プロジェクト学習システムや ICT の有効活用などを取り入れるという、内容充実のための課題

も指摘されている。 
 附属三原学園は、新領域「希望（のぞみ）」への取り組みを中心として報告した。とりわけ「グ

ローバルリーダーとなりうる人材の育成」を重点課題と位置づけた本年度の研究開発の取り組み

を中心に報告がなされ、「グローバル人材育成」の各要素との関連で、新領域「希望（のぞみ）」

が、それぞれ要素Ⅰ「コミュニケーション」、要素Ⅱ「主体性・積極性」「チャレンジ精神」、要

素Ⅲ「異文化理解」、その他「問題解決能力」のそれぞれについて対応するものであることが示

されている。また、各教科における単元（題材）開発に関して、①日本文化の理解、②様々な文

化の理解，③読み取ることを中心としたコミュニケーション力，④伝えることを中心としたコミ

ュニケーション力、のいずれの力の育成をねらうのかを明確にして単元（題材）を開発すること

をめざした。図１の「目標構造」図には育むべき資質・能力を育てる学習開発の方向性が詳細に

示されており、その「目標」を実現し、社会のグローバル化に対応した幼小中一貫カリキュラム

の開発・実践に向かうための充実した取り組みがくわしく報告されている。今後は、実践の評価・

検証を踏まえて、単元（題材）の開発を継続することが課題となるとされている。 
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 附属福山中・高等学校は、「クリティカルシンキング」と「持続可能な社会の構築」という、

現在の教育の重要な課題をテーマとした学校でのカリキュラム開発の取り組みと、「グローバル

人材育成」の要素との関連を押さえながら、本年度の実践を報告している。要素Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・そ

の他のそれぞれについて、新教科「現代への視座」及び総合的な学習の時間の内容を中心に、教

科内容・学習指導法のそれぞれに触れながら詳述がなされており、学校の取り組みが「グローバ

ル人材育成」に深く関与していることが明らかにされている。多面的な方法で学習の評価を行い、

生徒への効果として、社会的課題などについて主体的に考える姿があらわれ、科学性や論理性に

留意した記述や発表が増加したこと、また、クリティカルシンキングを「よりよい解決に向けて

複眼的に思考し、より深く考えること」と理解することができて、その思考を生かした学習集団

としての成長が見られること、といったことが明らかにされている。そのような生徒の変化をい

ざなう教育実践の実際もわかりやすく、詳細な報告が為された。また、新たな教育プログラム開

発の方針と課題も示されている。 
 また、井上京子委員の「シンガポール学校視察報告書」では、グローバル化に対応した教育を

いち早く進めているシンガポールの、ベドックグリーン小学校とシンガポール日本人学校小学部

チャンギ校という二つの小学校での視察（附属小学校神津弘之副校長・附属三原小学校伊藤公一

教諭も同行した）からに関して丁寧な報告が為されている。ベドックグリーン小学校では「活力

ある学びの共同体」づくりが行われ、そのために教員研修や保護者のためのワークショップがな

されているところに大きな特色を見ている。また学習指導についても多面的総合的な評価が重ん

じられていることも報告されている。シンガポール日本人学校小学部チャンギ校については、教

職員の和・主体性・教育に関する工夫などが強調され、とくに「バディシステム」を重視し、学

習における協働・交流が重視されていることが明らかにされた。これらの諸特徴を、両校の詳し

い授業観察報告の記述を通して例証している。最後に、附属小学校・附属三原小学校のそれぞれ

同行者との議論を踏まえた上で、二つの小学校視察の成果を広島大学附属学校園での「グローバ

ル人材育成」にどのように生かしていくことができるかということについて、丁寧で具体的な 
提言が示されている。 
 
 以上の通り、本年度の各附属学校園における「グローバル人材育成」の試みを、各学校園独自

の取り組みとこれまでの試行とのつながりについて、わかりやすくまとめていただいた。広島大

学附属学校園がこの課題への取り組み方が、以前にも増して明瞭にされてきたと考える。 
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コメント（２） 
 

教育学研究科 丸山 恭司 

 

【背景・経緯・焦点】 

 「広島大学附属学校園研究推進委員会」は、広島大学附属学校園の第二期中期計画を実施す

るために、平成 23 年に設立された。その中期計画は次のように記されている。 

 

「大学との連携により、地域・日本・世界をリードする人材の育成を目指す初等中等教育カリ

キュラムの研究開発を行う。」 

 

 第二期中期計画の終了年度を来年度に控え、三年間の活動を通した達成点を確認し、最後の

一年の展望を共有したい。 

 昨年度の報告書において、私は以下の「提言」をした。 

 

 

 今後、大学と連携したカリキュラム研究開発システムを構築するにあたって、次の二点を

提言したい。 

 

１．大学との様々な連携のあり方を模索する。たとえば、①留学生や大学教員という人的リ

ソースの活用、②教育学研究科のグローバル化対応との連携、等が考えられる。 

 

 すでに、留学生に協力を求めた取り組みがある。留学生にとっても貴重な経験になってい

るはずである。また、教育学研究科は先に「広島大学における初等中等教育段階でのグロー

バル化対応教育を見据えた教員養成・人材養成について」（平成 25 年度教育学研究科ビジョ

ンと戦略提案ワーキング・グループ答申）をとりまとめている。この答申では、学士課程に

おける副専攻プログラムとして「グローバルマインドを育成できる教員の養成プログラム」

が提案されている。また、博士課程前期では「グローバルな社会で指導できる教員養成プロ

グラム」、博士課程後期では「グローバルな研究者の育成プログラム」と「グローバルな教師

教育者の育成プログラム」が提案されている。附属学校園との連携は、留学生や大学（院）

教育にとって有意義なものとなりうる。そうした連携がどのように実現可能であるか検討さ

れるべきである。 

 

２．附属学校園間の連携のあり方を模索する。たとえば、①他校園の報告への自校園からの

応答、②他校園の取り組みへの参加、等である。 
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 自校園の取り組みを報告書にまとめるだけでなく、他校園の取り組みから自校園は何を学

ぶか、他校園にどのような助言ができるのか、今後、他校園とどのような協働がありうるの

か、に答えることによって、連携が始まる。また、附属学校園間で、プログラム評価法を開

発・共有し、ピアレビューアとして他校園教員にプログラムに参加してもらうことも可能で

あろう。 

 

 

 上記の提言は、第二期中期計画、すなわち、「大学との連携により、地域・日本・世界をリー

ドする人材の育成を目指す初等中等教育カリキュラムの研究開発」の構築を念頭においたもの

である。そして、昨年度の焦点事項とされた「社会のグローバル化に対応した初等中等カリキ

ュラムの開発」に即した提言となっている。大学と連携してカリキュラムの研究開発システム

を構築しようとする点で言えば、必ずしもグローバル化に対応したカリキュラムに限定する必

要はない。他の内容であっても大学との連携は可能であろう。しかし、まさに、大学も含めす

べての校種においてグローバル人材の育成が社会から求められており、この要請に応えるべく、

新しいカリキュラムの開発を試みることは、学内の教育を改善していく意味でも、また国内に

新しい教育モデルを提示する意味でも、極めて意義深い。 

 そして、今年度の委員会活動も「グローバル人材育成」に焦点が当てられた。各学校園は現

行の主要な教育活動をグローバル人材育成の視点で評価し直し、その優れた点を明示するとと

もに、不足していると思われる点を新たに指摘することができている。しかし、第二期中期計

画の実施・完結という課題が十分に意識されてはいないのではないか。終了年度に向けて、計

画の完結に向けた努力と評価財の蓄積が求められるところである。 

 先に挙げた、昨年度の提言の観点から、今年度の取組を評価してみよう。 

 

【成果の評価と展望】 

１-①留学生や大学教員という人的リソースの活用 

 各学校種の報告書のあちこちに大学教員の講演や留学生との活動が紹介されていた。確かに、

これまでも大学の教員が附属学校園に協力者として招かれることは多かったであろう。しかし、

グローバル人材育成の観点から、教員や留学生をシステマティックに招き、プログラム運営の

一部として組み入れ始めていることは特筆に値する。「研究開発」と呼ぶにはまだ十分ではない

だろうが、そのシステムが構築され始めていることの証左と言える。 

 国際的な人的リソースをもつ大学の附属機関であるというメリットを活かすという点では、

最大限に大学のリソースを活用していただきたい。そうして「地域・日本・世界をリードする」

カリキュラムを開発することが可能となろう。一方、他の公立私立学校にも応用可能なカリキ

ュラムを開発・提供するためには、外的なリソースのみに頼ることが、逆にデメリットになっ

てしまう場合のあることが懸念される。 
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１-②教育学研究科のグローバル化対応との連携 

 教育学研究科が構築しようとしているグローバル教員養成プログラムもまた、グローバルに

活躍できる人材として学校教員を養成しようとするものである。そして、さらに、グローバル

な人材を育成できる学校教員を養成しようとするプログラムでもある。こうした課題は、附属

学校園との協力関係によっていっそう充実した教員養成と、そのモデル開発が可能となるはず

である。 

 このプログラム自体はいまだ計画段階にあり、今年度の「大学との連携」に組み込まれるこ

とはなかった。来年度は、大学側が附属学校園に協力を求め、連携が構築されるべきである。

その際に何をどのように目指しているプログラムであるのかを明確に説明し、協力を求める必

要が大学側にはある。 

 

２-①他校園の報告への自校園からの応答 

 まず、各学校園はそれぞれ伝統をもち、独自の研究体制を培ってきている。学校園の内部で

の結束は固い。一方、同じ附属教育機関でありながら、七つのユニットが横断的に協力してい

く関係の構築はいまだ十分には築かれていないようである。 

 本研究推進委員会は、この関係構築の一歩として重要な意味があったのではないか。松浦副

理事によりグローバル人材育成という共通テーマが与えられ、岩田准教授によって整理された

資質・能力表が作られた。この共通のテーマと基準に基づいて各学校園の取り組みが評価され、

見通すことができたことの意味は大きい。これらの成果は、第二期中期計画が目指したものと

して十分なエビデンスとなろう。 

 さらには、報告書の作成にとどまらず、ここに提出された他校園の報告成果を自校園のもの

と比較し、他校園にフィードバックするとともに、自校園の参考としていくことが望まれる。

こうした協力関係が構築され、さらに大学教員もこれに加わることができれば、広島大学の附

属学校園であることの潜在的な力が大きく発揮されることになるに違いない。 

 

２-②他校園の取り組みへの参加 

 上記の協力関係を築くことができたとき、この研究推進委員会の限定的な関係を超えて、教

員同士が相互に評価委員として関わったり、さらに、児童・生徒・教員が参画する共同プログ

ラムを運用することもいずれ可能となろう。大学教員が助言者ないし評価者として、さらには

プログラムの運用者の一人として加わることができれば、それは、構築された「大学と連携し

たカリキュラム研究開発システム」がもたらした成果だと言えよう。 

 来年度までにこうした関係を築くことは難しいかもしれない。しかし、その先に目指すべき

ゴールとして見据えておくことには意味があろう。 

  

【新たな提言】 

 間もなく、第二期中期目標・計画の実施状況が評価されることになる。これに備えて、成果
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指標に耐えうるエビデンスを抽出しておくべきである。本研究推進委員会の活動は、この報告

書も含め、形になるものを提出してきた。さらに、中身に立ち入った取り組みが求められよう。

すなわち、構築されたカリキュラム研究開発システムはどのようなものであるのか、このシス

テムを通して生み出されたカリキュラムにどのようなものがあるのかが、吟味されなくてはな

らないであろう。 

 「資質・能力」論、とりわけ、コンピテンシー論の隆盛はめざましく、本委員会もこの流れ

に沿うものであった。今後は、コンピテンシー論の功罪にも批判的な視点をもって取り組むべ

きであろう。昨今の資質・能力論が個人の能力に限定していることに批判が向けられている。

能力の発揮も育成も、特定の状況のなかで可能となるものである。構成概念である資質や能力

を実在的に捉えてしまうとき、教育的働きかけや評価が空回りしてしまうことがある。学習環

境をデザインするときに、状況論的観点も併せ持ちたい。 
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おわりに 

 
 
 この『社会のグローバル化に対応した初等中等カリキュラムの開発Ⅲ―大学と連携した

研究開発システムの構築に向けて―』は平成２６年度の広島大学附属学校園研究推進委員

会報告書として刊行するものである。平成２４年度の報告書ではじめて「社会のグローバ

ル化に対応した初等中等カリキュラムの開発」という主題を使いはじめたものであるが、

「グローバル化に対応…」ということが喧伝される以前からカリキュラム開発や授業開発

に取り組んできた広島大学附属学校園である。毎年の報告が次第に濃密なものになること

を、拝読して強く感じている。 
 「はじめに」で松浦副理事が触れておられるように、今年度はカリキュラムの「試行」

に関する報告であった。附属幼稚園、附属小学校、附属中・高等学校、附属東雲小学校、

附属東雲中学校、附属三原幼稚園・小学校・中学校、附属福山中・高等学校の各学校園の

この一年間の教育課程に「グローバル人材」の要素をどのように組み入れ、人を育ててい

こうとしたかというそのことが、本報告書には具体的に示されている。それを拝読すると、

３歳から１８歳（幼児期から後期中等教育段階終了時点）に至るまでの発達の課題を見据

えつつ、それぞれの地で築かれた教育環境の特色を生かしながら開発を手がけてこられた、

社会のグローバル化に対応した初等中等カリキュラムを、意欲的に試行していかれたこと

がよくわかる。同時に、従来から各附属学校園で進めてこられた教育実践が、いずれも「グ

ローバル人材育成」の各要素を満たすだけの内実をそなえたものであったこともよくわか

るのである。本報告書に収められた「グローバル人材」育成のためのカリキュラムの試行

は、このように、これまでの各附属学校園の教育的営為の蓄積を基礎としながら、社会の

グローバル化のなかを生きる人材を育成するための新しいカリキュラム実践を切りひらく

提案性をそなえたものであると考える。また、井上委員には、シンガポール視察を踏まえ、

これらの各学校園におけるチャレンジを振り返り、組み直し、あらたな課題を見据えるた

めのたくさんの知見をいただいた。 
 「グローバル人材」の要素とは何かということは、本報告書の岩田委員の分析において

くわしく述べられているので、そちらを参照していただきたいが、「対話」することのでき

る能力はそれらの要素のなかでも重要なものであると考えられる。そして、他の人の話を

しっかりと聞き届けることができるかどうかは「対話」能力の中心である。実際、相手の

話のなかに繰り返しあらわれる言葉や表現を読みとって、相手の論理を理解しようとする

からこそ、協働と交流ということができるようになるのではないか。そうでなければ、と

もに働くことはできないし、互いの価値観を相手の生きてきた文脈ごと理解することなど

とてもできないはずである。それはむずかしいことだろうが、附属学校園で今年度展開し

てきた教育実践は、そのむずかしさに果敢にチャレンジするものであった。委員の皆様方
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の多大なご尽力に感謝する次第である。はてしない道だが、みのりの多い道であることを

教えていただいた。記して感謝申し上げたい。 
 
平成２７年３月 

      平成２６年度広島大学附属学校園研究推進委員会委員長   山元 隆春  
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